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ま え が き

この学修要項は、 24 年度海洋生命科学部の１年次生に対して授業科目の履

修方法及びその内容を解説したものです。

科目の履修計画や諸手続きの詳細については、オリエンテーションについ

て説明しますが、皆さんはこの要項を機会あるごとに参照し、十分に活用す

るようにしてください。そして、疑問や不明点がある場合は、自己流の解釈

や伝聞などに頼って思わぬ苦境に追い込まれないよう、クラス主任、学部教

員、または教務課に出向いて指導を受けるなど疑問の解明に努めてください。

大学における学生に対する公示伝達は、掲示・メール・教学ポータルなど

によって行われます。授業に関すること、試験に関すること、その他重要事

項等が知らされることがあるため、絶対に見落としのないように情報を収集

することが肝要です。見落としを理由に、伝達された事項に対する責任を免

れることはできないので、特に注意してください。
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年度一般教育部行事予定

〔〔２２００２２４４年年〕〕 ４４ 月月 １１００月月

日 月 火 水 木 金 土
１日～９日：オリエンテーション

５日：入学式
１０日：前期授業開始日
２０日：開校記念日【授業日】

日 月 火 水 木 金 土
１４日：スポーツの日【授業日】

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５

７ ８ ９ ６ ７ ８ ９

５５ 月月 １１１１月月

日 月 火 水 木 金 土
６日：こどもの日振替【授業日】

日 月 火 水 木 金 土
１日：北里祭準備日【通常授業無】
２日：北里祭

３日：北里祭・文化の日
４日：文化の日振替
５日：北里研究所創立記念日

２３日：勤労感謝の日【授業日】

１ ２ ３ ４ １ ２

５ ６ ７ ８ ９ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

６６ 月月 １１２２月月

日 月 火 水 木 金 土
２日：球技大会
９日：球技大会

日 月 火 水 木 金 土
日～ 日：後期補講日【通常授業無】
日：後期補講日【通常授業無】

１２月２５日～１月５日：冬期休業

１ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ８ ９

９

23 30⁄

７７ 月月 〔〔２２００２２５５年年〕〕 月月

日 月 火 水 木 金 土
１５日：海の日【授業日】

２４日：前期補講日【通常授業無】
２５日：前期補講日【通常授業無】

７月２６日～８月２日：前期試験

日 月 火 水 木 金 土
１２月２５日～１月５日：冬期休業

６日～１５日：後期定期試験
１１日：後期授業終了

１月１６日～３月３１日：春期休業

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４

７ ８ ９ ５ ６ ７ ８ ９

８８ 月月 ２２ 月月

日 月 火 水 木 金 土
７月２６日～８月２日：前期試験

１日：前期授業終了
５日：１群科目補充実験予備日

２６日～２９日：前期追再試験

８月６日～９月８日：夏期休業

日 月 火 水 木 金 土
４日～６日、１０日：後期追再試験

１月１６日～３月３１日：春期休業
１ ２ ３ １

４ ５ ６ ７ ８ ９ ２ ３ ④ ⑤ ⑥ ７ ８

９ ⑩

㉖ ㉗ ㉘ ㉙

９９ 月月 ３３ 月月

日 月 火 水 木 金 土
８月６日～９月８日：夏期休業

９日：後期授業開始日

１６日：敬老の日【授業日】

日 月 火 水 木 金 土
１月１６日～３月３１日：春期休業

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １

８ ９ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９

23 30⁄ 24 31⁄

※ の付いている日は休講日および休暇期間とする。ただし、 期間中に補講や○ 追再試験 が実施される場合がある

ため、該当者は注意すること。
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学部長，運営委員

学 部 長：菅野 信弘 教授

運営委員：朝日田 卓 教授，天野 勝文 教授，神保 充 教授

人材養成目的，カリキュラム・ポリシー，ディプロマ・ポリシー

□人材養成の目的その他の教育研究上の目的

海洋生命科学部では、海洋生命科学一般の専門技術とその基盤となる学門領域を理解し、国際的

な視野を持ち、これらを基に自らの意見を伝える能力、判断力、実践力を持つ人材の育成を目的と

します。

そのための教育研究上の目的は、（ ）多面的思考能力（ ）自然科学の基礎知識・理論（ ）専門

分野の知識・技術（ ）問題解決能力（ ）実務遂行能力（ ）コミュニケーション能力（ ）技術者

倫理（ ）継続的学修能力の獲得、達成とします。

□教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

海洋生命科学部では、学位授与方針を達成できるよう、以下の方針に基づき教育課程を編成・実

施しています。（ ）全ての科目を８項目の研究教育上の目的（学修・教育目標）の何れかに対応

させるとともに、４年間のカリキュラムの中で基礎科目から発展的科目へと段階的に配置し、卒業

論文を集大成科目として位置付けることによって、学生が学修･教育目標の達成度を自己評価しつ

つ、学修を進めることができるカリキュラムの編成を基本とします。（ ）学修･教育目標の達成を

より推進する方策として、実践的学習の強化および少人数教育の展開を図ります。学修成果の評

価は、科目ごとにシラバスに明記した方法で行います。

□学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

海洋生命科学部では、海洋生命科学一般の専門技術とその基盤となる学門領域を理解し、国際的

な視野を持ち、これらを基に自らの意見を伝える能力、判断力、実践力を持つ人材の育成を目的と

します。

こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。

（ ）自然、文化、社会、人間の多様性を認識し、多様な価値観を理解する能力（多面的思考能力）

（ ）数学、自然科学、情報技術に関する基礎知識と、それを海洋生命科学分野の問題解決に応用する

能力（自然科学の基礎知識・理論）

（ ）水圏生物の生理・生態、高度有効利用、環境との関わりなど海洋生命科学に関する一貫した基礎

知識と、水圏生物の利用に関わる多様な分野に対応する能力（専門分野の知識・技術）

（ ）情報を収集・分析して水圏生物資源の利用に関する問題を発見し、その解決策をデザインする能

力（問題解決能力）

（ ）与えられた条件の中で実験を遂行し、結果を解析、考察する能力（実務遂行能力）

（ ）自分の考えを的確かつ論理的に表現する能力、および英語によるコミュニケーションを図るため

の基礎能力（コミュニケーション能力）

（ ）専門技術者として責任ある社会活動を可能にする倫理観（技術者倫理）

（ ）継続的に学修しながら、絶えず変化する科学技術に迅速に対応する能力（継続的学修能力）



海洋生命科学部海洋生命科学科教育プログラム
 
 
□教育理念
海洋は再生産可能な天然資源の宝庫です。海洋生命科学は多様で豊かな海洋の生物資源を対象とする応用科学であり、

それらを永続的かつ有効に利用するための技術開発や、知見の蓄積を使命としています。海洋生命科学部の教育理念は、

海洋生命科学一般の専門技術とその基盤となる海洋の環境・生態学、生物学、生物科学などの学問領域を理解できると

ともに、社会の仕組みを理解し、国際的な視野からも海洋の生物資源を見ることができる人材、さらに自らの意見を持

ち、それを伝える能力、判断力、実践力を持つ人材の育成です。

 
□北里大学海洋生命科学部海洋生命科学科“学修・教育目標”
本教育プログラムでは教育理念に基づき、以下のように A～H の 8 つの知識や能力の獲得を“学修・教育目標”と

して設定しています。また、各“学修・教育目標”にはその内容をより具体的に説明した具体的到達目標（○囲み数字）

を示しました。これらの能力の獲得は、皆さんの社会での活躍を保証するものです。
 
 
（（ＡＡ））人人類類共共通通のの水水圏圏生生物物資資源源のの利利用用にに携携わわるる技技術術者者ととししてて、、自自然然、、文文化化、、社社会会、、人人間間のの多多面面性性をを認認識識しし、、多多様様

なな価価値値観観をを理理解解すするる能能力力のの修修得得

① 海洋生命科学における地球的・社会的視点の必要性を述べることができる

② 多様な価値観や文化に配慮することができる

③ 社会が抱える問題点を列挙できる

④ 水圏生物及び水圏環境と人間とのかかわりを説明できる
 
 
（（ＢＢ））数数学学、、自自然然科科学学、、情情報報技技術術にに関関すするる基基礎礎知知識識とと、、そそれれららをを海海洋洋生生命命科科学学分分野野のの問問題題解解決決にに応応用用すするる能能力力のの

修修得得

① 生物学、化学、物理学の基礎的用語を説明できる

② 自然現象や科学技術を生物学、化学、物理学の基礎知識に基づいて認識できる

③ 数理的考え方を問題解決に適用することができる

④ コンピューターの基本操作ができる
 
 
（（ＣＣ））水水圏圏生生物物のの生生理理・・生生態態、、高高度度有有効効利利用用、、環環境境ととのの関関わわりりななどど海海洋洋生生命命科科学学にに関関すするる一一貫貫ししたた基基礎礎知知識識とと、、

水水圏圏生生物物のの利利用用にに関関わわるる多多様様なな分分野野にに対対応応すするる能能力力のの修修得得

① 生物資源としての水圏生物の化学的特性を説明できる

② 海洋生物資源を永続的に利用するうえでの、生物の多様性とそれを育む環境の重要性を認識できる

③ 水圏生物の生理生態学的特性を群、個体、細胞、分子レベルから説明できる

④ 増養殖・育種、資源管理、食品製造・流通にかかわる技術について説明し、その問題点を指摘できる

⑤ 修得した知識を問題解決に応用できる
 
 
（（ＤＤ））情情報報をを収収集集・・分分析析ししてて水水圏圏生生物物資資源源のの利利用用にに関関すするる問問題題をを発発見見しし、、そそのの解解決決策策ををデデザザイインンすするる能能力力のの修修得得

① 多様な手段を用いて情報収集ができる

② 収集した情報を適切に整理できる

③ 情報を客観的かつ批判的に分析することができる

④ 課題解決のための仮説を設定し、検証のための実験計画を立てることができる
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（（ＥＥ））与与ええらられれたた条条件件のの中中でで実実験験をを遂遂行行しし、、結結果果をを解解析析、、考考察察すするる能能力力のの修修得得

① 協力して調査・研究ができる

② 与えられた条件下で調査・研究ができる

③ コンピューターを用いてデータを解析することができる

④ 得られた結果を客観的に考察することができる

⑤ 期限内に論文をまとめることができる
 
 
（（ＦＦ））自自分分のの考考ええをを的的確確かかつつ論論理理的的にに表表現現すするる能能力力、、おおよよびび英英語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンンをを図図るるたためめのの基基礎礎能能

力力のの修修得得

① 英文の科学論文を読み、要点をまとめることができる

② 論旨の通った文章を日本語で書くことができる

③ コンピューターを用いて効果的なプレゼンテーション資料を作成することができる

④ 研究内容について日本語で要領よく説明できる

⑤ 外国人と平易な英語でコミュニケーションができる
 
 
（（ＧＧ））専専門門技技術術者者ととししてて責責任任ああるる社社会会活活動動をを可可能能ににすするる倫倫理理観観のの修修得得

① 生命倫理及び環境倫理に関する諸問題を列挙できる

② 製造物責任法とその対応策であるHACCP の原則を説明できる

③ 生物資源維持と環境保全の重要性を説明できる

④ 人類の活動が海洋の現象に影響を及ぼしうる例を列挙できる

⑤ 科学の功罪について説明することができる
 
 
（（ＨＨ））継継続続的的にに学学修修ししななががらら、、絶絶ええずず変変化化すするる科科学学技技術術にに迅迅速速にに対対応応すするる能能力力のの修修得得

① 自ら短期目標を設定し、達成度を評価し、自己改善につなげることができる

② 最新の知識や技術に興味を持つことができる

③ 学修のための機会や手段を有効かつ積極的に活用することができる

 
□教育基本方針とカリキュラムの特徴
本教育プログラムの教育基本方針は以下の 3 つの項目にまとめられます。

1）教育の目的を水圏生物の生命過程の理解に置く。

2）生物学と化学の両域にまたがって教育を行う。

3）教育の対象を①水圏生物の生理、生態学的特性、②水圏生物と生息環境の関わり、③水圏生物諸成分の高度有効利

用、集約する。

この教育基本方針をもとに組み立てられた海洋生命科学部のカリキュラムには次のような特徴があります。
 
 
●●生生物物学学とと化化学学のの両両分分野野ににままたたががるる学学修修

本教育プログラムの教育方針は、水圏生物の特性を理解し、これを多様な分野で生かせる人材を育成することにあ

ります。そこで、3 年次までは区別なく生物学と化学を学べるよう、両分野にまたがる基礎的、専門的授業科目およ

び実習科目を配置しています。
 
 
●●水水圏圏生生物物にに関関わわるる広広いい分分野野のの学学修修

海洋をとりまく社会的・経済的・国際的環境が大きく変化する中、地球環境と調和した水圏生物の利用が強く求められてい

ます。これら社会の要請に応えるためには、生産や製造の専門技術ばかりでなく生物に関わる幅広い知識を修得すること

が必要です。そこで、本カリキュラムでは「水産経済学」、「水産物流通論」、「水産法規」、「国際海洋政策」などの社会科学系

分野を含めた科目も配置し、多角的な視点から水圏生物の利用を考えられるよう配慮しています。 



●●系系統統的的なな科科目目のの配配置置

本カリキュラムでは、基礎的内容から専門性の高い分野へと年次ごとに効率よく学修を進められるよう配慮してい

ます。専門科目については基礎的内容を学修する 2 群科目とより高度な専門知識を習得する 3 群科目に分類し、2 年

次には2群科目を、3年次には3群科目を主に配置しています。

●●実実践践的的学学修修

全学年を通じて多くの実験科目を配置し、基礎技術から高度な実験へと順を追って修得できるように工夫していま

す。4 年次「卒業論文」「海洋生命科学演習」は、未知の分野の問題に対し、最新の技術を駆使して解決を図ること

を目的としています。

●●少少人人数数教教育育のの実実施施

学修効果のため、少人数教育を積極的に取り入れています。「科学英語 IA・IB・IIA・IIB」では習熟度別に少人数

クラスを編成し、「海洋生命科学実験 I・II・III」「海洋実習」「体験実習」「卒業論文」「海洋生命科学演習」では

班別学修やマンツーマンに近い指導を行っています。

●●資資格格取取得得ココーーススのの設設置置

卒業要件とは別に、中学校・高等学校の教員免許取得を目指す「教職課程」と、水族館や博物館の学芸員になる場

合に必要とされる学芸員任用資格取得を目指す「学芸員養成課程」の2コースを用意しています。

また、卒業までに必要な単位を選択履修することにより、食品衛生管理者・食品衛生監視員の任用資格及び自然再

生士補の資格を取得することができます。

●●JJAABBEEEE 認認定定教教育育ププロロググララムム

本学部の“教育プログラム”は  年度に日本技術者教育認定機構（ ）による厳正な審査を受審し、

年  月に農学一般関連分野（水産系）では全国で  番目、私立大学では初めて、その認定を受けました。この結果、 
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 は、大学などで実施されている技術者教育が社会の要求水準を満たしているかどうかを審査・認定する団

体で、認定を受けた教育プログラム修了生の質を保証するものです。  認定プログラム修了生には「修習技術

者」の資格が与えられ、技術者の国家資格としては最高位の「技術士」資格取得のための第一試験が免除されます。

また、「修習技術者」は日本技術士会に登録することにより、「技術士補」となることもできます。さらに、
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なお、JABEEについての詳細は、JABEE ホームページ（https://jabee.org）をご覧ください。
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Ⅰ．一般教育部における履修について
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１．履修と単位制
 
 

海洋生命科学部における履修科目は、１群科目（幅広い視野と豊かな人間性を形成する科目： 人間

形成の基礎科目、基礎教育科目、教養演習系科目、総合領域科目）､２群科目（専門の基礎 的知識・

技術を形成する科目）､３群科目（高度の専門的知識・技術を形成する科目）と４群科目（総合的な

能力を形成する科目：単位互換科目を含む）に分かれており、また各授業には必修・ 選択の別がある。

 
 
 
 
 

単位と授業科目区分

（１） 単位

大学では、学修成果を「単位」で表す。単位数は科目ごとに定められており、学部学科ごとに

定められた単位を取得していることが、進級および卒業の要件となる。

授業科目の単位数は、１単位の授業科目を 時間の学修を必要とする内容をもって構成

することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な

学修等を考慮して、おおむね 時間から 時間までの範囲で、本大学が定める時間の授

業をもって１単位とする。

 
 

 
 

（２） 授業科目区分

授業科目区分は履修条件により、下記の３種類に区分される。次ページの授業科目一覧表や履

修科目を決定する際によく用いられる言葉のため、確認しておくこと。
 
 

必修科目 必ず履修しなければならない科目

選択科目 決められた領域や科目の中から、所定の科目数/単位数を履修しなければならない科目 

自由科目 卒業要件単位数には含めないが、自由に履修できる科目

− 3−
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北里大学におけるＧＰＡ 制度について

対象科目の原成績（ 点～ 点）を、以下の計算式による 指数（以降

「 」） に変換し、各対象科目の に対象科目の単位数を乗じ、その総和を対象科

目の単位数の総和で除した値を として算出します。

の対象となる科目は、必修科目及び選択科目とします。なお、不可科目も含み、再

履修科目は最終評価を基に計算します。

＜計算式＞

(GP×修得単位数 の総和 総履修登録

単位数 「不可」の単位数を含む。

＝（ － ）／ ただし、 ＜ は ＝ とする

※GP:GPA 指数、 原成績（得点）

ただし、上記の計算式で計算しますが、他の一般的な G P A  制度（秀・優・良・

可などの評価（レターグレード）から  に換算）の範囲は ～ であるため、

通用性に配慮し 「 」以上の値を一律「 」に、「 以上 以下」の値を

一律「 」にした を用いて計算します。

＜  値に基づく学修指導について＞ 休学等やむを得ない事由がある場合を除き、
年次終了時に、当該年度の  が 未満である年度が 回になった場合にはクラス
主任等から教育的指導を行い、 回になった場合に学部長から退学を勧告します。

なお、  制度はあくまでも学生の皆さんの学修意欲向上を目的としているため、

むやみに退学勧告が行われることはありません。

 値が低くなる原因として、「履修単位数」と「修得単位数」に開きがある場合

があります。

 値が低い場合は、履修単位数が多いために充分な自学自習の時間がとれていな

いことが考えられますので、大学における学修への臨み方を含めて指導が行われま

す。
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可などの評価（レターグレード）から  に換算）の範囲は ～ であるため、
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一律「 」にした を用いて計算します。
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年次終了時に、当該年度の  が 未満である年度が 回になった場合にはクラス
主任等から教育的指導を行い、 回になった場合に学部長から退学を勧告します。

なお、  制度はあくまでも学生の皆さんの学修意欲向上を目的としているため、

むやみに退学勧告が行われることはありません。

 値が低くなる原因として、「履修単位数」と「修得単位数」に開きがある場合

があります。

 値が低い場合は、履修単位数が多いために充分な自学自習の時間がとれていな

いことが考えられますので、大学における学修への臨み方を含めて指導が行われま
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２．授業科目一覧表（ 年度入学生対象）
海洋生命科学部 １群科目および１年次における２・３・４群科目一覧 

  区 科目名 単位 開講期 
配当

年次 
修得すべき単位数 履修上の注意 

１ 

群 

科 

目 

人 

間 

形 

成 

の 

基 

礎 

科 

目 

文
化
の
領
域 

哲学の楽しみ A，B 

科学を考える A，B 

芸術の楽しみ A，B 

倫理学 A，B 

文学の楽しみ A，B 

信仰と救い A，B 

各 2 

各 2 

各 2 

各 2 

各 2 

各 2 

前期、後期 

前期、後期 

前期、後期 

前期、後期 

前期、後期 

前期、後期 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 同じ科目名でもＡ，Ｂはそれぞれ独立した科目であ

るので、両方履修、またはどちらか一方の履修で構

わない。 

社
会
の
領
域 

日本国憲法 A，B 

法律の役割 A，B 

経済のしくみ A，B 

個人と社会 A，B 

政治のしくみ A，B 

文化人類学 A，B 

日本と国際社会 A，B 

環境を考える A，B 

歴史と人間 A，B 

心理学 A，B 

各 2 

各 2 

各 2 

各 2 

各 2 

各 2 

各 2 

各 2 

各 2 

各 2 

前期、後期 

前期、後期 

前期、後期 

前期、後期 

前期、後期 

前期、後期 

前期、後期 

前期、後期 

前期、後期 

前期、後期 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 11単位選択必修 

同じ科目名でもＡ，Ｂはそれぞれ独立した科目であ

るので、両方履修、またはどちらか一方の履修で構 

わない。 

 

 

健
康
の
領
域 

健康の科学 A 

健康の科学 B 

健康の科学 C 

健康とスポーツ演習 

2 

2 

2 

2 

前期 

後期 

前・後期 

通年 

1 

1 

1 

1 

 

健康の科学Ｃは前期および後期に開講される。た

だし、同一科目であるので前期に単位修得した場

合、後期は履修できない。 

教
養
演
習 

系
科
目 

教養演習 A 

教養演習 B 

教養演習 C 

大学基礎演習 

2 

1 

1 

1 

通年 

前期 

後期 

前期・後期 

1 

1 

1 

1 

 

大学基礎演習は前期および後期に開講される。た

だし、同一科目であるので前期に単位修得した場

合、後期は履修できない。 

基 

礎 

教 

育 

科 
目 

自
然 

科
学
系 

物理学 

物理学実験 

4 

1 

通年 

集中 

1 

1 
 

物理学・物理学実験は教職課程履修者の必修科

目 

数
理
・情
報
系 

数学の基礎 2 前・後期 1   

数学 

発展数学 A 

発展数学 B 

情報科学 A 

情報科学 B 

情報科学 C 

統計学 A※ 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

4 

通年 

前期 

後期 

前期 

後期 

前・後期 

通年 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

4単位選択必修 

 

 

2単位選択必修 

数学は、クラス分け試験を行う。振り分けられた授業

を履修すること。（詳しい履修方法については、後

頁「講義内容」参照のこと） 

外
国
語
系 

英語 AⅠ・AⅡ 

英語 BⅠ・BⅡ 

 

各 1 

各 1 

 

前・後期 

前・後期 

 

1 

1 

必修 

必修 

 

英語ＡⅠ,Ⅱ、ＢⅠ,Ⅱはクラス分け試験を行う。振り

分けられた授業を履修すること。（詳しい履修方法

については、後頁「講義内容」参照のこと） 

自
然
科
学
系 

化学 

化学実験 

生物学 

生物学実験 

物理学要習 

化学要習 

生物学要習 

地学 

地学実験 

4 

1 

4 

1 

1 

1 

1 

4 

1 

通年 

集中 

通年 

集中 

前期 

前期 

前期 

通年 

通年 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

必修 

必修 

必修 

必修 

 

 

 

 

 地学・地学実験は教職課程履修者の必修科目 

教
養
演
習
系
科
目 

言語と文化Ａ 

＜副題＞ 

ドイツ語 

フランス語 

中国語 

韓国語 

フィリピノ語 

言語と文化Ｂ 

＜副題＞ 

ドイツ語圏文化 

フランス語圏文化 

中国語圏文化 

オランダ語圏文化 

2 

 

 

 

 

 

 

 

2 

通年 

 

 

 

 

 

 

 

通年 

1 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

※自由科目 

（卒業要件単位に含まない） 

言語と文化Ａ、Ｂについては、２科目セットで履修す

る「リンククラス」もあるので、注意すること。（詳しい

履修方法については、後頁「講義内容」参照のこ

と） 

総合領域科目 

北里の世界 

仕事と人生 

農医連携論 

1 

1 

1 

前期 

前期 

後期 

1 

1 

1 

1単位選択必修 

 

2群科目 

海洋生命科学概論 

ラーニング・スキル 

生物海洋学 

2 

1 

2 

前期 

前期 

後期 

1 

1 

1 

必修 

必修 

必修 

日程については掲示に注意すること。 

日程については掲示に注意すること。 

日程については掲示に注意すること。 

4群科目 単位互換科目  後期   希望する大学の募集要項を参照すること。 

 

※自由科目（卒業要件単位に含まない） 
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１．本学他学部の授業科目履修制度

本学では、他学部他学科他専攻の授業科目を履修できる制度を実施しています。この

制度は、学部間の交流、協力を通じて教育課程の充実を図るとともに、学生の幅広い視

野の育成と学習意欲の向上を図ることを目的とするものです。

〔履修できる学生〕

次の学部の１年生～４年生（６年生）

薬学部、獣医学部、海洋生命科学部、看護学部、理学部、医療衛生学部

１年生は後期科目から出願できます。

〔履修できる科目数・単位数の上限〕

履修できる科目数・単位数の制限はありません。

ただし、看護学部では各単位互換制度（首都圏西部単位互換科目、他学部他学科

他専攻の授業科目）を合わせて、当該学期中に合計４単位までの履修を上限とし

ます。

〔各学部が開講する授業科目数〕

開講キャンパス

開講学部

相模原キャンパス 白金キャンパス 十和田キャンパス

開講授業科目 開講授業科目 開講授業科目

薬学部 ４科目

獣医学部 ８科目 ８０科目

海洋生命科学部 ２科目

看護学部 １７科目

理学部 ５０科目

医療衛生学部 １１科目

※授業科目及び時間割等は大学ホームページ、シラバス等で確認してください。

〔出願期間〕

１．履修を希望する学生は、出願書を次の期日に所属学部事務室に提出してください。

１年生は後期科目から出願できます。

前期・通年科目 ２０２４年４月１日（月）～１０日（水）

後期科目 ２０２４年９月２日（月）～１０日（火）

２．受講の決定は、次の時期を予定しています。

前期・通年科目 ２０２４年４月中旬

後期科目 ２０２４年９月中旬

※出願書は大学ホームページからダウンロードしてください。

〔授業・試験〕

授業や試験は、開講する学部の教務暦や基準に定めるところにより実施し、評価され

３．単位互換制度について（海洋生命科学部）
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１．本学他学部の授業科目履修制度

本学では、他学部他学科他専攻の授業科目を履修できる制度を実施しています。この

制度は、学部間の交流、協力を通じて教育課程の充実を図るとともに、学生の幅広い視
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他専攻の授業科目）を合わせて、当該学期中に合計４単位までの履修を上限とし

ます。

〔各学部が開講する授業科目数〕

開講キャンパス

開講学部

相模原キャンパス 白金キャンパス 十和田キャンパス

開講授業科目 開講授業科目 開講授業科目

薬学部 ４科目

獣医学部 ８科目 ８０科目

海洋生命科学部 ２科目

看護学部 １７科目

理学部 ５０科目

医療衛生学部 １１科目

※授業科目及び時間割等は大学ホームページ、シラバス等で確認してください。

〔出願期間〕

１．履修を希望する学生は、出願書を次の期日に所属学部事務室に提出してください。

１年生は後期科目から出願できます。

前期・通年科目 ２０２４年４月１日（月）～１０日（水）

後期科目 ２０２４年９月２日（月）～１０日（火）

２．受講の決定は、次の時期を予定しています。

前期・通年科目 ２０２４年４月中旬

後期科目 ２０２４年９月中旬

※出願書は大学ホームページからダウンロードしてください。

〔授業・試験〕

授業や試験は、開講する学部の教務暦や基準に定めるところにより実施し、評価され

３．単位互換制度について（海洋生命科学部）

ます。当該学部のシラバス等で確認してください。

〔成績評価・履修科目・単位の扱い〕

・科目を開講する学部の成績が所属学部での成績評価となります。

・履修した科目は、所属学部の４群科目（自由科目）として扱い、修得した単位

は卒業要件単位には含めません。

・看護学部では、学生より申請があった場合、既設科目に読み替え可能な科目は、

１０単位を上限に読み替え、卒業要件単位に含めます。読み替えは年度末に行い

ます。

・単位認定については、学則２３条第３項により、入学前の既修得単位と合わせ

て６０単位を超えないものとします。

２．他大学との単位互換制度

〈首都圏西部大学単位互換協定〉にもとづく単位互換科目・共同授業科目の履修

平成 年 月から発足した「首都圏西部大学単位互換」は、地域の大学・短期大

学が相互に単位互換協定を締結し、これらの大学に所属する学生が、他の大学の授業科目

を履修しそこで取得した単位を、その学生が所属する大学の単位として認定しようとする

ものです。

参加大学からは単位互換科目として、それぞれ特色ある授業科目や、他の大学にはな

いユニークな授業科目が提供され、学生諸君の関心や興味に応じた授業を行っています。

「自分の大学では学べない分野や内容について学んでみたい」「他大学の授業を受け

ることで広い考え方や見方を身につけたい」「ほかの大学の雰囲気に触れて大学とはどう

いうものか知りたい」と思っている方はぜひチャレンジしてみてください。

〔参加大学：９大学〕

桜美林大学、鎌倉女子大学、北里大学、国士舘大学、相模女子大学、相模女子大学短

期大学部、松蔭大学、高千穂大学、東京立正短期大学

〔履修できる学生〕

次の学部の１年生～４年生

薬学部、獣医学部、海洋生命科学部、看護学部、理学部、医療衛生学部

※１年生は後期科目から出願できます。

※薬学部生・獣医学部生は 年（後期）のみ。
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〔履修できる科目数・単位数の上限〕

獣医学部、海洋生命科学部、理学部では、履修できる科目数・単位数の制限はありま

せん。 
薬学部は２科目４単位、医療衛生学部は３０単位を上限とし、看護学部は各単位互換

制度（首都圏西部単位互換科目、他学部他学科他専攻の授業科目）を合わせて、当該

学期中に合計４単位までの履修を上限とします。 

〔開講される授業科目〕

授業科目の内容や時間割等は、本学ホームページで確認してください。

〔授業料〕

授業料及び科目履修手続き費用は無料です。

実験・実習・実技等でかかる教材費等については実費を徴収する場合があります。

〔出願日程〕

希望者は、科目履修出願書（様式 又は ）を次の期日までに所属学部事務室に提

出してください。

前期科目：２０２４年４月１日（月）～４月１０日（水）

後期科目：２０２４年６月３日（月）～６月２１日（金）

〔授業・試験〕

授業や試験は、開講する大学が定めるところにより実施し、採点されます。

当該大学のシラバス等で確認してください。

〔成績評価、履修科目・単位の扱い〕

・履修した科目は、所属学部の４群科目（自由科目）として扱い、修得した単位は

卒業要件単位には含めません。

・獣医学部では、学科の授業科目に読み替え可能な科目は当該科目に読み替え、修

得した単位は卒業要件単位に含めます。

・看護学部では、学生より申請があった場合、既設科目に読み替え可能な科目は、

１０単位を上限に読み替え、修得した単位は卒業要件単位に含めます。

・医療衛生学部では、専攻の授業科目に読み替え可能な科目は当該科目に読み替え、

修得した単位は卒業要件単位に含めます。（読み替え可能な科目は予め提示し

ます。）

・単位認定については、学則２３条第３項により、入学前の既修得単位と合わ

せて６０単位を超えないものとします。

〔単位互換に関する情報〕

北里大学ホームページ 教育・研究 に単位互換に関する情報が掲出してありますので

ご覧下さい。
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〔履修できる科目数・単位数の上限〕

獣医学部、海洋生命科学部、理学部では、履修できる科目数・単位数の制限はありま

せん。 
薬学部は２科目４単位、医療衛生学部は３０単位を上限とし、看護学部は各単位互換

制度（首都圏西部単位互換科目、他学部他学科他専攻の授業科目）を合わせて、当該

学期中に合計４単位までの履修を上限とします。 

〔開講される授業科目〕

授業科目の内容や時間割等は、本学ホームページで確認してください。

〔授業料〕

授業料及び科目履修手続き費用は無料です。

実験・実習・実技等でかかる教材費等については実費を徴収する場合があります。

〔出願日程〕

希望者は、科目履修出願書（様式 又は ）を次の期日までに所属学部事務室に提

出してください。

前期科目：２０２４年４月１日（月）～４月１０日（水）

後期科目：２０２４年６月３日（月）～６月２１日（金）

〔授業・試験〕

授業や試験は、開講する大学が定めるところにより実施し、採点されます。

当該大学のシラバス等で確認してください。

〔成績評価、履修科目・単位の扱い〕

・履修した科目は、所属学部の４群科目（自由科目）として扱い、修得した単位は

卒業要件単位には含めません。

・獣医学部では、学科の授業科目に読み替え可能な科目は当該科目に読み替え、修

得した単位は卒業要件単位に含めます。

・看護学部では、学生より申請があった場合、既設科目に読み替え可能な科目は、

１０単位を上限に読み替え、修得した単位は卒業要件単位に含めます。

・医療衛生学部では、専攻の授業科目に読み替え可能な科目は当該科目に読み替え、

修得した単位は卒業要件単位に含めます。（読み替え可能な科目は予め提示し

ます。）

・単位認定については、学則２３条第３項により、入学前の既修得単位と合わ

せて６０単位を超えないものとします。

〔単位互換に関する情報〕

北里大学ホームページ 教育・研究 に単位互換に関する情報が掲出してありますので

ご覧下さい。

４４．．履履修修

４４－－１１））日日程程ににつついいてて

前 期 後 期

① 抽選
４月 ２日（火）〜 ６日（土）

【通年・前期・後期科目対象】
―

② 当選発表 ４月 ８日（月） ―

③ 当選取消 ４月 ９日（火）
９月 ４日（水）

【後期科目のみ対象】

④ 授業開始 ４月１０日（水） ９月 ９日（月）

⑤ 履修登録 ４月１１日（木）〜１２日（金） ―

⑥ 追加抽選
４月１５日（月）〜１６日（火）

【通年・前期・後期科目の残枠ある科目のみ対象】

９月 ６日（金）〜 ７日（土）

【後期科目対象】

⑦ 当選発表 ４月１７日（水） ９月 ９日（月）

⑧ 当選取消 ４月１８日（木） ９月１０日（火）

⑨ 履修変更 ４月２２日（月）〜２３日（火） ９月１２日（木）〜１３日（金）

４４－－２２））抽抽選選応応募募かからら履履修修確確定定ままででのの流流れれ

抽選申込みから履修確定までの概要は以下のとおりである。

抽選

授業の性質や使用する機材の台数、教室の収容人数の関係により、受講者数に定員を設ける科目については

授業開始前に抽選を行う。

≪注意事項≫

・「北里大学 一般教育部授業情報サイト」で詳細を確認し、抽選に応募すること。

・１年次に履修すべき授業科目および単位数などを必ず確認すること。

・期間内であれば、応募内容の確認や修正が可能である。

≪履修にあたっての基本事項≫

・年間の履修登録単位数は、５５００単単位位未未満満とする。

（１群科目中の自由科目 教職課程科目 教授会が特別に認めた科目を除く）

・同一時限に２科目重複して履修することはできない。

・同一名称の科目は、教員が異なっていても履修することはできない。

・履修登録していない授業科目の受講、試験受験は「無効」である。

・履修登録をしても、出席不良や試験を受験しなかった場合は「不合格」となることがある。

≪抽選実施科目≫

・芸術の楽しみ 、

・倫理学 、

・信仰と救い 、

・心理学 、

・健康の科学 、 、

・健康とスポーツ演習（ 対象除く）

・情報科学 、 、

・教養演習 、 、

・大学基礎演習（ 対象除く）

・言語と文化 、 （ 対象除く） 

 

【一般教育部授業情報サイト】

以下にアクセスし、情報を確認したうえで、抽選に申込みし

てください

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北里大学

⇒ 学部・大学院・併設校

⇒ 一般教育部 ⇒ 授業情報サイト

⇒ 一般教育部授業情報サイト

⇒ 履修・授業 ⇒ 抽選
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当選発表

抽選システム上で当選者発表を行う。当選した科目は、自動的に履修が確定するため、第 回目から授業に出

席すること。

当選取消

やむを得ない事情等がある場合には、当選した科目を取消すことができる。希望者は当選取消日に抽選シス

テムから、取消を行うこと。

授業開始

必修科目、クラスが指定されている科目、当選した科目については、第１回目の授業から出席すること。

抽選対象でない選択科目は、履修登録前でも出席が可能であるため、履修を検討している授業に出席してみ

たうえで、履修科目を決定すること。ただし、 回目から出席をとる授業もあるのでシラバスをよく確認するこ

と。

履修登録

履修登録はＷＥＢ上（教学ポータル）で行う。

履修登録が必要な科目を各自確認し、教学ポータルログインにして、履修登録を行うこと。

≪注意事項≫

・教学ポータルの稼働時間内（ ～ ）かつ履修登録期間中であれば何度でも変更可能。

・履修登録期間の終わりにかけては、アクセス集中により繋がりにくい場合があるため、早めに履修登録を行

うこと。

追加抽選

定員に空きがある科目のみ追加抽選を行う。「北里大学 一般教育部授業情報サイト」で詳細を確認し、必要

であれば申込みすること。

追加抽選の当選発表

抽選システム上で当選者発表を行う。当選した科目は、自動的に履修が確定するため、授業に出席するこ

と。

追加抽選の当選取消 【後期 は、後期開講科目のみ対象】

やむを得ない事情等がある場合には、当選した科目を取消すことができる。希望者は当選取消日に抽選シス

テムから、取消を行うこと。

▼履修登録が必要な科目

・選択科目

・抽選対象でない科目

▼既に履修登録されている科目

・必修科目

・抽選結果発表で当選した科目

【教学ポータル】

以下にアクセスし、期間内に履修登録すること。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北里大学

⇒ 対象者別メニュー

⇒「在学生の方」

→「履修登録（教学ポー

タル）」

− 10−



当選発表

抽選システム上で当選者発表を行う。当選した科目は、自動的に履修が確定するため、第 回目から授業に出

席すること。

当選取消

やむを得ない事情等がある場合には、当選した科目を取消すことができる。希望者は当選取消日に抽選シス

テムから、取消を行うこと。

授業開始

必修科目、クラスが指定されている科目、当選した科目については、第１回目の授業から出席すること。

抽選対象でない選択科目は、履修登録前でも出席が可能であるため、履修を検討している授業に出席してみ

たうえで、履修科目を決定すること。ただし、 回目から出席をとる授業もあるのでシラバスをよく確認するこ

と。

履修登録

履修登録はＷＥＢ上（教学ポータル）で行う。

履修登録が必要な科目を各自確認し、教学ポータルログインにして、履修登録を行うこと。

≪注意事項≫

・教学ポータルの稼働時間内（ ～ ）かつ履修登録期間中であれば何度でも変更可能。

・履修登録期間の終わりにかけては、アクセス集中により繋がりにくい場合があるため、早めに履修登録を行

うこと。

追加抽選

定員に空きがある科目のみ追加抽選を行う。「北里大学 一般教育部授業情報サイト」で詳細を確認し、必要

であれば申込みすること。

追加抽選の当選発表

抽選システム上で当選者発表を行う。当選した科目は、自動的に履修が確定するため、授業に出席するこ

と。

追加抽選の当選取消 【後期 は、後期開講科目のみ対象】

やむを得ない事情等がある場合には、当選した科目を取消すことができる。希望者は当選取消日に抽選シス

テムから、取消を行うこと。

▼履修登録が必要な科目

・選択科目

・抽選対象でない科目

▼既に履修登録されている科目

・必修科目

・抽選結果発表で当選した科目

【教学ポータル】

以下にアクセスし、期間内に履修登録すること。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北里大学

⇒ 対象者別メニュー

⇒「在学生の方」

→「履修登録（教学ポー

タル）」

履修変更

履修が確定した科目は履修変更画面上に反映されているため、各自確認すること。必要であれば、「⑤履修登

録」と同様の方法で、履修変更を行うこと。

４４－－３３））聴聴講講制制度度ににつついいてて

「聴講」とは、年間の履修登録単位数を超えている、もしくは規程により履修登録できないが、講義を受講したい場

合に利用できる制度のことである。聴講を希望する場合は、教学センター事務室一般教育課にて手続きを行うこと。

ただし、聴講科目については単位が付与されないため、よく考えた上で手続きを行うこと。また、抽選科目の場合

は、定員に空きがある場合に限る。

▼申請期限 （前期）５月末まで （後期）９月末まで

▼申請場所 教学センター事務室一般教育課 教務係

４４－－４４））既既修修得得単単位位認認定定ににつついいてて

本大学は、教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学において履修した授業科目の修得単位を、 単位を超

えない範囲で本大学において修得したものとみなす制度を実施している。この制度を希望する学生は、詳細を確認した

上で、海洋生命科学部事務室教務課に申し出ること。

≪注意事項≫

①既修得単位認定者は、北里賞の対象とする。

②既修得単位を認定された者は、認定された科目が配当されている年度の北島賞の選考対象とする。

４４－－５５））復復学学者者・・留留年年生生ににつついいてて

前年度休学者および留年した学生は、新入生オリエンテーション（入学式を除く）には必ず出席すること。履修登録

が正しく行われないと、進級出来なくなるなどの問題が生じる場合もあるため、授業開始前に履修すべき科目をクラス

主任と確認し、履修登録を期限内に行うこと。授業開始後もクラス主任の指導に従うこと。
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５５．．講講 義義

５５－－１１））講講義義時時間間

講義時間は、原則として１日５時限で、次の通りである。
 

第１時限 第２時限 第３時限 第４時限 第５時限 
9：00～ 

10：30 
10：40～ 

12：10 
13：00～ 

14：30 
14：40～ 

16：10 
16：20～ 

17：50 
※但し、第６時限目（18：00～19：30）に、補講を行うことがある。 
 
５５－－２２））講講義義形形態態

講義は次の形態で行われる。

通年講義 毎週１回・もしくは２回で１年間行う。

半期講義 毎週１回・もしくは２回で前期または後期で終了する。

集中講義 一定期間にまとめて行う。時間割はその都度指示する。

 
５５－－３３））休休講講・・補補講講

① 大学または各授業科目の担当者において、やむを得ない事情が発生した場合には、授業を休講にすることがある。

② 休講は原則一般教育部授業情報サイト上で通知する。原則として休講日よりも前に掲載するが、急病等により、

事前に通知できない場合は、授業当日の掲載になる場合がある。

③ 休講案内がないにもかかわらず３０分以上経過しても講義が開始されない場合は教学センター事務室一般教育

課の指示に従うこと。

④ 休講となった授業については原則として補講を行う。補講の時間割や授業形態は、一般教育部授業情報サイト上

で通知する。

⑤ 交通機関ストライキによる休講は次の通りとする。

１．ＪＲ、小田急電鉄、神奈川中央交通バスが全面ストライキを決行した場合、一般教育部における授業は休講とす

る。

但し午前７時のニュースでストライキ中止が決定していれば、平常通り授業を行う。

２．上記ストライキと同規模の交通異常の状態が発生した場合においても休講とする。

但し、判断が困難な場合には掲示または大学ホームページにより確認すること。

 
５５－－４４））授授業業欠欠席席ににつついいてて

本人と保証人連署・捺印のうえ、クラス主任の承認後、事前又は欠席した日から 日以内に海洋生命科学部事務室

学生課へ提出してください。欠席届は下記の場合に提出すること。
 

欠席区分 欠席日数 添付書類 

講義・実験・実習 1 週間以上 病気・ケガの場合は診断書 

試 験 1 日以上 病気・ケガの場合は診断書 

忌引き 1 日以上 欠席した日の証明になるもの（会葬御礼のはがき等） 
※インフルエンザ、ノロウィルス、感染性胃腸炎（各疑い含む）の欠席については、 週間未満の場合でも、保健室

発行の「各治癒証明書」「各疑い登校治癒証明書」を添付して提出すること

※その他、担当教員から欠席届の提出を指示された場合

 
５５－－５５））「「授授業業のの振振りり返返りり」」ののたためめののアアンンケケーートト実実施施ににつついいてて

一般教育部では、個々の授業について「授業の振り返り」のためのアンケートを前期・後期末に実施している。ア

ンケートは、「授業と教員について」、「あなた自身について」のいくつかの項目、総合評価の項目、自由記述欄から

構成される。

学生をより成長させることのできる良い授業を行うために、教員は授業やカリキュラムの改善に向けた取り組みを

行っている。本アンケートは、その手がかりを得るために活用する。また、学生も自身の学習を振り返ることで学習

の向上に役立ててほしい。アンケートの集計結果は、一般教育部ホームページに掲載する。

５５－－６６））一一般般教教育育部部授授業業情情報報ササイイトトににつついいてて

教学センター事務室一般教育課からの連絡事項（授業・試験関係等）は、一般教育部ホームページの「授

業情報」ページより確認することができる。随時更新されるため、必ず確認すること。

［一般教育部 授業情報］

スマートフォン用 QR コード 
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５５．．講講 義義

５５－－１１））講講義義時時間間

講義時間は、原則として１日５時限で、次の通りである。
 

第１時限 第２時限 第３時限 第４時限 第５時限 
9：00～ 

10：30 
10：40～ 

12：10 
13：00～ 

14：30 
14：40～ 

16：10 
16：20～ 

17：50 
※但し、第６時限目（18：00～19：30）に、補講を行うことがある。 
 
５５－－２２））講講義義形形態態

講義は次の形態で行われる。

通年講義 毎週１回・もしくは２回で１年間行う。

半期講義 毎週１回・もしくは２回で前期または後期で終了する。

集中講義 一定期間にまとめて行う。時間割はその都度指示する。

 
５５－－３３））休休講講・・補補講講

① 大学または各授業科目の担当者において、やむを得ない事情が発生した場合には、授業を休講にすることがある。

② 休講は原則一般教育部授業情報サイト上で通知する。原則として休講日よりも前に掲載するが、急病等により、

事前に通知できない場合は、授業当日の掲載になる場合がある。

③ 休講案内がないにもかかわらず３０分以上経過しても講義が開始されない場合は教学センター事務室一般教育

課の指示に従うこと。

④ 休講となった授業については原則として補講を行う。補講の時間割や授業形態は、一般教育部授業情報サイト上

で通知する。

⑤ 交通機関ストライキによる休講は次の通りとする。

１．ＪＲ、小田急電鉄、神奈川中央交通バスが全面ストライキを決行した場合、一般教育部における授業は休講とす

る。

但し午前７時のニュースでストライキ中止が決定していれば、平常通り授業を行う。

２．上記ストライキと同規模の交通異常の状態が発生した場合においても休講とする。

但し、判断が困難な場合には掲示または大学ホームページにより確認すること。

 
５５－－４４））授授業業欠欠席席ににつついいてて

本人と保証人連署・捺印のうえ、クラス主任の承認後、事前又は欠席した日から 日以内に海洋生命科学部事務室

学生課へ提出してください。欠席届は下記の場合に提出すること。
 

欠席区分 欠席日数 添付書類 

講義・実験・実習 1 週間以上 病気・ケガの場合は診断書 

試 験 1 日以上 病気・ケガの場合は診断書 

忌引き 1 日以上 欠席した日の証明になるもの（会葬御礼のはがき等） 
※インフルエンザ、ノロウィルス、感染性胃腸炎（各疑い含む）の欠席については、 週間未満の場合でも、保健室

発行の「各治癒証明書」「各疑い登校治癒証明書」を添付して提出すること

※その他、担当教員から欠席届の提出を指示された場合

 
５５－－５５））「「授授業業のの振振りり返返りり」」ののたためめののアアンンケケーートト実実施施ににつついいてて

一般教育部では、個々の授業について「授業の振り返り」のためのアンケートを前期・後期末に実施している。ア

ンケートは、「授業と教員について」、「あなた自身について」のいくつかの項目、総合評価の項目、自由記述欄から

構成される。

学生をより成長させることのできる良い授業を行うために、教員は授業やカリキュラムの改善に向けた取り組みを

行っている。本アンケートは、その手がかりを得るために活用する。また、学生も自身の学習を振り返ることで学習

の向上に役立ててほしい。アンケートの集計結果は、一般教育部ホームページに掲載する。

５５－－６６））一一般般教教育育部部授授業業情情報報ササイイトトににつついいてて

教学センター事務室一般教育課からの連絡事項（授業・試験関係等）は、一般教育部ホームページの「授

業情報」ページより確認することができる。随時更新されるため、必ず確認すること。

［一般教育部 授業情報］

スマートフォン用 QR コード 

６６．．試試験験・・成成績績

履修登録している科目の成績は、学期末、学年末に実施される試験や、各科目のシラバスに記載されている評価方法に

基づいた基準により「合格」と見なされたものについて、単位が付与される。一般教育部が開講する１群科目の試験につ

いては、定期試験、追試験、再試験、再受験がある。試験については、必必ずず、、「「６６－－３３））一一般般教教育育部部試試験験細細則則」」にに目目をを通通

ししてておおくくこことと。。確認を怠ったことによる、手続きの遅れや不備は理由とならないので注意すること。なお、一般教育部開

講科目の試験期間については、 年度一般教育部行事予定を参照すること。

６６－－１１））試試験験ににつついいてて

①① 定定期期試試験験

定期試験の実施方法一覧および時間割は、前期は  月中旬、後期試験は  月中旬に学内掲示および一般教育部授業情

報サイトへの掲載を以って発表する。各自で必ず確認を行うこと。

②② 追追試試験験、、再再試試験験

追試験は、自己の病気等その他やむを得ない事由により定期試験を受験できなかった者について実施される試験のこ

とであり、事前の手続きが必要になる。

再試験は原則として実施しない。ただし、平素の履修状況及び出席状況が良好であるにもかかわらず、試験成績が合格

点に達しなかった者について、行われることがある。

追試験及び再試験を実施する場合の実施方法一覧、時間割、申込日、手続き方法等については、一般教育部試験細則、

学内掲示および一般教育部授業情報サイトへの掲載を以って知らせる。見落としのないよう注意すること。

③③ 再再受受験験

再受験は原則として実施しない。やむを得ない事由により追再試験を受験できない場合は、当該追再試験当日に所属の

学部事務室へ連絡し、再受験を願い出ること。詳細は一般教育部試験細則を確認すること。

６６－－２２））成成績績ににつついいてて

①① 合合否否結結果果

履修科目の合否結果については、各試験期間終了後から順次、合格者の学籍番号を発表するので各自で確認すること。

合否発表の確認方法については所属の学部事務室の指示に従うこと。なお、合否結果について、電話・メールでは一切回

答しない。

②② １１群群科科目目合合否否確確認認（（不不合合格格理理由由のの確確認認））制制度度ににつついいてて

１群科目の不合格科目について確認したい事柄がある場合、「合否確認申込書」を提出し、教員に不合格の理由を尋ね

ることができる制度がある。不合格科目の成績について、直接担当教員とやりとりをすることは禁止されているので、確

認したい事項がある場合は必ずこの制度を利用すること。ただし、この制度は担当教員に対し、安易に再評価や再検討等

の成績変更を求めるものではなく、また、具体的な根拠がなければ提出できない。

申込方法及び申込期間などの詳細については、学内掲示および一般教育部授業情報サイトへの掲出を以って知らせる。
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６６－－３３））一一般般教教育育部部試試験験細細則則

（（総総 則則））

第１条 一般教育部が開講する科目の定期試験、追試験及び再試験（以下「追再試験」という。）及び再受験については、この細則によ

る。

（（定定期期試試験験））

第２条 試験は原則として前期、後期の終りに「定期試験期間」を設けて行う。なお、定期試験期間に行う試験のほかに前期・後期最終

週等の授業内に一般教育連合教授会の承認を得て行う「期間外試験」も定期試験に含める。また、定期試験をレポート課題により行う

場合は、課題提出締切日の２週間以上前から課題を掲示（通知）することとする。

２ 評価は、優（１００～８０点）、良（７９～７０点）、可（６９～６０点）、不可（５９～０点）の４種をもって表し、優・良・可を

合格、不可を不合格とする。

３ 一般教育連合教授会が特に定める場合を除いては、各科目の年間授業時間数（試験週間等は含めない実授業時間数）の３分の１以

上欠席した者は、当該科目のその年次の試験（成績）を無効とする。

４ すべての試験の場合に次の事項に注意しなければならない。

試験場においては、監督者の指示に従うこと。

試験場においては、所定の席順（原則として学籍番号順）に着席すること。

学生証は机上の監督者の見易いところに明示すること。なお、学生証を忘れた者は所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生

は教学センター事務室一般教育課）で受験許可証の交付を受けてからでないと受験できない。

参考書、ノート等の使用は、監督者の指示に従うこと。計算用紙は、所定のもの以外認めない。

下敷きの使用は原則として認めない。また、ペンケースは「カバン等」の中にしまうこと。

席順票が配布されたら学籍番号、氏名を記入して後席に回すこと。

試験開始後２０分以降の入場及び２５分以内の退場は認めない。

答案を書き終えた者は、答案用紙を提出して退場すること。

答案は必ず提出すること。

スマートフォン・タブレット・携帯電話等は電源を切り、身につけずに「カバン等」の中にしまうこと。

腕時計型の「スマートウォッチ」のような通信機能・ＰＣ機能を備え、身につけることのできる機器の持ち込みを禁止する。

発見した場合は、不正行為と見なす可能性がある。

不正行為並びに同行為の疑いを受けるようなことは一切しないこと。不正行為又は同行為とみなされるような行為は学則に従い

処分する。

５ 試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

（（追追試試験験））

第３条 追試験は原則として実施する。

２ 追試験は、病気その他やむを得ない事由により定期試験を受けることができなかった者について、一定の期間内に実施する試験の

ことである。なお、定期試験がレポート課題であった場合は、追試験を行わないこととし、インフルエンザ等の伝染性疾患についても

例外とはしない。

３ 前条の事由により、追試験を願い出る者は、試験期間終了後原則として３日以内に、追試験受験願をクラス主任又はチューターの

承認を得たうえで所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生は教学センター事務室一般教育課）に提出しなければならない。この期

間内に願い出ない者の追試験は認めない。

４ 追試験受験願を提出するときは、欠席事由を証明する書類等を添付しなければならない。

５ 追試験受験願の提出があった学部は、追試験受験願及び欠席事由を証明する書類等を取りまとめ、指定期日までに一般教育部長あ

てに提出する。

６ 一般教育部長は定期試験欠席の事由が正当であり、かつ平素の履修状況及び出席状況が良好であると認められた者に限り、追試験

の受験を許可する。なお、定期試験欠席の正当な事由と認められるのは、原則として次の場合である。

自己の病気又は怪我（医師の診断書又は療養中であったことを証明する書類を添付）

電車、バス等、交通機関の事故（事故・遅延証明書添付）

三親等内の親族の死亡の場合（死亡診断書・埋葬許可書等 写 又は死亡が確認できる書類を添付）

注 試験時間の誤認、バスの自然渋滞による遅延、自動車、バイク、自転車等の故障、寝ぼう等は認められないので注意すること。

７ 追試験受験願を提出した者の受験許可、試験実施の期日、試験時間割等については、掲示をもって告示する。
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６６－－３３））一一般般教教育育部部試試験験細細則則

（（総総 則則））

第１条 一般教育部が開講する科目の定期試験、追試験及び再試験（以下「追再試験」という。）及び再受験については、この細則によ

る。

（（定定期期試試験験））

第２条 試験は原則として前期、後期の終りに「定期試験期間」を設けて行う。なお、定期試験期間に行う試験のほかに前期・後期最終

週等の授業内に一般教育連合教授会の承認を得て行う「期間外試験」も定期試験に含める。また、定期試験をレポート課題により行う

場合は、課題提出締切日の２週間以上前から課題を掲示（通知）することとする。

２ 評価は、優（１００～８０点）、良（７９～７０点）、可（６９～６０点）、不可（５９～０点）の４種をもって表し、優・良・可を

合格、不可を不合格とする。

３ 一般教育連合教授会が特に定める場合を除いては、各科目の年間授業時間数（試験週間等は含めない実授業時間数）の３分の１以

上欠席した者は、当該科目のその年次の試験（成績）を無効とする。

４ すべての試験の場合に次の事項に注意しなければならない。

試験場においては、監督者の指示に従うこと。

試験場においては、所定の席順（原則として学籍番号順）に着席すること。

学生証は机上の監督者の見易いところに明示すること。なお、学生証を忘れた者は所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生

は教学センター事務室一般教育課）で受験許可証の交付を受けてからでないと受験できない。

参考書、ノート等の使用は、監督者の指示に従うこと。計算用紙は、所定のもの以外認めない。

下敷きの使用は原則として認めない。また、ペンケースは「カバン等」の中にしまうこと。

席順票が配布されたら学籍番号、氏名を記入して後席に回すこと。

試験開始後２０分以降の入場及び２５分以内の退場は認めない。

答案を書き終えた者は、答案用紙を提出して退場すること。

答案は必ず提出すること。

スマートフォン・タブレット・携帯電話等は電源を切り、身につけずに「カバン等」の中にしまうこと。

腕時計型の「スマートウォッチ」のような通信機能・ＰＣ機能を備え、身につけることのできる機器の持ち込みを禁止する。

発見した場合は、不正行為と見なす可能性がある。

不正行為並びに同行為の疑いを受けるようなことは一切しないこと。不正行為又は同行為とみなされるような行為は学則に従い

処分する。

５ 試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

（（追追試試験験））

第３条 追試験は原則として実施する。

２ 追試験は、病気その他やむを得ない事由により定期試験を受けることができなかった者について、一定の期間内に実施する試験の

ことである。なお、定期試験がレポート課題であった場合は、追試験を行わないこととし、インフルエンザ等の伝染性疾患についても

例外とはしない。

３ 前条の事由により、追試験を願い出る者は、試験期間終了後原則として３日以内に、追試験受験願をクラス主任又はチューターの

承認を得たうえで所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生は教学センター事務室一般教育課）に提出しなければならない。この期

間内に願い出ない者の追試験は認めない。

４ 追試験受験願を提出するときは、欠席事由を証明する書類等を添付しなければならない。

５ 追試験受験願の提出があった学部は、追試験受験願及び欠席事由を証明する書類等を取りまとめ、指定期日までに一般教育部長あ

てに提出する。

６ 一般教育部長は定期試験欠席の事由が正当であり、かつ平素の履修状況及び出席状況が良好であると認められた者に限り、追試験

の受験を許可する。なお、定期試験欠席の正当な事由と認められるのは、原則として次の場合である。

自己の病気又は怪我（医師の診断書又は療養中であったことを証明する書類を添付）

電車、バス等、交通機関の事故（事故・遅延証明書添付）

三親等内の親族の死亡の場合（死亡診断書・埋葬許可書等 写 又は死亡が確認できる書類を添付）

注 試験時間の誤認、バスの自然渋滞による遅延、自動車、バイク、自転車等の故障、寝ぼう等は認められないので注意すること。

７ 追試験受験願を提出した者の受験許可、試験実施の期日、試験時間割等については、掲示をもって告示する。

８ 追試験は原則として、前期においては後期授業開始前までに、また後期においては２月中旬までに実施する。

９ 追試験の受験料は、各学部が定める試験内規あるいは試験細則に従うものとする。

追試験の成績は、満点を９０点とし、６０点以上を合格とする。

ただし、医学部は８０点以上をすべて７９点とし、６０点以上を合格とする。

試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

（（再再試試験験））

第４条 再試験は原則として実施しない。

ただし、平素の履修状況及び出席状況が良好であるにもかかわらず、試験成績が合格点に達しなかった者（定期試験欠席者のうち追

試験受験資格のない者を含む）については、一般教育連合教授会の承認を得て同一年度内に一回再試験を実施することがある。

２ 再試験を願い出る者は、所定の期間内に、再試験申込書を所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生は教学センター事務室一般

教育課）に提出しなければならない。この期間中に願い出ない者の再試験は認めない。

３ 再試験の受験料は、各学部が定める試験内規あるいは試験細則に従うものとする。

４ 再試験の成績は、満点を７０点とし、６０点以上を合格とする。ただし、医学部は７０点以上をすべて６９点とし、６０点以上を

合格とする。

５ 再試験については、本細則第３条第７項及び第８項を準用する。

６ 試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

（（再再受受験験））

第５条 再受験は原則として実施しない。

２ 再受験は、やむを得ない事由により追再試験を受けることができなかった者について、一定の期間内に実施する試験のことである。

なお、追再試験がレポート課題であった場合は、再受験の対象としないこととし、インフルエンザ等の伝染性疾患についても例外と

はしない。

３ 前項の事由により、再受験を願い出る者は、当該追再試験実施当日の午後５時までに所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生

は教学センター事務室一般教育課）へ連絡をしたうえで、試験期間終了後３日以内に再受験受験願をクラス主任又はチューターの承

認を得たうえで所属の学部事務室（薬学部、獣医学部の学生は教学センター事務室一般教育課）に提出しなければならない。この期

間内に願い出ない者の再受験は認めない。

４ 再受験受験願を提出するときは、欠席事由を証明する書類等を添付しなければならない。

５ 再受験受験願の提出があった学部は、再受験受験願及び欠席事由を証明する書類等を取りまとめ、指定期日までに一般教育部長あ

てに提出する。

６ 一般教育部長は追再試験欠席の事由が正当であり、かつ平素の履修状況及び出席状況が良好であると認められた者に限り、再受験

の受験を許可する。なお、追再試験欠席の正当な事由と認められるのは、原則として次の場合である。

自己の感染性疾患（※疑いを含む）（医師の診断書又は療養中であったことを証明する書類を添付）

≪対象となる感染症≫麻疹（はしか）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、風疹、インフルエンザ、百日咳、水痘、咽頭結膜炎、結

核、髄膜炎菌性髄膜炎、ノロウイルス腸炎、感染性腸炎、流行性角結膜炎、帯状疱疹、その他、学校保健安全法指定感染症 第一

種～第三種 。

三親等内の親族の死亡の場合（死亡診断書・埋葬許可書等 写 又は死亡が確認できる書類を添付）

７ 再受験受験願を提出した者の受験許可、試験実施の期日、試験時間割等については、掲示をもって告示する。

８ 再受験は原則として、前期においては後期授業開始前までに、また後期においては２月中に実施する。

９ 受験料は徴収しない。

評価については本細則の第 条 項及び第 条 項を適用する。

試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

附則

１ 追試験及び再試験の受験料は、各学部が定める試験内規あるいは試験細則に従うものとする。

２ 試験を受験するに際し、学生証を携帯しない者に対する受験許可証発行手数料は、１日５００円とする。

３ この細則は、平成 年 月 日から施行する。

附則

１ この細則は、平成 年 月 日から施行する。 以上
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６６－－４４））成成績績のの取取りり扱扱いいににつついいてて

成績表

成績通知書は、下記のとおり、学生・保証人へ教学ポータルで公開する。

【前期成績】 月初旬 ※前期成績を基にクラス主任と面談

【後期成績】 月中旬以降

※送付を希望しない学生は、年度初めにその旨を保証人連署の上、申請すること。

進級発表

 学年末の定められた期日に、学部掲示板にて発表

成績証明書

・証明書自動発行機（パピルスメイト）または、海洋生命科学部事務室教務課にて発行。

・発行する時点で、修得済みの単位について証明し、修得見込み単位については原則として証明しな

い。

６６－－５５））表表彰彰制制度度ににつついいてて

北北里里賞賞

北里賞は、学祖 北里柴三郎 博士の偉業にちなみ、北里大学各学部、北里大学保健衛生専門学院

の最高学年に在籍する学生の中から、学業成績及び人物が優秀な者を卒業に際し表彰するものです。

本学部では学業成績について以下の選考基準に従って評価しています。

≪選考基準≫

＜ 年度以降入学生＞

年次から卒業年次までの全修得科目の平均点が 点以上の者から、成績上位者 名とする。

卒業要件を満たす 単位以上を修得見込みの者を対象とする。

卒業要件単位数を超過して修得した選択科目についても平均点に算入する。ただし、 群選択科

目、体験実習、特別講義Ⅰ・Ⅱは平均点に算入しない。また、必修科目のうち、卒業論文、

海洋生命科学演習も平均点に算入しない。

自由科目、教職課程科目、学芸員養成課程科目及び選択科目の不合格科目は対象としない。

本学部において認定した他大学等の既修得単位は、本学部の定めるところにより、優： 点、

良： 点、可： 点として算入する。

同点候補者が 名以上の場合は、以下の基準を順次適用し、順位を決定する。

）修得単位数， ）英語の成績， ）必修専門科目の成績

≪表彰の方法≫

学位授与式において、賞状並びに記念品を授与します。
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６６－－４４））成成績績のの取取りり扱扱いいににつついいてて

成績表

成績通知書は、下記のとおり、学生・保証人へ教学ポータルで公開する。

【前期成績】 月初旬 ※前期成績を基にクラス主任と面談

【後期成績】 月中旬以降

※送付を希望しない学生は、年度初めにその旨を保証人連署の上、申請すること。

進級発表

 学年末の定められた期日に、学部掲示板にて発表

成績証明書

・証明書自動発行機（パピルスメイト）または、海洋生命科学部事務室教務課にて発行。

・発行する時点で、修得済みの単位について証明し、修得見込み単位については原則として証明しな

い。

６６－－５５））表表彰彰制制度度ににつついいてて

北北里里賞賞

北里賞は、学祖 北里柴三郎 博士の偉業にちなみ、北里大学各学部、北里大学保健衛生専門学院

の最高学年に在籍する学生の中から、学業成績及び人物が優秀な者を卒業に際し表彰するものです。

本学部では学業成績について以下の選考基準に従って評価しています。

≪選考基準≫

＜ 年度以降入学生＞

年次から卒業年次までの全修得科目の平均点が 点以上の者から、成績上位者 名とする。

卒業要件を満たす 単位以上を修得見込みの者を対象とする。

卒業要件単位数を超過して修得した選択科目についても平均点に算入する。ただし、 群選択科

目、体験実習、特別講義Ⅰ・Ⅱは平均点に算入しない。また、必修科目のうち、卒業論文、

海洋生命科学演習も平均点に算入しない。

自由科目、教職課程科目、学芸員養成課程科目及び選択科目の不合格科目は対象としない。

本学部において認定した他大学等の既修得単位は、本学部の定めるところにより、優： 点、

良： 点、可： 点として算入する。

同点候補者が 名以上の場合は、以下の基準を順次適用し、順位を決定する。

）修得単位数， ）英語の成績， ）必修専門科目の成績

≪表彰の方法≫

学位授与式において、賞状並びに記念品を授与します。

北北島島賞賞

北島賞は、学祖 北里柴三郎 博士の高弟である故 北島多一 博士の偉業にちなみ、北里大学

各学部の最高学年を除く各学年次の在学生の中から、その年度の学業成績及び人物が優秀な者

を表彰するものです。本学部では学業成績について以下の選考基準に従って評価しています。

≪選考基準≫

＜ 年度以降入学生＞

－ 年次生－

当該年度に履修し修得した 年次配当の必修科目及び選択科目の平均点が 点以上の者から、

成績上位者 名とする。

進級基準を満たす必修科目 単位及び選択科目 単位以上を修得した者を選考対象とする。

卒業要件単位数を超過して修得した選択科目についても平均点に算入する。

自由科目、教職課程科目、学芸員養成課程科目及び選択科目の不合格科目は対象としない。

本学部において認定した他大学等の既修得単位は、本学部の定めるところにより、優： 点、

良： 点、可： 点として算入する。

同点候補者が 名以上の場合は、以下の基準を順次適用し、順位を決定する。

）修得単位数， ）英語の成績， ）必修専門科目の成績

≪表彰の方法≫

学部オリエンテーション時（ 月）に賞状並びに奨学金を授与します。
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７７．．一一般般教教育育部部教教員員一一覧覧

職職名名 氏氏名名 担担当当科科目目名名

文文

化化

のの

領領

域域

教授 大 石 敏 広 哲学の楽しみＡ・Ｂ、科学を考えるＡ・Ｂ、教養演習Ｂ・Ｃ

〃 小 林 亜津子 倫理学Ａ・Ｂ

〃 安 川 智 子 芸術の楽しみＡ、大学基礎演習

非常勤講師 鵜 澤 和 彦 哲学の楽しみＡ・Ｂ、倫理学Ａ・Ｂ

〃 星 聖 子 芸術の楽しみＡ・Ｂ

〃 黒 崎 剛 倫理学Ａ・Ｂ

〃 清 水 明 美 倫理学Ａ・Ｂ

〃 野 村 廣 之 文学の楽しみＡ・Ｂ、言語と文化Ａ（ドイツ語）

〃 下 田 和 宣 信仰と救いＡ・Ｂ

社社

会会

のの

領領

域域

教授 猪 瀬 貴 道 日本国憲法Ａ・Ｂ、法律の役割Ａ・Ｂ

〃 畠 山 禎 歴史と人間Ａ・Ｂ、教養演習Ｂ・Ｃ、大学基礎演習

准教授 赤 澤 とし子 経済のしくみＡ・Ｂ、教養演習Ｃ、大学基礎演習

〃 前 田 崇 個人と社会Ａ・Ｂ、教養演習Ａ

講師 猪 原 敬 介 心理学Ａ／心理学Ａ（心理学概論）・心理学Ｂ／心理学Ｂ（知覚・認知心理学）、教養演習Ｃ、大学基礎演習

非常勤講師 永 山 茂 樹 日本国憲法Ａ・Ｂ

〃 杉 山 亮 政治のしくみＡ

〃 小 林 悠 太 政治のしくみＢ

〃 宮 下 克 也 文化人類学Ａ・Ｂ

〃 藤 巻 裕 之 日本と国際社会Ａ・Ｂ

〃 鈴 木 孝 弘 環境を考えるＡ・Ｂ

〃 中 山 友 則 心理学A/心理学A（心理学概論）・心理学B

〃 岡 隆 之 介 心理学Ｂ

健健

康康

のの

領領

域域

教授 北 川 淳 健康の科学Ａ・Ｃ、健康とスポーツ演習、教養演習Ｃ

准教授 安 倍 希 美 健康の科学Ａ、健康とスポーツ演習、教養演習Ｃ

〃 永 見 智 行 健康の科学Ｂ・Ｃ、健康とスポーツ演習

講師 池 村 司 健康の科学Ｂ・Ｃ、健康とスポーツ演習

〃 板橋クリストファーマリオ 健康の科学Ｂ、健康とスポーツ演習

兼担
（海洋生命科学部教授） 吉 永 龍 起 健康の科学Ｃ、農医連携論

兼担
（海洋生命科学部講師）

古 川 史 也 健康の科学Ｃ

〃
（医療衛生学部准教授）

渡 邊 裕 之 健康の科学Ｃ

〃
（健康管理センター准教授）

山 田 裕 子 健康の科学Ｃ、教養演習Ｂ

〃
（健康管理センター講師） 石 塚 昌 保 健康の科学Ｃ、教養演習Ｃ

兼任 今 井 雅 世 健康の科学Ｃ

〃 梶 山 和 美 健康の科学Ｃ

〃 森 岡 優 子 健康の科学Ｃ
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７７．．一一般般教教育育部部教教員員一一覧覧

職職名名 氏氏名名 担担当当科科目目名名

文文

化化

のの

領領

域域

教授 大 石 敏 広 哲学の楽しみＡ・Ｂ、科学を考えるＡ・Ｂ、教養演習Ｂ・Ｃ

〃 小 林 亜津子 倫理学Ａ・Ｂ

〃 安 川 智 子 芸術の楽しみＡ、大学基礎演習

非常勤講師 鵜 澤 和 彦 哲学の楽しみＡ・Ｂ、倫理学Ａ・Ｂ

〃 星 聖 子 芸術の楽しみＡ・Ｂ

〃 黒 崎 剛 倫理学Ａ・Ｂ

〃 清 水 明 美 倫理学Ａ・Ｂ

〃 野 村 廣 之 文学の楽しみＡ・Ｂ、言語と文化Ａ（ドイツ語）

〃 下 田 和 宣 信仰と救いＡ・Ｂ

社社

会会

のの

領領

域域

教授 猪 瀬 貴 道 日本国憲法Ａ・Ｂ、法律の役割Ａ・Ｂ

〃 畠 山 禎 歴史と人間Ａ・Ｂ、教養演習Ｂ・Ｃ、大学基礎演習

准教授 赤 澤 とし子 経済のしくみＡ・Ｂ、教養演習Ｃ、大学基礎演習

〃 前 田 崇 個人と社会Ａ・Ｂ、教養演習Ａ

講師 猪 原 敬 介 心理学Ａ／心理学Ａ（心理学概論）・心理学Ｂ／心理学Ｂ（知覚・認知心理学）、教養演習Ｃ、大学基礎演習

非常勤講師 永 山 茂 樹 日本国憲法Ａ・Ｂ

〃 杉 山 亮 政治のしくみＡ

〃 小 林 悠 太 政治のしくみＢ

〃 宮 下 克 也 文化人類学Ａ・Ｂ

〃 藤 巻 裕 之 日本と国際社会Ａ・Ｂ

〃 鈴 木 孝 弘 環境を考えるＡ・Ｂ

〃 中 山 友 則 心理学A/心理学A（心理学概論）・心理学B

〃 岡 隆 之 介 心理学Ｂ

健健

康康

のの

領領

域域

教授 北 川 淳 健康の科学Ａ・Ｃ、健康とスポーツ演習、教養演習Ｃ

准教授 安 倍 希 美 健康の科学Ａ、健康とスポーツ演習、教養演習Ｃ

〃 永 見 智 行 健康の科学Ｂ・Ｃ、健康とスポーツ演習

講師 池 村 司 健康の科学Ｂ・Ｃ、健康とスポーツ演習

〃 板橋クリストファーマリオ 健康の科学Ｂ、健康とスポーツ演習

兼担
（海洋生命科学部教授） 吉 永 龍 起 健康の科学Ｃ、農医連携論

兼担
（海洋生命科学部講師）

古 川 史 也 健康の科学Ｃ

〃
（医療衛生学部准教授）

渡 邊 裕 之 健康の科学Ｃ

〃
（健康管理センター准教授）

山 田 裕 子 健康の科学Ｃ、教養演習Ｂ

〃
（健康管理センター講師） 石 塚 昌 保 健康の科学Ｃ、教養演習Ｃ

兼任 今 井 雅 世 健康の科学Ｃ

〃 梶 山 和 美 健康の科学Ｃ

〃 森 岡 優 子 健康の科学Ｃ

職職名名 氏氏名名 担担当当科科目目名名

健健
康康
のの
領領
域域

非常勤講師 山 北 満 哉 健康の科学Ａ

〃 小 林 樹 果 健康とスポーツ演習

〃 阪 田 俊 輔 健康とスポーツ演習

〃 西 岡 卓 哉 健康とスポーツ演習

〃 朴 ジョンヒョク 健康とスポーツ演習

総総

合合

領領

域域

兼担
（北里大学学長） 島 袋 香 子 北里の世界

〃
（北里大学副学長） 江 川 徹 北里の世界

兼担
（北里大学副学長） 高 橋 明 義 仕事と人生

〃
（薬学部教授）

清 野 正 子 仕事と人生

〃
（理学部准教授）

伊 藤 道 彦 仕事と人生、農医連携論

〃
（医療衛生学部教授）

髙 橋 香代子 仕事と人生

〃
（健康管理センター講師） 中 村 陽 子 仕事と人生、教養演習Ｃ

〃
（獣医学部教授） 向 井 孝 夫 農医連携論

〃
（薬学部教授） 小 林 義 典 農医連携論

〃
（獣医学部准教授）

柿 野 亘 農医連携論

〃
（医学部教授）

堤 明 純 農医連携論

〃
（医学部准教授）

齋 藤 有紀子 農医連携論

〃
（医療衛生学部教授） 清 和 成 農医連携論

非常勤講師 饗 庭 尚 子 農医連携論

外外

国国

語語

系系
（（

英英

語語

））

教授 和治元 義 博 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 平 井 清 子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

准教授 Ｊ．Ａ．ガダード 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ、教養演習Ｃ

〃 中 戸 照 恵 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 野 口 敬 未 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

講師 Ｈ．カークウッド 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 森 景 真 紀 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 矢 野 奈 々 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 橋 本 真 吾 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

非常勤講師 淺 間 正 通 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 飯 田 深 雪 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 池 田 治 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 池 谷 咲 良 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 石 井 義 明 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 大 塚 あゆみ 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 塩 谷 雅 之 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 長 浜 麻里子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 原 将 吾 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 真 鍋 聖 代 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ

〃 今 井 麻 紀 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ
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職職名名 氏氏名名 担担当当科科目目名名

外外

国国

語語

系系
（（

英英
語語

））

非常勤講師 亀 山 千 景 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 関 口 章 子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 水 沼 佳津子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 宮 瀬 順 子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 平 辰 彦 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 谷 村 久美子 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 ．Ｋ．ルスロ 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｐ．クィン 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｐ．マックウィリング 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｓ．イ 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｓ．マクレラン 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

数数

理理

・・

情情

報報

系系

教授 伊 藤 真 吾 数学、統計学ＢＩ、ベクトルと行列、数学の基礎、発展数学Ａ・Ｂ、教養演習Ｂ・Ｃ

〃 渡 辺 一 雄 数学、統計学Ａ、統計学ＢＩ、ベクトルと行列、数学の基礎、教養演習Ｃ

准教授 宮 﨑 直 数学、微分積分学Ａ・Ｂ

〃 酒 井 祐貴子 数学、微分積分学Ａ・Ｂ

〃 古 谷 倫 貴 数学、統計学Ａ、統計学ＢＩ、統計学ＢＩＩ、教養演習Ｂ

講師 米 山 泰 祐 数学、統計学Ａ、教養演習Ｂ

非常勤講師 岡 田 篤 子 数学

〃 後 藤 香代子 数学

〃 西 井 良 徳 数学

〃 吉 井 健太郎 数学

〃 木 原 裕 充 数学、統計学Ａ

〃 松 元 久 明 数学、統計学Ａ

〃 髙 橋 翔 統計学Ａ

〃 宮 田 洋一郎 統計学ＢＩ

教授 福 田 宏 情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習Ｃ

准教授 髙 橋 勇 情報科学Ａ・Ｂ、教養演習Ｃ

講師 小 川 智 也 情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ

〃 髙 野 保 真 情報科学Ａ・Ｂ、教養演習Ｃ

非常勤講師 原 伸太郎 情報科学Ａ

〃 藤 田 智 子 情報科学Ａ・Ｂ

〃 吉 田 勝 彦 情報科学Ａ・Ｂ

自自

然然

科科

学学

系系

教授 山 本 洋 物理学、物理学実験、物理学要習、教養演習Ｃ

准教授 廣 岡 秀 明 物理学、物理学実験

〃 崔 東 学 物理学、物理学実験

講師 古 川 裕 之 物理学、物理学実験、物理学要習

〃 吉 村 玲 子 物理学、物理学実験、物理学要習

〃 川 上 言 美 物理学、物理学実験、物理学要習

助教 塩 沢 健 太 物理学実験、物理学要習
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職職名名 氏氏名名 担担当当科科目目名名

外外

国国

語語

系系
（（

英英
語語

））

非常勤講師 亀 山 千 景 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 関 口 章 子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 水 沼 佳津子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 宮 瀬 順 子 英語ＡＩ、英語ＡＩＩ、英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 平 辰 彦 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 谷 村 久美子 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 ．Ｋ．ルスロ 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｐ．クィン 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｐ．マックウィリング 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｓ．イ 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

〃 Ｓ．マクレラン 英語ＢＩ、英語ＢＩＩ

数数

理理

・・

情情

報報

系系

教授 伊 藤 真 吾 数学、統計学ＢＩ、ベクトルと行列、数学の基礎、発展数学Ａ・Ｂ、教養演習Ｂ・Ｃ

〃 渡 辺 一 雄 数学、統計学Ａ、統計学ＢＩ、ベクトルと行列、数学の基礎、教養演習Ｃ

准教授 宮 﨑 直 数学、微分積分学Ａ・Ｂ

〃 酒 井 祐貴子 数学、微分積分学Ａ・Ｂ

〃 古 谷 倫 貴 数学、統計学Ａ、統計学ＢＩ、統計学ＢＩＩ、教養演習Ｂ

講師 米 山 泰 祐 数学、統計学Ａ、教養演習Ｂ

非常勤講師 岡 田 篤 子 数学

〃 後 藤 香代子 数学

〃 西 井 良 徳 数学

〃 吉 井 健太郎 数学

〃 木 原 裕 充 数学、統計学Ａ

〃 松 元 久 明 数学、統計学Ａ

〃 髙 橋 翔 統計学Ａ

〃 宮 田 洋一郎 統計学ＢＩ

教授 福 田 宏 情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習Ｃ

准教授 髙 橋 勇 情報科学Ａ・Ｂ、教養演習Ｃ

講師 小 川 智 也 情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ

〃 髙 野 保 真 情報科学Ａ・Ｂ、教養演習Ｃ

非常勤講師 原 伸太郎 情報科学Ａ

〃 藤 田 智 子 情報科学Ａ・Ｂ

〃 吉 田 勝 彦 情報科学Ａ・Ｂ

自自

然然

科科

学学

系系

教授 山 本 洋 物理学、物理学実験、物理学要習、教養演習Ｃ

准教授 廣 岡 秀 明 物理学、物理学実験

〃 崔 東 学 物理学、物理学実験

講師 古 川 裕 之 物理学、物理学実験、物理学要習

〃 吉 村 玲 子 物理学、物理学実験、物理学要習

〃 川 上 言 美 物理学、物理学実験、物理学要習

助教 塩 沢 健 太 物理学実験、物理学要習

職職名名 氏氏名名 担担当当科科目目名名

自自

然然

科科

学学

系系

非常勤講師 大 西 孝 明 物理学

〃 關 山 信 物理学、物理学要習

教授 須 貝 昭 彦 化学、化学実験、化学要習

〃 野 島 高 彦 化学、化学実験、大学基礎演習

准教授 宇 田 郁 子 化学、化学実験、化学要習

〃 能 登 香 化学、化学実験、化学要習

講師 山 口 佳 美 化学、化学実験、化学要習

〃 大 極 光 太 化学、化学実験、化学要習、大学基礎演習、教養演習Ｃ

非常勤講師 朝 倉 則 行 化学

教授 和 田 浩 則 生物学、生物学実験、生物学要習

〃
（一般教育部長） 浜 﨑 浩 子 生物学、生物学実験、生物学要習

准教授 坂 田 剛 生物学、生物学実験、生物学要習、教養演習Ｃ

講師 加 藤 智 美 生物学、生物学実験、生物学要習

〃 増 本 三 香 生物学、生物学実験、生物学要習

〃 西 村 真由子 生物学、生物学実験、生物学要習

〃 中 森 智 啓 生物学、生物学実験、生物学要習

助教 山 本 貴 之 生物学実験、生物学要習

兼担
（薬学部准教授）

古 平 栄 一 生物学実験

〃
（薬学部助教）

石 川 寛 生物学実験

非常勤講師 小田切 秀 穂 生物学

〃 中 村 和 生 生物学

〃 水 澤 奈々美 生物学

〃 廣 木 眞 達 生物学、生物学実験

〃 岩 崎 美 樹 生物学実験、生物学要習

〃 峰 田 理 恵 生物学実験

〃 森 下 由紀子 生物学実験

教教

養養

演演

習習

系系

准教授 三 田 順 教養演習Ｂ・Ｃ、言語と文化Ａ・Ｂ（ドイツ語・ドイツ語圏文化）、言語と文化Ｂ（オランダ語圏文化）

〃 風 岡 祐 貴 教養演習Ａ、言語と文化Ａ・Ｂ（ドイツ語・ドイツ語圏文化）

兼担
（健康管理センター講師）

大 町 知 久 教養演習Ｃ

非常勤講師 井 口 三奈子 言語と文化Ａ（ドイツ語）

〃 橋 本 由紀子 言語と文化Ａ（ドイツ語）

〃 三 根 靖 久 言語と文化Ａ（ドイツ語）

〃 志 村 佳菜子 言語と文化Ａ（フランス語）

〃 黒 木 朋 興 言語と文化Ａ・Ｂ（フランス語・フランス語圏文化）

〃 真 部 清 孝 言語と文化Ａ・Ｂ（フランス語・フランス語圏文化）

〃 司 馬 虹 言語と文化Ａ・Ｂ（中国語・中国語圏文化）

〃 金 成 恩 言語と文化Ａ（韓国語）

〃 山 下 惠 理 言語と文化Ａ（フィリピノ語）
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職 名 氏 名 担当科目

■ 海洋生命科学部２群科目

教 授

（海洋生命科学部）
菅 野 信 弘 海洋生命科学概論

〃 朝日田 卓 海洋生命科学概論

〃 天 野 勝 文 海洋生命科学概論、ラーニング・スキル

〃 小檜山 篤 志 海洋生命科学概論

〃 神 保 充 海洋生命科学概論

〃 高 田 健太郎 海洋生命科学概論

〃 水 澤 寛 太 海洋生命科学概論

〃 三 宅 裕 志 海洋生命科学概論、生物海洋学

〃 森 山 俊 介 海洋生命科学概論

准 教 授

（海洋生命科学部）
千 葉 洋 明 海洋生命科学概論、ラーニング・スキル

〃 中 村 修 海洋生命科学概論、ラーニング・スキル

〃 筒 井 繁 行 ラーニング・スキル

〃 難 波 信 由 海洋生命科学概論

〃 林 﨑 健 一 ラーニング・スキル

講 師

（海洋生命科学部）
天 野 春 菜 海洋生命科学概論、ラーニング・スキル

〃 武 藤 望 生 ラーニング・スキル

助 教

（海洋生命科学部）
福 田 和 也 ラーニング・スキル
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職 名 氏 名 担当科目

■ 海洋生命科学部２群科目

教 授

（海洋生命科学部）
菅 野 信 弘 海洋生命科学概論

〃 朝日田 卓 海洋生命科学概論

〃 天 野 勝 文 海洋生命科学概論、ラーニング・スキル

〃 小檜山 篤 志 海洋生命科学概論

〃 神 保 充 海洋生命科学概論

〃 高 田 健太郎 海洋生命科学概論

〃 水 澤 寛 太 海洋生命科学概論

〃 三 宅 裕 志 海洋生命科学概論、生物海洋学

〃 森 山 俊 介 海洋生命科学概論

准 教 授

（海洋生命科学部）
千 葉 洋 明 海洋生命科学概論、ラーニング・スキル

〃 中 村 修 海洋生命科学概論、ラーニング・スキル

〃 筒 井 繁 行 ラーニング・スキル

〃 難 波 信 由 海洋生命科学概論

〃 林 﨑 健 一 ラーニング・スキル

講 師

（海洋生命科学部）
天 野 春 菜 海洋生命科学概論、ラーニング・スキル

〃 武 藤 望 生 ラーニング・スキル

助 教

（海洋生命科学部）
福 田 和 也 ラーニング・スキル

８８．．科科目目ナナンンババリリンンググ

北里大学では、開講されているすべての授業科目に以下のとおり意味づけ番号を付与している。各科目が教育課程の

中でどのように分類されているのか、学習の段階や順序、科目間の関連などを表し、各シラバスの左上に提示してい

る。

８８－－１１））科科目目ナナンンババリリンンググココーードド体体系系

①①  ②②  ③③  

--  

④④  ⑤⑤  
北里大学共通コード 各学部／一般教育部のコード

学部・学科・専攻の略号

（英 ～ 文字）

水準

（数字 文字）

授業形態

（数字 ～ 文字）

学問分野

（英 文字）

科目分類

（数字 文字）

①① 学学部部・・学学科科・・専専攻攻略略号号ココーードド
授業科目を開講する学部・学科・専攻の略号（英文字） ～ 文字で表している。

学部・学科・専攻 コード 学部・学科・専攻 コード 学部・学科・専攻 コード

薬学部

薬学科

生命創薬科学科

獣医学部

獣医学科

動物資源科学科

生物環境科学科

医学部

海洋生命科学部

看護学部

ＰＰ

ＰＰＰＰ

ＰＰＬＬ

ＶＶ

ＶＶＶＶ

ＶＶＺＺ

ＶＶＥＥ

ＭＭ

ＭＭＢＢ

ＮＮ

理学部

物理学科

化学科

生物科学科

医療衛生学部

保健衛生学科

医療検査学科

医療工学科

臨床工学専攻

診療放射線技師科学専攻

ＳＳ

ＳＳＰＰ

ＳＳＣＣ

ＳＳＢＢ

ＡＡ

ＨＨＳＳ

ＭＭＬＬ

ＥＥＴＴ

ＣＣＥＥ

ＲＲＴＴ

リハビリテーション学科

理学療法学専攻

作業療法学専攻

言語聴覚療法学専攻

視覚機能療法学専攻

未来工学部

データサイエンス学科

健康科学部

看護学科

医療検査学科

一般教育部

ＲＲＥＥ

ＰＰＴＴ

ＯＯＴＴ

ＳＳＴＴ

ＯＯＶＶ

ＦＦＲＲ

ＦＦＵＵ

ＨＨ

ＷＷＮＮ

ＷＷＬＬ

ＬＬ

②② 水水準準ココーードド
大学学則に定める ～ 群科目の分類などのレベルを数字 文字で表している。

幅広い視野と豊かな人間性を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

専門の基礎的な知識・技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

高度の専門的な知識・技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

総合的な能力を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

「高度の専門的知識･技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】」のうち、

４年または６年間の学士課程において学修した成果を把握・測定する科目

③③ 授授業業形形態態ココーードド
開講科目の授業形態を数字 文字で表している。 つの開講科目に講義と実験の形態がある場合は「 」とする。

講義 演習 実験 実習・実技 その他

④④ 学学問問分分野野ココーードド
各学部・学科・専攻において、学問分野等を英字 文字で表している。一般教育部は領域毎に分類している。

ＨＨＣＣ 人間形成の基礎科目 文化の領域

ＨＨＳＳ 人間形成の基礎科目 社会の領域

ＨＨＨＨ 人間形成の基礎科目 健康の領域

ＩＩＳＳ 総合領域科目

ＧＧＦＦ 基礎教育科目 外国語系 
ＧＧＩＩ 基礎教育科目 数理・情報系 
ＧＧＮＮ 基礎教育科目 自然科学系 
ＭＭＥＥ 教養演習系科目

⑤⑤ 科科目目分分類類ココーードド
年間または 年間を通じた教育課程全体の中で各授業科目は、どのように配置されているのか、その分類を数字 文

字で表している。一般教育部では、開講科目を学則順に並べ、学問分野コード毎に通し番号を付与している。
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８８－－２２））一一般般教教育育部部科科目目ナナンンババリリンンググ一一覧覧

区区分分 科科目目名名 ナナンンババリリンンググ 区区分分 科科目目名名 ナナンンババリリンンググ

人

間

形

成

の

基

礎

科

目

文

化

の

領

域

哲学の楽しみＡ
総
合
領

域
科
目

北里の世界

哲学の楽しみＢ 仕事と人生

科学を考えるＡ 農医連携論

科学を考えるＢ

基

礎

教

育

科

目

外

国

語

系

英語ＡⅠ

芸術の楽しみＡ 英語ＡⅡ

芸術の楽しみＢ 英語ＢⅠ

倫理学Ａ 英語ＢⅡ

倫理学Ｂ

数

理

・

情

報

系

数学

文学の楽しみＡ 統計学Ａ

文学の楽しみＢ 統計学ＢⅠ

信仰と救いＡ 統計学ＢⅡ

信仰と救いＢ 微分積分学Ａ

社

会

の

領

域

日本国憲法Ａ 微分積分学Ｂ

日本国憲法Ｂ ベクトルと行列

法律の役割Ａ 数学の基礎

法律の役割Ｂ 発展数学Ａ

経済のしくみＡ 発展数学Ｂ

経済のしくみＢ 情報科学Ａ

個人と社会Ａ 情報科学Ｂ

個人と社会 情報科学Ｃ

政治のしくみＡ

自

然

科

学

系

物理学

政治のしくみＢ 物理学実験

文化人類学Ａ 化学

文化人類学Ｂ 化学実験

日本と国際社会Ａ 生物学

日本と国際社会Ｂ 生物学実験

環境を考えるＡ 物理学要習

環境を考えるＢ 化学要習

歴史と人間Ａ 生物学要習

歴史と人間Ｂ 地学

心理学Ａ／心理学Ａ（心理学概論） 地学実験

心理学Ｂ 心理学Ｂ（知覚・認知心理学）

教

養

演

習

系

科

目

教養演習Ａ

健

康

の

領

域

健康の科学Ａ 教養演習Ｂ

健康の科学Ｂ 教養演習Ｃ

健康の科学Ｃ 大学基礎演習

健康とスポーツ演習 言語と文化Ａ

 

言語と文化Ｂ
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８８－－２２））一一般般教教育育部部科科目目ナナンンババリリンンググ一一覧覧

区区分分 科科目目名名 ナナンンババリリンンググ 区区分分 科科目目名名 ナナンンババリリンンググ

人

間

形

成

の

基

礎

科

目

文

化

の

領

域

哲学の楽しみＡ
総
合
領

域
科
目

北里の世界

哲学の楽しみＢ 仕事と人生

科学を考えるＡ 農医連携論

科学を考えるＢ

基

礎

教

育

科

目

外

国

語

系

英語ＡⅠ

芸術の楽しみＡ 英語ＡⅡ

芸術の楽しみＢ 英語ＢⅠ

倫理学Ａ 英語ＢⅡ

倫理学Ｂ

数

理

・

情

報

系

数学

文学の楽しみＡ 統計学Ａ

文学の楽しみＢ 統計学ＢⅠ

信仰と救いＡ 統計学ＢⅡ

信仰と救いＢ 微分積分学Ａ

社

会

の

領

域

日本国憲法Ａ 微分積分学Ｂ

日本国憲法Ｂ ベクトルと行列

法律の役割Ａ 数学の基礎

法律の役割Ｂ 発展数学Ａ

経済のしくみＡ 発展数学Ｂ

経済のしくみＢ 情報科学Ａ

個人と社会Ａ 情報科学Ｂ

個人と社会 情報科学Ｃ

政治のしくみＡ

自

然

科

学

系

物理学

政治のしくみＢ 物理学実験

文化人類学Ａ 化学

文化人類学Ｂ 化学実験

日本と国際社会Ａ 生物学

日本と国際社会Ｂ 生物学実験

環境を考えるＡ 物理学要習

環境を考えるＢ 化学要習

歴史と人間Ａ 生物学要習

歴史と人間Ｂ 地学

心理学Ａ／心理学Ａ（心理学概論） 地学実験

心理学Ｂ 心理学Ｂ（知覚・認知心理学）

教

養

演

習

系

科

目

教養演習Ａ

健

康

の

領

域

健康の科学Ａ 教養演習Ｂ

健康の科学Ｂ 教養演習Ｃ

健康の科学Ｃ 大学基礎演習

健康とスポーツ演習 言語と文化Ａ

 

言語と文化Ｂ

 

８８－－３３））科科目目ナナンンババリリンンググココーードド体体系系（（海海洋洋生生命命科科学学部部））

①①  ②②  ③③  

--  

④④  ⑤⑤  
北里大学共通コード 各学部／一般教育部のコード

学部・学科・専攻の略号

（英 ～ 文字）

水準

（数字 文字）

授業形態

（数字 ～ 文字）

学問分野

（英 文字）

科目分類

（数字 文字）

①① 学学部部・・学学科科・・専専攻攻略略号号ココーードド
授業科目を開講する学部・学科・専攻の略号（英文字） ～ 文字で表している。

学部・学科・専攻 コード 学部・学科・専攻 コード 学部・学科・専攻 コード

薬学部

薬学科

生命創薬科学科

獣医学部

獣医学科

動物資源科学科

生物環境科学科

医学部

海洋生命科学部

看護学部

ＰＰ

ＰＰＰＰ

ＰＰＬＬ

ＶＶ

ＶＶＶＶ

ＶＶＺＺ

ＶＶＥＥ

ＭＭ

ＭＭＢＢ

ＮＮ

理学部

物理学科

化学科

生物科学科

医療衛生学部

保健衛生学科

医療検査学科

医療工学科

臨床工学専攻

診療放射線技師科学専攻

ＳＳ

ＳＳＰＰ

ＳＳＣＣ

ＳＳＢＢ

ＡＡ

ＨＨＳＳ

ＭＭＬＬ

ＥＥＴＴ

ＣＣＥＥ

ＲＲＴＴ

リハビリテーション学科

理学療法学専攻

作業療法学専攻

言語聴覚療法学専攻

視覚機能療法学専攻

未来工学部

データサイエンス学科

一般教育部

ＲＲＥＥ

ＰＰＴＴ

ＯＯＴＴ

ＳＳＴＴ

ＯＯＶＶ

ＦＦＲＲ

ＦＦＵＵ

ＬＬ

②② 水水準準ココーードド
大学学則に定める ～ 群科目の分類などのレベルを数字 文字で表している。

幅広い視野と豊かな人間性を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

専門の基礎的な知識・技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

高度の専門的な知識・技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

総合的な能力を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

「高度の専門的知識･技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】」のうち、

４年または６年間の学士課程において学修した成果を把握・測定する科目

③③ 授授業業形形態態ココーードド
開講科目の授業形態を数字 文字で表している。 つの開講科目に講義と実験の形態がある場合は「 」とする。

講義 演習 実験 実習・実技 その他

④④ 学学問問分分野野ココーードド
各学部・学科・専攻において、学問分野等を英字 文字で表している。一般教育部は領域毎に分類している。

 
【 ・ 群科目】

 

ＡＣ 増殖生物学関連分野 Aquaculture Science 
ＥＢ 環境生物学関連分野 Marine Ecobiology 
ＢＣ 応用生物化学関連分野 Applied Biological Chemistry 
ＳＳ 社会科学分野 Social Sciences 
ＥＳ 科学英語 English for Science 
ＣＳ 増殖生物学・環境生物学・応用生物化学共通 Common Subject 

【教職課程科目】
 

ＴＣ 教職課程 Teacher training Course 
 

⑤ 科目分類コード
学問分野コード毎に から付番している。
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８－４）海洋生命科学部・教職課程科目ナンバリング一覧
 
海洋生命科学部科目 

 

科目名 ナンバリング

海洋生命科学概論

ラーニング・スキル

生物海洋学

 
 
教職課程科目

 

科目名 ナンバリング

教職概論

教育課程論

教育原理Ⅰ
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８－４）海洋生命科学部・教職課程科目ナンバリング一覧
 
海洋生命科学部科目 

 

科目名 ナンバリング

海洋生命科学概論

ラーニング・スキル

生物海洋学

 
 
教職課程科目

 

科目名 ナンバリング

教職概論

教育課程論

教育原理Ⅰ
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― 29 ―

５階

４階

３階

２階

１階

主出入口

ミニ水族館

〈アクアリウムラボ〉

エントランスホール

標本
展示室

事務室
ロッカー室

水槽室

共通機器室

図書閲覧・自習室 小講義室1 小講義室２ セミナー室

共通機器室大講義室2大講義室1

交流ロビー

交流ロビー

交流ロビー

交流ロビー

生物系実験室

生物系実験室

化学系実験室

化学系実験室 水族増殖学

水族増殖学

水族生理学

水族病理学

水族育種
生物学

水族育種
生物学

魚類分子
内分泌学

魚類分子
内分泌学

資源化学

資源化学

水族機能大学院生
生物学自習室

水族機能
生物学

魚類生態学・
海洋無脊椎動物学

水圏植物学

魚類生態学 水圏植物学海洋無脊椎
動物学

環境
微生物学

生物化学

生物化学

環境
微生物学

食品化学

食品化学

MB号館

北里会室
会議室

室
談
面

キャリア形成支
援室・PCルーム

AED

１ ２

３ ４

１ ２

３ ４

実験
準備室
１

実験
準備室
２

大学院
講義室

MB号館
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― 30 ―

水族生理学 水族育種生物学 資源化学

水族増殖学

　　 水族機能生物学

水族病理学 水族育種生物学 魚類分子内分泌学

魚類分子内分泌学

資源化学 水族機能生物学

魚類生態学 水圏植物学海洋無脊椎動物学 環境微生物学 生物化学 食品化学 食品化学

魚類生態学・海洋無脊椎動物学 共通実験室 生物化学水圏植物学 食品化学

横山雄彦

講師
小檜山篤志羽生田岳昭
教授講師

山田雄一郎
講師

難波信由
准教授

廣瀬雅人
講師

安元 剛
講師

神保 充
教授

上岡麗子

筒井繁行
准教授

天野勝文
教授

阿見彌典子
講師 講師

吉永龍起
教授

福田和也
助教

千葉洋明
准教授

天野春菜
講師

中村 修
准教授

森山俊介
教授

水澤寛太

 教授

池田大介

准教授

菅野信弘

教授

朝日田 卓

教授

三宅裕志

教授 准教授

水族増殖学

段
階

段
階

【４階】

【３階】

【５階】

【301】

【401】

【504】 【505】

【517】 【518】

【419】 【420】

【522】 【523】 【525】 【526】【527】

【510】

【406】

【421】【415】

【413】

【426】 【427】

【303】

MB号館《教員室一覧》

古川史也
講師

段
階

環境微生物学

   吉武和敏
    講師

 高田健太郎j　　
教授

池上花奈
　  助教

武藤望生
　 講師
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― 30 ―

水族生理学 水族育種生物学 資源化学

水族増殖学

　　 水族機能生物学

水族病理学 水族育種生物学 魚類分子内分泌学

魚類分子内分泌学

資源化学 水族機能生物学

魚類生態学 水圏植物学海洋無脊椎動物学 環境微生物学 生物化学 食品化学 食品化学

魚類生態学・海洋無脊椎動物学 共通実験室 生物化学水圏植物学 食品化学

横山雄彦

講師
小檜山篤志羽生田岳昭
教授講師

山田雄一郎
講師

難波信由
准教授

廣瀬雅人
講師

安元 剛
講師

神保 充
教授

上岡麗子

筒井繁行
准教授

天野勝文
教授

阿見彌典子
講師 講師

吉永龍起
教授

福田和也
助教

千葉洋明
准教授

天野春菜
講師

中村 修
准教授

森山俊介
教授

水澤寛太

 教授

池田大介

准教授

菅野信弘

教授

朝日田 卓

教授

三宅裕志

教授 准教授

水族増殖学

段
階

段
階

【４階】

【３階】

【５階】

【301】

【401】

【504】 【505】

【517】 【518】

【419】 【420】

【522】 【523】 【525】 【526】【527】

【510】

【406】

【421】【415】

【413】

【426】 【427】

【303】

MB号館《教員室一覧》

古川史也
講師

段
階

環境微生物学

   吉武和敏
    講師

 高田健太郎j　　
教授

池上花奈
　  助教

武藤望生
　 講師

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ．講 義 内 容
 
 

１．１ 群 科 目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※は当該授業科目に関連する実務経験のある教員を表す





人間形成の基礎科目

文化の領域

人間形成の基礎科目「文化の領域」は、一般教育部が提供する１群科目において中核を成す科目群の１つ

です。１群科目は、大きく分けると、教養教育科目と基礎教育科目に分けることができます。基礎教育科目

（英語、数理・情報、自然科学系各科目等）は、２年次以降に配当されている２群・３群科目（各専門分野

に関わる科目）を履修する上での基礎的な知識を身につけてもらうための科目群ですが、教養教育科目（人

間形成の基礎科目、総合領域科目、教養演習系科目等）は、一言で言えば社会人としての教養を身につけて

もらうための科目群です。北里大学の学生である皆さんの多くは、４年または６年間の在学期間中にそれぞ

れの分野の専門的な知識と技術を身につけ、卒業後は各分野の専門職に就くことを目指していると思いま

す。しかし、有能な専門職業人であるためには、単に専門的な知識・技術を身につけているだけでは、十分

とは言えません。専門的な知識・技術だけでなく、社会人としての教養を身につけている必要があります。

教養のある専門職業人であればこそ、他者に重んじられ、他者の信頼を得ることができ、専門職業人として

の自らの職務をよりよく果たすことができるでしょう。豊かな教養は各人の人間的な魅力をより高め、社会

生活・職業生活を円滑に送るための手助けをしてくれるのです。さらにまた、豊かな教養はこの先の長い人

生を送っていく上での重要な拠り所の１つともなるでしょう。そのような教養をしっかりと身につけるつも

りで、皆さんには人間形成の基礎科目「文化の領域」を履修してもらいたいと思います。

「文化の領域」に含まれる科目には、哲学の楽しみ・科学を考える・芸術の楽しみ・倫理学・文学の楽し

み・信仰と救いがあります。これらの科目群は、人間の精神生活に関わる学問（哲学・科学哲学・芸術学・

倫理学・文学・宗教学）を基盤としています。こうした科目群を履修することによって、まずは豊かな感受

性を育み、きちんとした倫理意識を養い、自立した大人としての自覚を深めてもらいたいと思います。その

上でさらに、自分自身の頭で物事を考えることを学び、責任をもって判断を下し、自分自身の判断によって

適切な行動が取れるような、他者から信頼される教養のある人間になってもらいたいと思います。



２０２４年度文化の領域 開講情報

前期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

哲学の楽しみＡ 大石 敏広 対面 火１／木２

哲学の楽しみＡ 鵜澤 和彦 対面 月２／水１

科学を考えるＡ 大石 敏広 対面 火２／木１

芸術の楽しみＡ 安川 智子 オンライン 水１・２／木１・２

芸術の楽しみＡ 星 聖子 対面 火１・２

倫理学Ａ 小林 亜津子 オンライン 木１・２／金１・２

倫理学Ａ 清水 明美 対面 金１・２

倫理学Ａ 鵜澤 和彦 対面 月１／水２

倫理学Ａ 黒崎 剛 対面 水１・２

文学の楽しみＡ 野村 廣之 対面 木１・２

信仰と救いＡ 下田 和宣 オンライン 火１・２

後期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

哲学の楽しみＢ 大石 敏広 対面 火２／木１

哲学の楽しみＢ 鵜澤 和彦 対面 月２／水１

科学を考えるＢ 大石 敏広 対面 火１／木２

芸術の楽しみＢ 星 聖子 対面 火１・２

倫理学Ｂ 小林 亜津子 オンライン 水５／木１・２

倫理学Ｂ 清水 明美 対面 金１・２

倫理学Ｂ 鵜澤 和彦 対面 月１／水２

倫理学Ｂ 黒崎 剛 対面 水１・２

文学の楽しみＢ 野村 廣之 対面 木１・２

信仰と救いＢ 下田 和宣 オンライン 火１・２
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２０２４年度文化の領域 開講情報

前期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

哲学の楽しみＡ 大石 敏広 対面 火１／木２

哲学の楽しみＡ 鵜澤 和彦 対面 月２／水１

科学を考えるＡ 大石 敏広 対面 火２／木１

芸術の楽しみＡ 安川 智子 オンライン 水１・２／木１・２

芸術の楽しみＡ 星 聖子 対面 火１・２

倫理学Ａ 小林 亜津子 オンライン 木１・２／金１・２

倫理学Ａ 清水 明美 対面 金１・２

倫理学Ａ 鵜澤 和彦 対面 月１／水２

倫理学Ａ 黒崎 剛 対面 水１・２

文学の楽しみＡ 野村 廣之 対面 木１・２

信仰と救いＡ 下田 和宣 オンライン 火１・２

後期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

哲学の楽しみＢ 大石 敏広 対面 火２／木１

哲学の楽しみＢ 鵜澤 和彦 対面 月２／水１

科学を考えるＢ 大石 敏広 対面 火１／木２

芸術の楽しみＢ 星 聖子 対面 火１・２

倫理学Ｂ 小林 亜津子 オンライン 水５／木１・２

倫理学Ｂ 清水 明美 対面 金１・２

倫理学Ｂ 鵜澤 和彦 対面 月１／水２

倫理学Ｂ 黒崎 剛 対面 水１・２

文学の楽しみＢ 野村 廣之 対面 木１・２

信仰と救いＢ 下田 和宣 オンライン 火１・２
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人間形成の基礎科目

社会の領域

人間形成の基礎科目「社会の領域」は、一般教育部が提供する１群科目において中核を成す科目群の１つ

です。１群科目は、大きく分けると、教養教育科目と基礎教育科目に分けることができます。基礎教育科目

（英語、数理・情報、自然科学系各科目等）は、２年次以降に配当されている２群・３群科目（各専門分野

に関わる科目）を履修する上での基礎的な知識を身につけてもらうための科目群ですが、教養教育科目（人

間形成の基礎科目、総合領域科目、教養演習系科目等）は、一言で言えば社会人としての教養を身につけて

もらうための科目群です。北里大学の学生である皆さんの多くは、４年または６年間の在学期間中にそれぞ

れの分野の専門的な知識と技術を身につけ、卒業後は各分野の専門職に就くことを目指していると思いま

す。しかし、有能な専門職業人であるためには、単に専門的な知識・技術を身につけているだけでは、十分

とは言えません。専門的な知識・技術だけでなく、社会人としての教養を身につけている必要があります。

教養のある専門職業人であればこそ、他者に重んじられ、他者の信頼を得ることができ、専門職業人として

の自らの職務をよりよく果たすことができるでしょう。豊かな教養は各人の人間的な魅力をより高め、社会

生活・職業生活を円滑に送るための手助けをしてくれるのです。さらにまた、豊かな教養はこの先の長い人

生を送っていく上での重要な拠り所の１つともなるでしょう。そのような教養をしっかりと身につけるつも

りで、皆さんには人間形成の基礎科目「社会の領域」を履修してもらいたいと思います。

「社会の領域」に含まれる科目には、日本国憲法・法律の役割・経済のしくみ・個人と社会・政治のしく

み・文化人類学・日本と国際社会・環境を考える・歴史と人間・心理学があります。これらの科目群は、人

間の社会生活に関わる学問（法学・経済学・社会学・政治学・文化人類学・国際関係論・環境論・歴史学・

心理学）を基盤としています。こうした科目群を履修することによって、まずは人間社会における様々なし

くみやルールを学び、卒業後には社会人としての自覚をしっかり持てるようになってもらいたいと思いま

す。その上でさらに、自分自身の頭で物事を考えることを学び、責任をもって判断を下し、自分自身の判断

によって適切な行動が取れるような、他者から信頼される教養のある人間になってもらいたいと思います。



２０２４年度社会の領域 開講情報

前期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

日本国憲法Ａ 猪瀬 貴道 オンライン 火１・２

日本国憲法Ａ 永山 茂樹 対面 金１・２

法律の役割Ａ 猪瀬 貴道 オンライン 木１・２

経済のしくみＡ 赤澤 とし子 対面 水１・２／木１・２

個人と社会Ａ 前田 崇 オンライン 月１・２／金１・２

政治のしくみＡ 杉山 亮 対面 金１・２

文化人類学Ａ 宮下 克也 対面 水１・２

日本と国際社会Ａ 藤巻 裕之 対面 金１・２

環境を考えるＡ 鈴木 孝弘 対面 月１・２

歴史と人間Ａ 畠山 禎 対面 火４／金３・４

心理学Ａ 心理学Ａ（心理学概論） 猪原 敬介 オンライン 木１・２／金１・２

心理学Ａ 心理学Ａ（心理学概論） 中山 友則 対面 火１・２／水１・２

後期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

日本国憲法Ｂ 猪瀬 貴道 オンライン 火１・２

日本国憲法Ｂ 永山 茂樹 対面 木１・２

法律の役割Ｂ 猪瀬 貴道 オンライン 木１・２

経済のしくみＢ 赤澤 とし子 対面 水１・２／木１・２

個人と社会Ｂ 前田 崇 オンライン 月１・２／金１・２

政治のしくみＢ 小林 悠太 オンライン 木１・２

文化人類学Ｂ 宮下 克也 対面 水１・２

日本と国際社会Ｂ 藤巻 裕之 対面 金１・２

環境を考えるＢ 鈴木 孝弘 対面 月１・２

歴史と人間Ｂ 畠山 禎 対面 火４／金１・４

心理学Ｂ 心理学Ｂ（知覚・認知心理学） 猪原 敬介 オンライン 木１・２／金１・２

心理学Ｂ 中山 友則 対面 火１・２

心理学Ｂ 岡 隆之介 対面 火４・５
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２０２４年度社会の領域 開講情報

前期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

日本国憲法Ａ 猪瀬 貴道 オンライン 火１・２

日本国憲法Ａ 永山 茂樹 対面 金１・２

法律の役割Ａ 猪瀬 貴道 オンライン 木１・２

経済のしくみＡ 赤澤 とし子 対面 水１・２／木１・２

個人と社会Ａ 前田 崇 オンライン 月１・２／金１・２

政治のしくみＡ 杉山 亮 対面 金１・２

文化人類学Ａ 宮下 克也 対面 水１・２

日本と国際社会Ａ 藤巻 裕之 対面 金１・２

環境を考えるＡ 鈴木 孝弘 対面 月１・２

歴史と人間Ａ 畠山 禎 対面 火４／金３・４

心理学Ａ 心理学Ａ（心理学概論） 猪原 敬介 オンライン 木１・２／金１・２

心理学Ａ 心理学Ａ（心理学概論） 中山 友則 対面 火１・２／水１・２

後期

科目名 担当者 授業形態 開講曜日・時限

日本国憲法Ｂ 猪瀬 貴道 オンライン 火１・２

日本国憲法Ｂ 永山 茂樹 対面 木１・２

法律の役割Ｂ 猪瀬 貴道 オンライン 木１・２

経済のしくみＢ 赤澤 とし子 対面 水１・２／木１・２

個人と社会Ｂ 前田 崇 オンライン 月１・２／金１・２

政治のしくみＢ 小林 悠太 オンライン 木１・２

文化人類学Ｂ 宮下 克也 対面 水１・２

日本と国際社会Ｂ 藤巻 裕之 対面 金１・２

環境を考えるＢ 鈴木 孝弘 対面 月１・２

歴史と人間Ｂ 畠山 禎 対面 火４／金１・４

心理学Ｂ 心理学Ｂ（知覚・認知心理学） 猪原 敬介 オンライン 木１・２／金１・２

心理学Ｂ 中山 友則 対面 火１・２

心理学Ｂ 岡 隆之介 対面 火４・５
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人間形成の基礎科目

健康の領域

人類史上からみて、本来動くことがあたりまえであるはずのヒトが、極めて短期間に極度の運動不足状態

に陥っていることは、明らかに不自然なことと言えよう。今や生活習慣病のほとんどが、運動不足と深く関

わっていることが指摘されている。青少年期は子供から大人への成長期にあたり最も重要な時期である。こ

れからの学生生活を健やかに過ごす為にも、身体運動技能や健康学の知識を修得してもらいたいと願い、

「健康の領域」では下記のように講義、及び演習形態に大別した授業を展開する。

＜健康の科学＞

健康は、総合的観点から追求すべき緊急の課題であることを理解し、生涯にわたって健康の保持増進に関

する実践者、推進者としての意識を高めてほしい。「健康の科学」では、科学的事実に基づいた知見を身近

な話題を例に、わかりやすく伝え、その知識を諸君自身の問題として活かしてもらえるよう授業を行う。各

担当教員の専門性に基づき、スポーツ科学、トレーニング科学、発育・発達などの内容を取り入れている。

これらの知識は諸君が毎日の生活を送る上でも重要であり、その影響は卒業後にまで及ぶと考えられる。

「健康の科学Ａ」 前期 と「健康の科学Ｂ」 後期 は、単独の教員による講義で、それぞれ複数開講され

る。「健康の科学Ｃ」 前期 ・ 後期 は複数の教員によるオムニバス形式の講義で、前後期ともに１コマの

み開講される。２科目を履修することは可能であるが、同一記号の科目重複履修（異なる曜日のＡを２つ、

Ｂを２つ、前期と後期のＣを２つ）はできないことに注意すること。

なお、講義は全てオンライン形式で行い、履修者定員を上限 名とする。

＜健康とスポーツ演習＞

生命科学を目指す本学に入学した学生は、学生生活はもとより、生涯にわたって健康に関わる素養を実践

する技法、手法を習慣づけることが望ましい。

そのことを踏まえ自ら学ぶ「健康とスポーツ演習」の授業を展開する。

健康とスポーツ演習は、同一コマ（時限）の履修希望者数に応じて「対面とオンラインの併用」または

「全て対面」の形式で行われる。「対面授業とオンラインの併用」では、実技に加えてルール解説、ストレ

ッチやトレーニング方法の紹介、健康の維持増進に関する講義、課題の実施等を行う。
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健康とスポーツ演習

【授業形態】

● 健康とスポーツ演習は、「対面とオンラインの併用」または「全て対面」の形式で行われる。

科目名 授業期間 授業内容

健康とスポーツ演習 通年
授業は学内の施設を使用し、講義、各種スポーツ（球技・軽スポーツなど）

を展開する。単位は通年（前・後期）履修して２単位とする。

※「健康とスポーツ演習」を履修する場合、医学部以外の学部では指定枠はないので、表１の開講曜日時限の中

から１つ、希望の曜日時限を選択すること。

※医学部（Ｍ）のみ水曜４限の学部指定枠になっている（表１参照）。

【科目と担当者（定員）】

表表１１〈〈健健康康ととススポポーーツツ演演習習〉〉

各定員は 名程度（教職含む）。

※「健康とスポーツ演習」の履修希望者は、オリエンテーション期間中に抽選システムによる抽選への申込みが

必要である。詳細は授業情報サイト掲出の動画による科目説明にて指示がある。

※医学部指定枠では抽選は行わず、授業クラスは人数や男女比等を考慮した上で決定する。

※初回授業は、「一般教育部 お知らせ情報サイト」に掲載される「初回授業実施場所一覧」を確認の上、指定

された講義室に集合すること（更衣不要）。

曜日 ２限 ３限 ４限

月
永見智行
池村 司

永見智行
板橋クリストファーマリオ

安倍希美
板橋クリストファーマリオ

火
安倍希美
池村 司

板橋クリストファーマリオ

安倍希美
池村 司

水
北川 淳
永見智行
池村 司

【【医医学学部部指指定定枠枠】】
北川 淳
永見智行
池村 司

木
北川 淳
安倍希美
西岡卓哉

朴ジョンヒョク
西岡卓哉

朴ジョンヒョク

金
北川 淳

板橋クリストファーマリオ
小林樹果

北川 淳
阪田俊輔

板橋クリストファーマリオ
阪田俊輔
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健康とスポーツ演習

【授業形態】

● 健康とスポーツ演習は、「対面とオンラインの併用」または「全て対面」の形式で行われる。

科目名 授業期間 授業内容

健康とスポーツ演習 通年
授業は学内の施設を使用し、講義、各種スポーツ（球技・軽スポーツなど）

を展開する。単位は通年（前・後期）履修して２単位とする。

※「健康とスポーツ演習」を履修する場合、医学部以外の学部では指定枠はないので、表１の開講曜日時限の中

から１つ、希望の曜日時限を選択すること。

※医学部（Ｍ）のみ水曜４限の学部指定枠になっている（表１参照）。

【科目と担当者（定員）】

表表１１〈〈健健康康ととススポポーーツツ演演習習〉〉

各定員は 名程度（教職含む）。

※「健康とスポーツ演習」の履修希望者は、オリエンテーション期間中に抽選システムによる抽選への申込みが

必要である。詳細は授業情報サイト掲出の動画による科目説明にて指示がある。

※医学部指定枠では抽選は行わず、授業クラスは人数や男女比等を考慮した上で決定する。

※初回授業は、「一般教育部 お知らせ情報サイト」に掲載される「初回授業実施場所一覧」を確認の上、指定

された講義室に集合すること（更衣不要）。

曜日 ２限 ３限 ４限

月
永見智行
池村 司

永見智行
板橋クリストファーマリオ

安倍希美
板橋クリストファーマリオ

火
安倍希美
池村 司

板橋クリストファーマリオ

安倍希美
池村 司

水
北川 淳
永見智行
池村 司

【【医医学学部部指指定定枠枠】】
北川 淳
永見智行
池村 司

木
北川 淳
安倍希美
西岡卓哉

朴ジョンヒョク
西岡卓哉

朴ジョンヒョク

金
北川 淳

板橋クリストファーマリオ
小林樹果

北川 淳
阪田俊輔

板橋クリストファーマリオ
阪田俊輔

【総合的な留意事項】

授業展開について

①天候や地面の状況等により、授業内容が変更になることがある。

②授業で使用する用具（各種ラケット・ソフトボール用具・ゴルフクラブなど全て）は、健康科学単位で準備して

いる。但し、私物を持参して使用することもできる。

③各種目の実施場所は、室内種目（バレーボール・バスケットボール・バドミントン・卓球など）は総合体育館。

屋外種目（テニス・ソフトボール・サッカー・ゴルフなど）は第一総合グラウンドで行うが、雨天時は総合体育

館又は講義室等を使用して行うので、その日の連絡事項（掲示）に従うこと。

④必ず健康診断を受診すること。

運動着について

①授業には運動着（個人の常識ある判断を尊重する）で出席すること。

②寒暖等の気象変化による服装は、各担当教員の指示を受けること。

③施設管理上の面から、総合体育館使用の時は室内専用シューズとし、土足厳禁とする。

④屋外種目実施の場合は、テニスが可能な底が平らなシューズを準備すること。

この科目の履修方法について

①４月 日に公開する動画で行われる各学部別の「科目説明」で、健康科学単位に関するガイダンスを受ける。

②この科目を履修したいが支障のある人は事前に健康科学単位に相談すること。

③「健康とスポーツ演習」の履修を希望する場合は、ガイダンスでの指示を念頭に、各自で時間割表と学修要項

（シラバス）を熟読・理解し、履修可能な時限と授業内容を確認すること。そしてオリエンテーション期間中

に抽選システムによる抽選に申し込むこと（第３希望まで入力可能）。希望者が多い場合には抽選で決定す

る。

④抽選を行った場合、履修可否の結果は初回の授業が開始するまでに学部・学科毎に抽選システム上に掲載され

るので、よく確認すること。なお定員に余裕のある時限が生じた際には、第 回抽選が行われる場合があるの

で、希望者は募集状況を確認し迅速に行動すること。

【体育施設・運動用具など使用上の注意】

（ ）全て、使用前よりも良好な状態にしておくように心掛ける。
（コート整備・用具整頓・掃除など）

（ ）床・コート・グラウンド面の保全や安全性のため、運動靴を必ず履く。
また、コート・グラウンドの表面が軟弱な場合は使用しない。

（ ）体育館・コート・グラウンド内では喫煙、飲食を禁止する。
（ ）更衣室・シャワー・トイレ等は、汚さないように留意して使用する。
（ ）盗難防止のために更衣室内には貴重品等は放置せず、授業実施場所へ
（ ）持参するなど、自己管理を原則とする。
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総合領域科目

総合領域には「北里の世界」「仕事と人生」「農医連携論」の３つの科目があります。「北里の世界」は

みなさんに北里大学学生としての自覚と誇りを持っていただくための自校教育、「仕事と人生」は学生のう

ちから仕事に対する意識を高めるためのキャリア教育、「農医連携論」は持続可能な健康社会をつくること

を目指した、食・環境と健康のつながりを理解するための北里大学ならではの教育です。

講義形態はいずれも、毎回異なる講師を学内外から招いてお話しいただきます。とはいえ講師から学生へ

の一方通行にならないよう、みなさんとのコミュニケーションを重視して質疑応答の時間も設けます。

これらは、従来のいわゆる「学問」の範疇には入らない科目です。以前は大学一年次で学ぶ科目は教養教

育か基礎教育のいずれかに分類されました。しかし、みなさんが将来、大学を卒業して社会人になると、自

分の歩んできた道、これから歩む道、そして今の自分という存在を考えるようになります。自分は何だった

のか、自分はどうなるのか、自分は何なのか、と。これらは「学問」を一つ修めたからといって「答」がた

やすく見つかるものではありません。総合領域科目は従来の学問にはない視点から人間を考えることによっ

て、この「答」のヒントを見つけていただくことを目指しています。

北里大学の学生になり、そして卒業生になるからには、北里大学で学んだ意義、そして自分の仕事の価値

を考えてほしいと思います。
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基礎教育科目

外国語系
〔英語〕

教科の勉学に対する総論

本学に入学した学生の皆さんにとって、各自が今後専攻するいずれの分野においても、国際コミュニケー

ションの手段として、英語の運用能力を養成することが必須でしょう。そのため、本学の英語のカリキュラ

ムは、社会生活および職業生活において実際に使える英語を身につけることを目指して組まれています。具

体的には、四技能において英語を学び、自分の意志や考えを英語で伝達する能力の育成が重要視されていま

す。このような目的を達成するため、一年次のカリキュラムは英語ＡⅠ、ＡⅡ、ＢⅠ、ＢⅡの各科目（それ

ぞれ 分の授業で半期制）をできるだけ少人数で行えるようにクラスを編成してあります。

英語ＡⅠ（前期）、ＡⅡ（後期）は、学部・学科の特色を配慮した総合的英語運用能力の向上を目的とし

ます。ここでは、各自の専攻分野での知識や大学生・社会人としての教養が身につくような教材やトピック

を選んで学びます。ＢⅠ（前期）、ＢⅡ（後期）は、実際に役立つ英語によるコミュニケーション能力の向

上に重点をおいており、プレゼンテーションやアカデミック・ライティングの基礎が学べる授業を一部で導

入します。また、特定の場面で必要とされる会話表現が学べる授業も展開されます。英語Ａ、英語Ｂとも

に、皆さんには予習・復習を十分に行い、積極的な態度で授業に参加していただきたいと思います。

もちろん、コミュニケーションのための英語教育と言っても、“ ”と同時に“

”の裏づけがともなわなければ、グローバル社会で役立つ英語とはいえないでしょう。特に、日進月歩

の自然科学系の学問分野を専攻する皆さんは、やがて最新の論文を英語で読み、かつ、書いたりしなければ

ならず、また、英語を使って国際的活動に参加する機会もますます増えています。従って、幅の広い教養と

共に専門の知識に裏打ちされた英語力が一層必要なことは明らかです。専門分野との関連性を配慮し、総合

的な英語力の養成を目指す英語ＡⅠ、ＡⅡ、海外での研究や活動を見据えた実用英語運用能力の養成を目的

とするＢⅠ、ＢⅡコースは、そうした要請に応えるものです。また、学部によっては、各科目に基礎コース

を設け、英語は不得意だけれど、基礎から習得しようとする学生の皆さんの便宜を図っています。

以上のように創意工夫されたカリキュラムをいかに活用するかは、ひとえに皆さんの旺盛な学習意欲にか

かっています。さらに、コンピュータを利用した外国語学習施設＜ ＞＊が３部屋設置されているの

で、正規の授業と並行してこれらの施設を自学自習用としても十分に活用し、自ら主体的に英語を習得しよ

うとする姿勢も同時に身につけて下さい。

＊キャンパスガイドおよび北里大学一般教育部ホームページ参照。



２０２４年度海洋生命科学部英語履修ガイド
英語ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ授業一覧表

海洋生命科学部 英語ＡⅠ・Ⅱ 海洋生命科学部 英語ＢⅠ・Ⅱ

クラス コース 日時 担当者 クラス コース 日時 担当者

ＭＢ

ａｂｃ

上級

木３

橋本真吾
ＭＢ

ａｂｃ

上級

月３

普通 飯田深雪 普通 中戸照恵

基礎 池谷咲良 基礎 和治元義博

ＭＢ

ｄｅｆ

上級

木４

橋本真吾
ＭＢ

ｄｅｆ

上級

普通 飯田深雪 普通 亀山千景

基礎 池谷咲良 基礎 関口章子

英語ＡⅠ・ＡⅡ､ＢⅠ・ＢⅡの履修ガイドライン

１．英語ＡⅠ・ＡⅡは、日本人教員による文法、講読を中心とした総合英語能力の養成を目標とした授業で

あり、専攻分野での知識や大学生･社会人としての教養が身につくような教材やトピックを選んで学ぶ。英

語ＡⅠ（前期）とＡⅡ（後期）とは、別個に成績評価を出し、合格した学生に１単位ずつ与えるが、同一

教員が同一学生を通年にわたって担当する。以下、前後期まとめて英語Ａと表記する。

２．英語ＢⅠ・ＢⅡは、実用英語能力の養成を目的としており、プレゼンテーションやアカデミック･ライテ

ィングの基礎を学べる授業を一部で導入する。英語ＢⅠ（前期）とＢⅡ（後期）とは、別個に成績評価を

出し、合格した学生に１単位ずつ与えるが、同一教員が同一学生を通年にわたって担当する。以下、前後

期まとめて英語Ｂと表記する。

３．英語ＡはＭＢａｂｃクラスとＭＢｄｅｆクラスのブロック別に３つのコース（上級、普通、基礎）を設

け、日本人教員が授業を担当する。

英語ＢはＭＢａｂｃクラスとＭＢｄｅｆクラスのブロック別に つのコース（上級、普通、基礎）を設け

る。上級コースではネイティヴ･スピーカーが授業を担当し、普通と基礎コースでは、日本人教員が授業を

担当する。

４．英語ＡⅠ・ＡⅡおよびＢⅠ・ＢⅡのレベル別コース分けについて

（ ）コース分けはオリエンテーション期間中にプレイスメントテストを全員に受験してもらい、その結果に

よって決める。コース分けの発表は、一般教育部授業情報サイトに掲出する。割り当てられたコース以

外に出席しても無効になるのでよく確認すること。

（ ）一一度度確確定定ししたたココーーススはは、、学学年年途途中中でで変変更更すするるここととははででききなないい（（後後期期かかららののココーースス変変更更もも認認めめなないい））の

で、一旦決まったからには必ず最後まで履修すること。

５．海洋生命科学部において、９～１１月頃にＴＯＥＩＣ ＩＰ試験を実施するので必ず受験すること。受験

した学生には、英語ＡⅡの成績に５点を加算する。

▽ コンピュータを利用した外国語学習施設＜ ＞が３部屋設置されているので、正規の授業と並ん

で自学自習用としても、最大限に活用して、英語力の向上を図ってもらいたい。

（キャンパスガイドおよび北里大学一般教育部ホームページ参照）



２０２４年度海洋生命科学部英語履修ガイド
英語ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ授業一覧表

海洋生命科学部 英語ＡⅠ・Ⅱ 海洋生命科学部 英語ＢⅠ・Ⅱ

クラス コース 日時 担当者 クラス コース 日時 担当者

ＭＢ

ａｂｃ

上級

木３

橋本真吾
ＭＢ

ａｂｃ

上級

月３

普通 飯田深雪 普通 中戸照恵

基礎 池谷咲良 基礎 和治元義博

ＭＢ

ｄｅｆ

上級

木４

橋本真吾
ＭＢ

ｄｅｆ

上級

普通 飯田深雪 普通 亀山千景

基礎 池谷咲良 基礎 関口章子

英語ＡⅠ・ＡⅡ､ＢⅠ・ＢⅡの履修ガイドライン

１．英語ＡⅠ・ＡⅡは、日本人教員による文法、講読を中心とした総合英語能力の養成を目標とした授業で

あり、専攻分野での知識や大学生･社会人としての教養が身につくような教材やトピックを選んで学ぶ。英

語ＡⅠ（前期）とＡⅡ（後期）とは、別個に成績評価を出し、合格した学生に１単位ずつ与えるが、同一

教員が同一学生を通年にわたって担当する。以下、前後期まとめて英語Ａと表記する。

２．英語ＢⅠ・ＢⅡは、実用英語能力の養成を目的としており、プレゼンテーションやアカデミック･ライテ

ィングの基礎を学べる授業を一部で導入する。英語ＢⅠ（前期）とＢⅡ（後期）とは、別個に成績評価を

出し、合格した学生に１単位ずつ与えるが、同一教員が同一学生を通年にわたって担当する。以下、前後

期まとめて英語Ｂと表記する。

３．英語ＡはＭＢａｂｃクラスとＭＢｄｅｆクラスのブロック別に３つのコース（上級、普通、基礎）を設

け、日本人教員が授業を担当する。

英語ＢはＭＢａｂｃクラスとＭＢｄｅｆクラスのブロック別に つのコース（上級、普通、基礎）を設け

る。上級コースではネイティヴ･スピーカーが授業を担当し、普通と基礎コースでは、日本人教員が授業を

担当する。

４．英語ＡⅠ・ＡⅡおよびＢⅠ・ＢⅡのレベル別コース分けについて

（ ）コース分けはオリエンテーション期間中にプレイスメントテストを全員に受験してもらい、その結果に

よって決める。コース分けの発表は、一般教育部授業情報サイトに掲出する。割り当てられたコース以

外に出席しても無効になるのでよく確認すること。

（ ）一一度度確確定定ししたたココーーススはは、、学学年年途途中中でで変変更更すするるここととははででききなないい（（後後期期かかららののココーースス変変更更もも認認めめなないい））の

で、一旦決まったからには必ず最後まで履修すること。

５．海洋生命科学部において、９～１１月頃にＴＯＥＩＣ ＩＰ試験を実施するので必ず受験すること。受験

した学生には、英語ＡⅡの成績に５点を加算する。

▽ コンピュータを利用した外国語学習施設＜ ＞が３部屋設置されているので、正規の授業と並ん

で自学自習用としても、最大限に活用して、英語力の向上を図ってもらいたい。

（キャンパスガイドおよび北里大学一般教育部ホームページ参照）
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基礎教育科目

数理・情報系
〔数学、発展数学、数学の基礎、統計学Ａ〕（ＭＢ学部）

◆数学の勉学に対する総論

数学の授業には当然のことながら実験がありません。実験を行わずに理論の力によって問題の解答を得よ

うとするところに数学の授業の特徴があります。従って、計算を含めて論理を正確に、しかもスマートに使

えることが大切です。

この社会が数量の概念を欠いては成立し得ないことから、数学は実に多方面に活用されています。物事を

根本から考え、論理的に推論するという数学的な思考法および抽象化された表現法を体得することは専門科

目のいろいろな場面で役に立つと思われます。数学は、サイエンスを学ぶ上での世界共通言語であるとも言

えますので、生命科学を学ぶ当大学においては必須の科目と考えてよいでしょう。数学の勉強を通じて物事

をじっくり考えるという習慣を身につけて下さい。

海洋生命科学部では数学の単位は、「数学」または「発展数学Ａ」＋「発展数学Ｂ」から４単位選択必修

ということになっています。即ち、「数学」と「発展数学Ａ」＋「発展数学Ｂ」のどちらかをアンケート及

びクラス分け試験の結果に基づき、履修することとなります。もちろん、４単位以上取ってもよいので、例

えば「数学」と「発展数学Ａ」を選択することも可能です。

（（１１））数数学学〔木曜３限、木曜４限開講〕

大学１年生に対する標準的な微積分学を学ぶ科目ですが、高校での履修および習熟度に対応して基礎クラ

スと普通クラスに分けて展開します。各コースのレベルの目安は以下のようになっています。詳しくはシラ

バスを参照して下さい。

▼普通クラス：高校で「数学Ⅱ」を一応全部学んだ学生を対象。

▼基礎クラス：高校での「数学Ⅱ」の内容がよく分かっていない（やや不安がある）学生を対象。

（（２２））発発展展数数学学ＡＡ・ＢＢ〔木曜１限〕

高校の数学Ⅲを修得している学生で、通常の「数学」の授業がもの足りないと思う学生のために用意され

た科目です。授業内容は、「数学」よりもやや広く・深くなっていて、応用も重視した授業です。詳しく

は、シラバスを参照して下さい。

※クラス分け試験はオリエンテーション期間中に行います。クラス分け試験の方法等については、試験前

に詳しく説明します。なお、結果については、 上に掲出します。

（（３３））数数学学のの基基礎礎

高校で数学を十分勉強してこなかった、あるいはもう一度基礎から勉強し直したいという学生のために設



けられた科目です。内容別に３種類のクラスが用意されていて、授業は演習中心に展開されます。数学の授

業の履修に不安がある人は数学とセットでの履修をお勧めします。

▼関数と方程式〔前期開講：木曜２限〕

関数の性質（高校の数学Ⅱの範囲）、微分法の初歩を学ぶ。

▼微分入門〔前期開講：火曜５限、金曜２限〕

主に数学Ⅲの範囲の関数および微分法について、演習を中心に学ぶ。

▼微分から積分へ〔後期開講：金曜２限〕

主に数学Ⅲの範囲の微分法および積分法について、演習問題を中心に学ぶ。

◆統計学の勉学に対する総論

統計学は実用的な学問です。研究対象とするある集団（母集団と呼ぶ：一般に非常に大きな集団）から、

データを取り、それらを整理・グラフ化しおおよその傾向を把握して（ここまでが、記述統計学と呼ばれ

る）、母集団に対してある種の結論を導き出します。ある種の結論というのは、母集団の１つの変数の平均

がある区間に落ちる（確率付で示す）とか、対象とする２つの母集団はほぼ同じである（仮説を設定して、

それが受け入れられるか否かをデータから判定する）とかの結論を出すことです。ある種の結論を出すとい

う部分は推測統計学と呼ばれていて、そこでは確率分布を用いて、結論は確率付で示されます。

統計学は自然科学や社会科学の多くの分野で利用されます。 年間の勉強では全ての統計的方法を学ぶこと

はできませんが、統計学 では基礎的な部分に的をしぼり、統計学で何ができるかを 年間学びます。特に、

各種統計量（標準偏差、相関係数など）がもつ意味、また１つ１つの統計的方法が何を目的として、どんな

意味をもっているかなどを理解して欲しいと思います。卒業研究や、大学院では統計学は頻繁に使われま

す。また、卒業後仕事についてからも統計資料を見ることは多いと思いますので、多くの学生の履修を期待

します。

▼統計学Ａ

ＭＢ学部では、統計学Ａは自由選択科目となっています。開講時限は以下の通りです。

〔火曜１限開講〕 Ｖ、Ｚ、Ｅ、ＭＢ 学生対象クラス

〔火曜２限開講〕 Ｖ、Ｚ、Ｅ、ＭＢ 学生対象クラス



けられた科目です。内容別に３種類のクラスが用意されていて、授業は演習中心に展開されます。数学の授

業の履修に不安がある人は数学とセットでの履修をお勧めします。

▼関数と方程式〔前期開講：木曜２限〕

関数の性質（高校の数学Ⅱの範囲）、微分法の初歩を学ぶ。

▼微分入門〔前期開講：火曜５限、金曜２限〕

主に数学Ⅲの範囲の関数および微分法について、演習を中心に学ぶ。

▼微分から積分へ〔後期開講：金曜２限〕

主に数学Ⅲの範囲の微分法および積分法について、演習問題を中心に学ぶ。

◆統計学の勉学に対する総論

統計学は実用的な学問です。研究対象とするある集団（母集団と呼ぶ：一般に非常に大きな集団）から、

データを取り、それらを整理・グラフ化しおおよその傾向を把握して（ここまでが、記述統計学と呼ばれ

る）、母集団に対してある種の結論を導き出します。ある種の結論というのは、母集団の１つの変数の平均

がある区間に落ちる（確率付で示す）とか、対象とする２つの母集団はほぼ同じである（仮説を設定して、

それが受け入れられるか否かをデータから判定する）とかの結論を出すことです。ある種の結論を出すとい

う部分は推測統計学と呼ばれていて、そこでは確率分布を用いて、結論は確率付で示されます。

統計学は自然科学や社会科学の多くの分野で利用されます。 年間の勉強では全ての統計的方法を学ぶこと

はできませんが、統計学 では基礎的な部分に的をしぼり、統計学で何ができるかを 年間学びます。特に、

各種統計量（標準偏差、相関係数など）がもつ意味、また１つ１つの統計的方法が何を目的として、どんな

意味をもっているかなどを理解して欲しいと思います。卒業研究や、大学院では統計学は頻繁に使われま

す。また、卒業後仕事についてからも統計資料を見ることは多いと思いますので、多くの学生の履修を期待

します。

▼統計学Ａ

ＭＢ学部では、統計学Ａは自由選択科目となっています。開講時限は以下の通りです。

〔火曜１限開講〕 Ｖ、Ｚ、Ｅ、ＭＢ 学生対象クラス

〔火曜２限開講〕 Ｖ、Ｚ、Ｅ、ＭＢ 学生対象クラス
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基礎教育科目

数理・情報系
〔情報科学〕

教科の勉学に対する総論

情報科学Ａ、Ｂ

情報機器としてのパソコンの利用は現代では必須事項になっています。この教科では、そうした必要性に

応じて情報科学の基礎となる概念の学習、文書作成、表計算、プレゼンテーション、インターネット、プロ

グラミングなど種々の項目から２、３の項目を選んで、組み合わせの異なるいくつかのクラスを設定してい

ます。どのクラスも出発は初心者でよいという考えで開講するので、当シラバスに書かれた学習項目と開講

時限を考慮して随意に選択をしてください。

なお、薬学部と医療衛生学部の学生は、学部開講の情報系必修科目との関係から、より幅広く情報科学を

学ぶために、情報科学Ａではなく情報科学Ｂ（または次のＣ）を選択する事をお勧めします。また、未来工

学部の学生は情報科学Ａが必修科目となっています。

情報科学Ｃ

パソコンにおいても利用権限の制限された一般ユーザと、全ての権限を与えられた管理ユーザが厳密に区

別されるようになりました。情報科学Ａ、Ｂでは一般ユーザとしてのパソコンの利用を学びます。しかし、

パソコンに新しい機能を追加したり、計測器を接続したり、ネットワークサーバとして利用したりするため

には、管理ユーザとしての権限が必要になります。

情報科学Ｃでは、学生に管理ユーザとしての全権限を与えて、コンピュータハードウェア、ソフトウェア

や周辺機器のインストール、ネットワーク管理などの仕組みを学びます。

履修方法について

情報科学では、パソコン台数に限りがあるため、受講者数が定員を超えないよう、初回授業よりも前に抽

選を開始します。履修希望者はこの抽選に参加して履修の許可を得る必要があります。ただし、未来工学部

の情報科学 は必修科目のため、抽選に参加する必要はありません。

具体的な募集については、学期の始めに一般教育部授業情報サイトに掲出されます。履修希望者は見落と

しのないよう注意してください。後期の分も、前期募集期間に募集し、後期になってからの募集は空きのあ

る場合のみとなりますから注意してください。

※詳しくは次頁を参照してください。

※各時限には定員がありますので、注意して下さい。

※優先学科以外の学生も応募出来ます。優先は、抽選の際に優先されるという事です。

情報科学の設定時間詳細



前

期

科目名 担当者 曜日 時限 定員 優先学科専攻等

情報科学Ａ 髙野 月 ２ ＭＢ優先

情報科学Ａ 髙橋 月 ３・４

情報科学Ａ 髙野 火 １・２ ＭＢ優先

情報科学Ａ 髙野 火 ５

情報科学Ａ 小川 火 ４・５

情報科学Ｃ 小川 火 ２

情報科学Ａ 小川 水 １・２

情報科学Ａ 福田 水 ２ ５

情報科学Ａ 髙橋 木 １・２

情報科学Ａ 藤田 木 ２・３・４

情報科学Ａ 福田 金 １・２

情報科学Ａ 吉田 勝 金 ２ ４・５

情報科学Ａ 吉田 勝 金 ３ ＦＵ必修

情報科学Ａ 原 金 ３・４ ＦＵ必修

情報科学Ｃ 福田 金 ４

後

期

情報科学Ｂ 髙橋 月 １ Ｚ・Ｅ教職優先

情報科学Ｂ 髙橋 月 ２

情報科学Ｂ 髙野 月 ３・４

情報科学Ｂ 髙野 火 １ Ｚ・Ｅ・Ｎ・Ｓ教職優先

情報科学Ｂ 髙野 火 ２ ＨＳ優先

情報科学Ｂ 小川 火 ４・５

情報科学Ｃ 小川 火 ２

情報科学Ｂ 小川 水 １ ＭＬ優先

情報科学Ｂ 小川 水 ２

情報科学Ｂ 福田 水 ５

情報科学Ｂ 髙橋 木 １

情報科学Ｂ 髙橋 木 ２ ОＴ優先

情報科学Ｂ 藤田 木 ２・３

情報科学Ｂ 福田 金 １ ＭＬ優先、Ｎ・Ｓ教職優先

情報科学Ｂ 吉田 勝 金 ２ ＭＬ優先

情報科学Ｂ 吉田 勝 金 ３ ＲＴ優先

情報科学Ｂ 吉田 勝 金 ４ Ｓ教職優先

情報科学Ｃ 福田 金 ４



前

期

科目名 担当者 曜日 時限 定員 優先学科専攻等

情報科学Ａ 髙野 月 ２ ＭＢ優先

情報科学Ａ 髙橋 月 ３・４

情報科学Ａ 髙野 火 １・２ ＭＢ優先

情報科学Ａ 髙野 火 ５

情報科学Ａ 小川 火 ４・５

情報科学Ｃ 小川 火 ２

情報科学Ａ 小川 水 １・２

情報科学Ａ 福田 水 ２ ５

情報科学Ａ 髙橋 木 １・２

情報科学Ａ 藤田 木 ２・３・４

情報科学Ａ 福田 金 １・２

情報科学Ａ 吉田 勝 金 ２ ４・５

情報科学Ａ 吉田 勝 金 ３ ＦＵ必修

情報科学Ａ 原 金 ３・４ ＦＵ必修

情報科学Ｃ 福田 金 ４

後

期

情報科学Ｂ 髙橋 月 １ Ｚ・Ｅ教職優先

情報科学Ｂ 髙橋 月 ２

情報科学Ｂ 髙野 月 ３・４

情報科学Ｂ 髙野 火 １ Ｚ・Ｅ・Ｎ・Ｓ教職優先

情報科学Ｂ 髙野 火 ２ ＨＳ優先

情報科学Ｂ 小川 火 ４・５

情報科学Ｃ 小川 火 ２

情報科学Ｂ 小川 水 １ ＭＬ優先

情報科学Ｂ 小川 水 ２

情報科学Ｂ 福田 水 ５

情報科学Ｂ 髙橋 木 １

情報科学Ｂ 髙橋 木 ２ ОＴ優先

情報科学Ｂ 藤田 木 ２・３

情報科学Ｂ 福田 金 １ ＭＬ優先、Ｎ・Ｓ教職優先

情報科学Ｂ 吉田 勝 金 ２ ＭＬ優先

情報科学Ｂ 吉田 勝 金 ３ ＲＴ優先

情報科学Ｂ 吉田 勝 金 ４ Ｓ教職優先

情報科学Ｃ 福田 金 ４
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基礎教育科目

自然科学系
〔物理学〕

教科の勉学に対する総論

物理学単位では、１群基礎教育科目として「物理学」、「物理学要習」、「物理学実験」を開講していま

す。「物理学実験」については、化学、生物学の実験と共に、自然科学系実験の紹介のページにまとめて記

してあります。ここでは、「物理学」と「物理学要習」の講義について説明します。

【物理学を学ぶ目的】

身近な例を考えてみると、物理学の方法によっていかに正確に自然現象を記述できるかが分かります。例

えば、太陽の周りを回る地球の運動は秒の単位で正確に計算されています。日食や月食が正確に予告通りに

起きることは知っての通りです。もちろん、地球ばかりでなく、惑星の運動はすべて「物理学」の一分野で

ある力学を用いて計算できます。この力学は、 つの簡単な法則が基礎となっています。このように、力学に

限らず、数少ない基本的な法則に基づいて様々な自然現象を正確・精密に記述する方法が物理学によって学

べます。

【物理学は様々な分野の発展の基礎になっている】

上述の惑星の運動の本質は、物理学者であったニュートンによって明らかにされましたが、現在では惑星

の運動は地学や天文学の分野で扱われています。別の例として生命科学の分野を挙げると、 の２重らせん

構造は、 線回折という物理学における実験方法を用いて、ワトソンとクリックにより解明され、メンデルに

よって統計的な現象として見いだされていた遺伝の法則に、核酸と呼ばれる分子における塩基の配列という

ミクロな理解が与えられました。このように、物理学は様々な分野の基礎になっています。

【勉強する内容】

ニュートンによって確立された、数少ない基本的な法則に基づいて様々な力学的現象を説明するという手

法は、その後、弾性体や流体のつり合いや運動、物質の温度と熱、振動と波動、音と光、電気と磁気、原子

や分子の構造解明などに適用され、基本法則の確立に成功を収めてきました。「物理学」の講義の内容は、

各学部での必要性にも対応させながら、これらの分野から重要な項目を選択し、各学部向け講義のシラバス

として以下の頁に示してあります。

【高等学校での履修状況に対応した講義】

「物理学」の講義は、高等学校で物理基礎や物理を選択してこなかった受講生にも理解できる内容から始

め、かつ、進級する学部の要請に対応したレベルまで進めるように行います。必要に応じて補講も行います

ので、高校での履修経験にこだわることなく履修して下さい。

【物理学要習】

上記のように、「物理学」の講義は高等学校での多様な履修歴に対応させてすすめますが、「物理学要

習」は、特に高等学校で物理を選択しなかった学生を対象に開講される科目です。高等学校の物理の中から

テーマを限定して選び、簡単な実験を見せ、それが物理学でどのように説明できるかを解説し、それに続い

て演習を行うことによって理解を深めます。これにより、「物理学」の講義がより平易に理解できるように

なります。
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基礎教育科目

自然科学系
〔化学〕

教科の勉学に対する総論

【講義】

本学のすべての学部・学科は、生命科学と深いかかわりを持っています。現代の生命科学の根底には、生

命現象をできる限り分子レベルで説明しようとする意識が強く流れています。したがって、本学で１群科目

として開講している「化学」は、一般教養的なものでなく、むしろ各学部の専門課程につながる基礎科目と

しての性格が強く、化学の基礎を順序だてて体系的に講義するよう意図されています。

入学試験の際に理科系科目が選択制であるために、新入生の化学の学力が不揃いになっています。この不

揃いを前提にして、一年間の講義を組み立ててはいますが、高校「化学基礎」を勉強しなかった人は下記の

「化学要習」を履修すると勉強がしやすくなります。

学部・学科によっては「化学」が選択の場合もありますが、ぜひ積極的に履修して下さい。

【実験】

化学実験の実習は学科単位で展開されており、ここでみなさんは化学の基本となる内容を６週間にわたっ

て学びます。ほとんどの新入生が高校時代に実験を経験していないので、実験内容には基本的なものを多く

取り入れています。また、実験操作、実験ノートの取り方、レポートの書き方などの習得を通して実験室活

動の最低限の心得や、科学的な考え方を身につけられるように計画されています。実験の課題によってはグ

ループ別に実験を行うこともありますので、途中で履修を放棄すると実験パートナーに迷惑をかけることに

なります。従って、自由選択科目の場合であっても、途中放棄は原則としてできません。

【要習】

高校理科教育の多様化による新入生の学力不足は、「化学」や「化学実験」の授業にかなりの支障をきた

しています。「化学要習」は、この障害を軽減するための科目です。本科目は、その教育内容が高校「化学

基礎」の重要部分であり、「化学」や「化学実験」を効率よく、また正しく理解するのに役立ちます。「化

学」の講義が選択である学部・学科の学生が本科目を履修する場合は、「化学」も履修する必要がありま

す。
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基礎教育科目

自然科学系
〔生物学〕

教科の勉学に対する総論

１群基礎科目として「生物学」と「生物学実験」、及び高等学校と大学における学習のスムーズな接続を

目的とした準備科目としての「生物学要習」を開講する。

「生物学」は、生物および生命の特性と生命現象についての基本的なことがらを科学的・体系的に理解し、

さらに生物学的なものの考え方を身につけることを第一の目的としている。従って、個々の知識を獲得する

だけでなく、講義全体を通じての内容の繋がりや生物学的意義、さらには、それぞれの知見が得られてきた

過程や背景などを理解するように努めてほしい。講義内容は生物学の基本的事項を中心としており、今後、

生物に関わる諸分野の勉学を行う際の基礎となるものである。所属学部や学科の分野に興味の的を絞らず、

偏りなく内容を理解し、知識を得て、その知識を応用できるように準備することが大切である。高校生物の

履修の有無に関わらず、新たな勉強をするつもりで授業を受けてほしい。

「生物学実験」は、生命現象の観察・実験の基礎的方法を体験し、自らの力で生命現象を把握・解析する姿

勢を作るための第一歩である。従って、実験マニュアルの予習により、実験の目的をよく把握し、その方法

をあらかじめ理解しておくように努力してほしい。実験は、出席し、自ら行い、まとめることが基本であ

り、履修の条件でもあることを常に念頭において受講してもらいたい。

「生物学要習」は、高等学校で「生物基礎」を履修しなかった学生を主な対象に、高等学校段階の生物学の

基本的な基礎知識を身につけてもらい、大学での「生物学」の授業内容の理解に役立てることを目的として

いる。
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基礎教育科目

自然科学系実験

自然科学系の実験について

自然科学は、自然現象の的確な観察（ ）とその正確な記述（ ）にその基礎をおい

ています。この観察と記述についての能力を高めることは、自然科学にかかわるものにとって、必須のこと

です。１年次に開講される、自然科学系の各実験はこの自然科学の基礎を身につける第一歩です。物理学、

化学、生物学の様々な分野の実験に自主的に取り組むことが、将来、みなさんがそれぞれの専門分野で学ぶ

ための自然科学的基礎力を育てます。積極的に履修してください。

実験場所

・物理学 物理学実習室 Ｌ１号館５階

・化学 化学実習室 Ｌ１号館５階

・生物学 生物学実習室 Ｌ１号館４階

※一部オンライン授業

実験の評価

・実験は全回出席しなければなりません。

やむを得ぬ事情で欠席した場合に限り、所定の欠席届を提出し、後日、１～２回の補充実験を

受講することができます。

・レポートは必ず指定された期日までに提出しなければなりません。

注意事項

・実験は午後１時より開始されます。開始時には指定された席ですぐに実験が開始できるよう

準備を整えておいてください。

・各実験の詳細は、Ｌ１号館学生ロッカー前の掲示板および、実習室前の掲示版に掲示されますので注意し

ておいてください。

・実験が選択科目である学部・学科の学生が実験を履修する場合、対応する自然科学系の講義科目（物理学・

化学・生物学）を必ず履修してください。



２０２４年度 自然科学教育センター実験日程表

学部

（ 学科 ）

学科

専攻

Ⅰ期

（ 前期前半 ）

Ⅱ期

（ 前期後半 ）

Ⅲ期

（ 後期前半 ）

Ⅳ期

（ 後期後半 ）
実験曜日

薬学部

Ｐ

ｸﾗｽ ，

ｸﾗｽ
生物学 物理学 水曜日

ｸﾗｽ ，

ｸﾗｽ
物理学 生物学 水曜日

獣医学部

Ｖ

獣医学科

Ｖ

物理学

選択可
化学 生物学 木曜日

動物資源科学科

Ｚ
化学

物理学

選択可
生物学 金曜日

生物環境科学科

Ｅ
化学 物理学 生物学 木曜日

医学部

Ｍ
生物学 金曜日

海洋生命科学部

ＭＢ

生物学

«MB24001～

MB24160»

物理学«全クラス»

選択可

化学

«a クラス»
金曜日

化学

«d クラス»

生物学

«MB24161～»
金曜日

医療衛生学部

Ａ

保健衛生学科

ＨＳ
化学

生物学

１科目選択

物理学

１科目選択
木曜日

医療衛生学部

Ａ

医療検査学科

ＭＬ
生物学

化学

１科目選択

物理学

１科目選択
木曜日

医療衛生学部

医療工学科

ＥＴ

臨床工学

ＣＥ
生物学 物理学 化学 木曜日

診療放射線技術科学

ＲＴ

生物学

２科目選択

物理学

２科目選択

化学

２科目選択
木曜日

医療衛生学部

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科

ＲＥ

理学療法学

ＰＴ

化学 生物学※

１科目選択
物理学 木曜日

作業療法学

ＯＴ

物理学 生物学

（１科目選択）

化学

１科目選択
木曜日

言語聴覚療法学

ＳＴ

化学 生物学※

選択可

物理学

選択可
木曜日

視覚機能療法学

ＯＶ
物理学

化学 生物学※

選択可
木曜日

未来工学部

ＦＲ

データサイエンス学科

ＦＵ
生物学 物理学 金曜日

１） 選択可 は任意選択。ただし、対応する講義科目も必ず履修すること。

２） １科目選択 は１科目を講義と同じ組合せで選択。

３） ２科目選択 は２科目を講義と同じ組合せで選択。

は必修科目

※ 履修者数により、化学実験・生物学実験の実施時期は後期 Ⅲ期またはⅣ期 に変更になる場合がある。
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２０２４年度 自然科学教育センター実験日程表

学部

（ 学科 ）

学科

専攻

Ⅰ期

（ 前期前半 ）

Ⅱ期

（ 前期後半 ）

Ⅲ期

（ 後期前半 ）

Ⅳ期

（ 後期後半 ）
実験曜日

薬学部

Ｐ

ｸﾗｽ ，

ｸﾗｽ
生物学 物理学 水曜日

ｸﾗｽ ，

ｸﾗｽ
物理学 生物学 水曜日

獣医学部

Ｖ

獣医学科

Ｖ

物理学

選択可
化学 生物学 木曜日

動物資源科学科

Ｚ
化学

物理学

選択可
生物学 金曜日

生物環境科学科

Ｅ
化学 物理学 生物学 木曜日

医学部

Ｍ
生物学 金曜日

海洋生命科学部

ＭＢ

生物学

«MB24001～

MB24160»

物理学«全クラス»

選択可

化学

«a クラス»
金曜日

化学

«d クラス»

生物学

«MB24161～»
金曜日

医療衛生学部

Ａ

保健衛生学科

ＨＳ
化学

生物学

１科目選択

物理学

１科目選択
木曜日

医療衛生学部

Ａ

医療検査学科

ＭＬ
生物学

化学

１科目選択

物理学

１科目選択
木曜日

医療衛生学部

医療工学科

ＥＴ

臨床工学

ＣＥ
生物学 物理学 化学 木曜日

診療放射線技術科学

ＲＴ

生物学

２科目選択

物理学

２科目選択

化学

２科目選択
木曜日

医療衛生学部

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科

ＲＥ

理学療法学

ＰＴ

化学 生物学※

１科目選択
物理学 木曜日

作業療法学

ＯＴ

物理学 生物学

（１科目選択）

化学

１科目選択
木曜日

言語聴覚療法学

ＳＴ

化学 生物学※

選択可

物理学

選択可
木曜日

視覚機能療法学

ＯＶ
物理学

化学 生物学※

選択可
木曜日

未来工学部

ＦＲ

データサイエンス学科

ＦＵ
生物学 物理学 金曜日

１） 選択可 は任意選択。ただし、対応する講義科目も必ず履修すること。

２） １科目選択 は１科目を講義と同じ組合せで選択。

３） ２科目選択 は２科目を講義と同じ組合せで選択。

は必修科目

※ 履修者数により、化学実験・生物学実験の実施時期は後期 Ⅲ期またはⅣ期 に変更になる場合がある。
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基礎教育科目

自然科学系要習

みなさんの中には、高等学校で「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」のいずれかが未履修で、大学

での「物理学」、「化学」、「生物学」の授業の理解に不安を感じている人もいることと思います。自然科

学教育センターでは、そのような学生がそれぞれの大学教育になるべくスムーズに接続するための準備教育

として、「物理学要習」、「化学要習」、「生物学要習」を開講しています。各要習は、それぞれの科目の

高等学校段階の最小限の基礎知識を身につけてもらい、大学段階の授業の理解に役立てることを目的とした

ものです。したがって、この科目は、それぞれの要習に対応する高等学校での科目が未履修である学生を対

象として展開されます。要習を履修する場合は、対応する自然科学系の講義科目（物理学・化学・生物学）

を必ず履修して下さい。この科目を履修するみなさんは、科目の目的をよく理解して、自然科学系基礎科目

の勉強に励んで下さい。

物理学要習 曜日時限別担当者一覧 ※オンライン授業 単位認定者：山本 洋

時限／曜日 月 火 水 木 金

１
※塩沢
・ 対象

２
※吉村

・ ・ 対象
※川上

・ ・ 対象

３
※關山
・ 対象

４
※關山

・ ・ 対象

５
※關山

・ ・ ・ 対象

化学要習 曜日時限別担当者一覧 単位認定者：須貝 昭彦

時限／曜日 月 火 水 木 金

１ 未定

２ 能登

３

４ 大極

５ 宇田 山口

生物学要習 曜日時限別担当者一覧 単位認定者：和田 浩則

時限／曜日 月 火 水 木 金

１ 中森 和田

２ 岩崎 和田 浜﨑

３

４ 増本 加藤 西村 坂田

５
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基礎教育科目

自然科学系

〔地学〕
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教養演習系科目

教養演習系科目には、教養演習Ａ、Ｂ、Ｃ、大学基礎演習、言語と文化Ａ・Ｂがあります。これらは、み

なさんの課題学習や議論あるいは実習活動等を主体とする、演習科目です。

履修に当たっての留意点

それぞれの科目には担当者によりいろいろな個性があります。また授業形態や授業の人数もいろいろで

す。履修希望者が受入予定人数より多い場合には抽選等によって受講者を決める授業もあります。多くの授

業は少人数でおこなわれますが、中教室での講義形式の授業になる場合もあります。

したがって、履修にあたっては、シラバスをよく読んで授業の内容や形式などを十分に検討するとともに

抽選の有無などについても気をつけてください。また、教養演習系科目においては、授業に出席し、積極的

に参加することがとても重視されていることも忘れないでください。

教養演習Ａ、Ｂ、Ｃ

担当教員がそれぞれの専門分野または関心領域を背景に演習のテーマを設定し、それぞれの方法で授業を

進めていきます。みなさんが自ら課題を見いだし、それに取り組み、解決していく能力を育むことが、この

科目の第一の目的です。さらに、みなさんに、普段なかなかふれる機会のない学問・研究を含む人間の活動

の諸分野にふれる機会をもってもらい、人間としての幅を広げてもらうこともおおきな目的です。

通年２単位の科目には「教養演習Ａ」、前期１単位の科目には「教養演習Ｂ」、後期１単位の科目には

「教養演習Ｃ」と科目名が付けられています。また、担当教員ごとにそれぞれの授業のテーマに沿った副題

が付けられています。

大学基礎演習

高校生から大学生への円滑な移行を目指し、みなさんの大学での学習を応援する内容の演習となっていま

す。この演習は「大学での勉強の仕方がわからない人」「仲間と積極的に交わりながら勉強していきたい

人」が、大学での学習方法を実践的に学び、身につけることを目的としています。この演習で大学での学び

方の基礎を知り、他の授業で応用することで、みなさんの４年間（６年間）の学びがより確かなものになる

でしょう。

この科目は半期１単位です。また、担当教員ごとにそれぞれの授業のテーマに沿った副題が付けられてい

ます。

言語と文化Ａ・Ｂ

世界には多様な言語、文化、習慣、価値観があります。世界の人たちと協力しお互いに高めあっていける人

となるには、英語以外の言語と英語圏以外の文化も学ぶとよいでしょう。この科目では、ドイツ語、フランス

語、オランダ語、フィリピノ語、中国語、韓国語を学びつつ、言語を通じてその国の文化を学びます。内容は

多岐にわたりますので、詳しい解説のページを別に設けました。詳しくはそちらを読んでください。



２０２ 年度教養演習・大学基礎演習の履修受入予定一覧

授業の性質上、各授業の受入人数に制限を設ける。履修希望者が多い場合は、抽選を行う

ため、履修を考えている場合は必ず４月第１週目に実施される抽選に参加すること。抽選の

手順については、抽選の手順については、本要項「 履修登録」を参照すること。当当選選ししたた

場場合合、、原原則則履履修修放放棄棄すするるここととははででききなないいたためめ、、よよくく考考ええてて抽抽選選すするるこことと。。

教養演習Ａ（通年）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

風岡 祐貴 火１ 古典ギリシャ語 対面 １０

前田 崇 火５ 想像力を拓く社会学 対面 ２４

教養演習Ｂ（前期）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

三田 順 火２ 東欧の文学を読む 対面 １６

伊藤 真吾 火２ ラプラス変換とフーリエ解析 対面 制限なし

古谷 倫貴 火２ グラフ倫理とゲーム 対面 ２０

大石 敏広 水２ 論理的思考のトレーニングⅠ 対面 ２０

山田 裕子 水２ 大学生のストレスマネジメント 対面 ４０

米山 泰祐 木２ 大学数学に触れてみよう 対面 １５

畠山 禎 金２ 食べ物をつうじてみる世界史 対面 １５

教養演習Ｃ（後期）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

安倍 希美 月２ 人とつながりつなぐ命と文化 併用 ３０

髙野 保真 月２ 土５ データサイエンスと オンライン ４０

三田 順 火２ 民族問題を考える 対面 ２０

赤澤とし子 火５ ライフスタイルの選択 対面 ２０

伊藤 真吾 水１ 多角的な視点による持続可能な未来への道標 対面 ２０

大石 敏広 水２ 論理的思考のトレーニングⅡ 対面 ２０

石塚 昌保 水２ 自分を知り人間関係を考える 対面 ２４

猪原 敬介 水２ 自らの読書を問い直す 対面 １５

大町 知久 木２
個人として生きながら

人間関係の中も生きる自分について考える
対面 ２０

畠山 禎 金２ 食べ物をつうじてみる世界史 対面 １５
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２０２ 年度教養演習・大学基礎演習の履修受入予定一覧

授業の性質上、各授業の受入人数に制限を設ける。履修希望者が多い場合は、抽選を行う

ため、履修を考えている場合は必ず４月第１週目に実施される抽選に参加すること。抽選の

手順については、抽選の手順については、本要項「 履修登録」を参照すること。当当選選ししたた

場場合合、、原原則則履履修修放放棄棄すするるここととははででききなないいたためめ、、よよくく考考ええてて抽抽選選すするるこことと。。

教養演習Ａ（通年）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

風岡 祐貴 火１ 古典ギリシャ語 対面 １０

前田 崇 火５ 想像力を拓く社会学 対面 ２４

教養演習Ｂ（前期）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

三田 順 火２ 東欧の文学を読む 対面 １６

伊藤 真吾 火２ ラプラス変換とフーリエ解析 対面 制限なし

古谷 倫貴 火２ グラフ倫理とゲーム 対面 ２０

大石 敏広 水２ 論理的思考のトレーニングⅠ 対面 ２０

山田 裕子 水２ 大学生のストレスマネジメント 対面 ４０

米山 泰祐 木２ 大学数学に触れてみよう 対面 １５

畠山 禎 金２ 食べ物をつうじてみる世界史 対面 １５

教養演習Ｃ（後期）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

安倍 希美 月２ 人とつながりつなぐ命と文化 併用 ３０

髙野 保真 月２ 土５ データサイエンスと オンライン ４０

三田 順 火２ 民族問題を考える 対面 ２０

赤澤とし子 火５ ライフスタイルの選択 対面 ２０

伊藤 真吾 水１ 多角的な視点による持続可能な未来への道標 対面 ２０

大石 敏広 水２ 論理的思考のトレーニングⅡ 対面 ２０

石塚 昌保 水２ 自分を知り人間関係を考える 対面 ２４

猪原 敬介 水２ 自らの読書を問い直す 対面 １５

大町 知久 木２
個人として生きながら

人間関係の中も生きる自分について考える
対面 ２０

畠山 禎 金２ 食べ物をつうじてみる世界史 対面 １５

 

教養演習Ｃ（後期）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

福田 宏 金２ 色彩情報処理入門 対面 １６

中村 陽子 金４ 身近な心理学 対面 ４０

 
大学基礎演習（前期）※ 必修クラスを除く

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

安川 智子 火２ 大学生としての学び方 対面 ２０

野島 高彦 火５ 理系スタイルのスタディ・スキル リケスタ 対面 ２４

大極 光太 水１ 大学生としての学び方 対面 ６４

猪原 敬介 水２ 大学生のための文章作成トレーニング 対面 １５

大学基礎演習（後期）

担当者 曜日時限 副題 授業形態 受入人数

畠山 禎 火５ 大学生としての学び方 対面 １５
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言語と文化Ａ・

教科の勉学に対する総論

「言語と文化Ａ・Ｂ」では、ドイツ語・フランス語・オランダ語・フィリピノ語・中国語・韓国語という六

種類の外国語を学べるようになっています。履修の方法に関しては学部・学科・専攻によって異なるので、下

記の「言語と文化Ａ・Ｂ」履修の手引きをよく読んで履修して下さい。

皆さんの多くは、外国語としてこれまでに英語を勉強してきたと思います。現状では、英語が一番有効な国

際的共通語といえますが、本当に英語だけ知ってさえいれば十分なのでしょうか。国連加盟国は か国に達

しており、それらの国々では合計 〜 種類もの言語が話されていると推定されています。最も国際的

に通用する言語である英語にしても、基本的にはそうした多様な人間の言語のうちの一つであるに過ぎません。

大学生となり、広い視野に立って多様な国際社会へ目を向けてみようと考えている皆さんには、さらに一歩進

んで、ぜひ英語以外の新しい言語にも挑戦して欲しいと思います。新しい言語を学ぶことによって得られる視

野の広がりは、直接的、間接的に人生を豊かなものとしてくれるでしょう。

「言語と文化Ａ・Ｂ」履修の手引き

「言語と文化Ａ・Ｂ」の履修を希望する場合は、以下の手引きおよび各学部・学科・専攻の学修要項をよく

読み、誤りのないように履修届を提出して下さい。

－ 「言語と文化Ａ」と「言語と文化Ｂ」の違い

「言語と文化Ａ・Ｂ」は共に通年科目であり、一年間通して履修し、試験等に合格して単位を認められる

と、二単位が認定されます。「言語と文化Ａ・Ｂ」には六つの言語が用意されていて、それぞれシラバスの

科目名には「言語と文化Ａ」（ドイツ語）・「言語と文化Ｂ」（中国語圏文化）等と記載されています。「Ａ」

も「Ｂ」も、どちらもはじめてその言語を学ぶ人のための初習（初級）外国語科目であることには変わりな

く、「Ａ」だけを履修することも「Ｂ」だけを履修することも、どちらも可能です。また、「Ａ」と「Ｂ」を

一つずつ履修することもできます。「Ａ」と「Ｂ」の内容上の違いは、「Ａ」では各言語の基本文法の学習に

重点が置かれているのに対し、「Ｂ」では各言語の文化的背景の学習やコミュニケーション能力の向上に重

点が置かれているという点にあります。このバランスやコンセプトは担当者によって異なるので、シラバス

をよく読み、内容を確認して下さい。

【注意１】それぞれの言語をしっかりと学びたいと考えている人には、各言語の「Ａ」と「Ｂ」を両方とも履

修することを勧めます。また、そのように考えている人には、後で説明するリンククラスが用意されていま

すので、リンククラスを履修することをさらに勧めます。



【注意２】「Ａ」と「Ｂ」はそれぞれ一科目（一授業）ずつ履修することができます。しかし、たとえば「Ａ」

（ドイツ語）と「Ａ」（フランス語）を一緒に履修することはできません。「Ａ」の中で一科目（一授業）、

「Ｂ」の中で一科目（一授業）履修することができます。したがって、たとえば「Ａ」（ドイツ語）と「Ｂ」

（フランス語圏文化）を一緒に履修することは可能です。

－ ．「言語と文化Ａ・Ｂ」に関する学部・学科別の単位の扱い

「言語と文化Ａ・Ｂ」は各学部・学科の学生が履修することができます。ただし、学部・学科によって選

択必修又は自由選択か違いますので、各学部・学科・専攻の学修要項をよく読んでおいて下さい。

― ．リンククラスについて

リンククラスは、三つの言語（ドイツ語・フランス語・中国語）それぞれの「言語と文化Ａ」と「言語と

文化Ｂ」を二科目セットで履修するクラスです。どちらか一方の科目のみを履修することはできません。各

言語の授業を週二回受けることになりますが、リンククラスの場合は、週二回の各授業を同じ教員が連続し

て教えることになります。したがって、異なる教員が受け持つ「言語と文化Ａ」と「言語と文化Ｂ」をそれ

ぞれ個別に選択して履修する場合よりも、無駄なく、より効率的に各言語を学ぶことができます。各言語を

しっかりと学び、各言語の検定試験の合格を目指したいと考える人には、リンククラスを履修することを強

く勧めます。

－ 「言語と文化Ａ・Ｂ」の各授業の履修上の注意

「言語と文化Ａ・Ｂ」の各授業の履修希望者は、それぞれ希望する授業（クラス）の第一回目授業（リン

ククラスの場合は先にある方の授業の第一回目）に必ず出席して、担当の先生の指示に従って下さい。

リンククラス セットで履修が必要

その他

担当科目 曜日時限 受入人数 担当者 担当科目 曜日時限 受入人数 担当者

言語と文化Ａ ドイツ語 木２ ２５ 風岡 言語と文化Ｂ オランダ語圏文化 火５ ３０ 三田

言語と文化Ａ ドイツ語 水 水 ２８ 井口 言語と文化Ａ 中国語 水１ 木２ ４０ 司馬

言語と文化Ａ ドイツ語 金２ ３２ 橋本 言語と文化Ａ 韓国語 木１ 木２ ２５ 金

言語と文化Ａ フランス語 火２ 木２ ３０ 真部 言語と文化Ａ フィリピノ語 火２ ３０ 山下

言語と文化Ａ フランス語 木１ ２５ 黒木

言語と文化Ｂ フランス語圏文化 木２ ２５ 黒木

担当科目 曜日時限 担当科目 曜日時限 受入人数 担当者

言語と文化Ａ ドイツ語 リンク ） 火４ 言語と文化Ｂ ドイツ語圏文化 リンク ） 金２ ２５ 三田

言語と文化Ａ ドイツ語 リンク ） 木１ 言語と文化Ｂ ドイツ語圏文化 リンク ） 火２ ２５ 風岡

言語と文化Ａ フランス語 リンク 火１ 言語と文化Ｂ フランス語圏文化 リンク ） 木１ ３０ 真部

言語と文化Ａ 中国語 リンク４ 水２ 言語と文化Ｂ 中国語圏文化 リンク４ 木１ ３０ 司馬



【注意２】「Ａ」と「Ｂ」はそれぞれ一科目（一授業）ずつ履修することができます。しかし、たとえば「Ａ」

（ドイツ語）と「Ａ」（フランス語）を一緒に履修することはできません。「Ａ」の中で一科目（一授業）、

「Ｂ」の中で一科目（一授業）履修することができます。したがって、たとえば「Ａ」（ドイツ語）と「Ｂ」

（フランス語圏文化）を一緒に履修することは可能です。

－ ．「言語と文化Ａ・Ｂ」に関する学部・学科別の単位の扱い

「言語と文化Ａ・Ｂ」は各学部・学科の学生が履修することができます。ただし、学部・学科によって選

択必修又は自由選択か違いますので、各学部・学科・専攻の学修要項をよく読んでおいて下さい。

― ．リンククラスについて

リンククラスは、三つの言語（ドイツ語・フランス語・中国語）それぞれの「言語と文化Ａ」と「言語と

文化Ｂ」を二科目セットで履修するクラスです。どちらか一方の科目のみを履修することはできません。各

言語の授業を週二回受けることになりますが、リンククラスの場合は、週二回の各授業を同じ教員が連続し

て教えることになります。したがって、異なる教員が受け持つ「言語と文化Ａ」と「言語と文化Ｂ」をそれ

ぞれ個別に選択して履修する場合よりも、無駄なく、より効率的に各言語を学ぶことができます。各言語を

しっかりと学び、各言語の検定試験の合格を目指したいと考える人には、リンククラスを履修することを強

く勧めます。

－ 「言語と文化Ａ・Ｂ」の各授業の履修上の注意

「言語と文化Ａ・Ｂ」の各授業の履修希望者は、それぞれ希望する授業（クラス）の第一回目授業（リン

ククラスの場合は先にある方の授業の第一回目）に必ず出席して、担当の先生の指示に従って下さい。

リンククラス セットで履修が必要

その他

担当科目 曜日時限 受入人数 担当者 担当科目 曜日時限 受入人数 担当者

言語と文化Ａ ドイツ語 木２ ２５ 風岡 言語と文化Ｂ オランダ語圏文化 火５ ３０ 三田

言語と文化Ａ ドイツ語 水 水 ２８ 井口 言語と文化Ａ 中国語 水１ 木２ ４０ 司馬

言語と文化Ａ ドイツ語 金２ ３２ 橋本 言語と文化Ａ 韓国語 木１ 木２ ２５ 金

言語と文化Ａ フランス語 火２ 木２ ３０ 真部 言語と文化Ａ フィリピノ語 火２ ３０ 山下

言語と文化Ａ フランス語 木１ ２５ 黒木

言語と文化Ｂ フランス語圏文化 木２ ２５ 黒木

担当科目 曜日時限 担当科目 曜日時限 受入人数 担当者

言語と文化Ａ ドイツ語 リンク ） 火４ 言語と文化Ｂ ドイツ語圏文化 リンク ） 金２ ２５ 三田

言語と文化Ａ ドイツ語 リンク ） 木１ 言語と文化Ｂ ドイツ語圏文化 リンク ） 火２ ２５ 風岡

言語と文化Ａ フランス語 リンク 火１ 言語と文化Ｂ フランス語圏文化 リンク ） 木１ ３０ 真部

言語と文化Ａ 中国語 リンク４ 水２ 言語と文化Ｂ 中国語圏文化 リンク４ 木１ ３０ 司馬
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特色ある教育科目

本学では、特色ある教育科目として「北里の世界」「農医連携論」「仕事と人生」「チーム医療論」を展

開しています。

「北里の世界」
細菌学･免疫学の基礎を築き、予防医学の面で多くの人命を救った北里柴三郎の事績を学び、その理念が結

実した本学の現況を理解するとともに、生命科学系総合大学に学ぶ私たちに求められている『生命科学･医学

の進展と制御』、また、その『両者の調和』を図ることを学ぶ。

「農医連携論」
農医連携ってなに？と疑問を持つ一年生の皆さんは多いことでしょう。「農」を食・環境・多様な生命、

「医」を人の健康の維持・増進ととらえれば、農医連携の目指すところは「あらゆる生命との共存を図りな

がら、食・環境と人の健康の維持・増進とのつながりを考えるための連携」と理解できます。今後、豊かで

持続可能な健康な社会を作るために農医連携は大きなヒントを与えてくれるでしょう。ぜひ受講して下さ

い。

「仕事と人生（未来への羅針盤）」
“仕事と人生”の底流は、科学と技術の進化にしたがう社会構造の移り変わり、あるいはジェンダーなど

の理解を含む個と集団のつながりの変化にともない、常に変動する。生命科学を基盤とする様々な分野の話

から、未知の世界を見聞きして視野を広げることにより、“未来への羅針盤”として自身の今後の人生を考

える契機とすることを学ぶ。

「チーム医療論」
生命科学、医学の進展に伴って医療は急速に高度化・細分化しており、多様な医療専門職の知を結集して

行わなければ個々の患者に対して最善の医療を提供することは困難となっている。さらに、医療に対する社

会のニーズも大きく変化しており、単に病気を治すばかりでなく、どのように診断・治療が行われるか、倫

理的、心理的、社会的な側面も含めた対応が求められており、医療の質が大きく問われている。

患者を中心にした最適な医療を実践するために、医療の流れ、医療チーム構成員とその職能、役割、医療

倫理をはじめとしたチーム医療に関する基本的知識を学ぶ。
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科科 目目 名名 チーム医療論 【 年度】

授授 業業 対対 象象

薬学部１年生、医学部１年生、看護学部１年生、

医療衛生学部１年生、健康科学部看護学科１年生

（他学部聴講も可）

履履 修修 区区 分分

薬学部（薬学科）、医学部、医療衛生学部、健康科学部：

群必修科目

薬学部（生命創薬科学科）、看護学部： 群選択科目

授授 業業 期期 間間 年度 後期 月曜 時限（ 時 分～ 時 分） 授授 業業 形形 態態 講 義 単単 位位 数数 １単位

科科目目責責任任者者 学 長 担担 当当 者者 下記のとおり 開開 講講 場場 所所 オンデマンド（配信講義）

授授業業のの目目的的

近年の生命科学、医学の進展に伴って医療は急速に高度化・細分化している。また、疾病構造や人口構造も大きく変ってきており、医療は

複数の医療専門職の知を結集して行わなければその実施は困難である。さらに、医療に対する社会のニーズも大きく変化してきており、単

に病気を治すばかりでなく、どのように診断・治療が行われるかというプロセス、倫理的、心理的、社会的な側面も含めた対応が必要にな

る等、医療の質が大きく問われている。このように、患者を中心にした最適な医療を実践するためには、多種類の医療専門職の協働（チー

ム医療）が不可欠であり、そのための優れた人材の育成が急務である。

北里大学では、医療系学部と専門学校を擁し、 に及ぶ医療専門職を育成する教育を展開している。また、大学附属の３つの病院と連携し

た臨床教育も大きな特徴となっている。このような環境のもとに、本講義では、チーム医療の構成員として自身の専門性を活かし積極的に

医療に参画し、より安全で質の高い医療を実践できるように、医療の流れ、医療チーム構成員とその職能・役割、医療倫理をはじめとして

チーム医療に関する基本的知識を修得する。

教教 育育 内内 容容

日本の医療システム概要（保健福祉システムとの関連）、専門職種の理解（医療関連職種の職能、役割等）、疾患と医療チーム（医療現場で

形成される医療チームとその構成員の連係プレーの具体例）、クリティカルパス、医療倫理、コミュニケーション論、先進医療におけるチー

ム医療の例等、チーム医療に関する共通認識を深めるための内容を講義する。

教教 育育 方方 法法

各学部および医療現場からの教員による主にパワーポイント、プリント等を用いた講義（オムニバス方式、一部演習も含む）映像をオンデ

マンド形式で配信する。前回の講義内容の復習、とくにキーワードについて整理しておくこと。

教育効果を高めるため、各講師より講義課題が提示され、レポート提出を課す。

【フィードバックの方法】科目責任者より、総評が などにより、フィードバックされる。

授業外学習：１５時間

準準 備備 学学 習習

（（予予習習・・復復習習））

． 予習（ 分程度）

自分の職種の医療現場における役割、専門性を調べて臨む。

他の医療保健福祉専門職の役割、専門性を調べて臨む。

． 復習（ 分程度）

講義内容・配布資料をもとに、講義終了後、講義で学んだこと、議論したことを見直し、自分の考えを整理し、理解を深める。

また、ニュース、新聞等から現在の医療現場におけるチーム医療の課題について考え、望ましい将来のチーム医療について考察し、

次の講義に臨む。

回回 担担 当当 者者 項項 目目 授授 業業 内内 容容 （（開開講講日日））

島袋 香子※
（学長）

【オンライン】
イントロダクション

科目概要の説明、チーム医療の必要性とその意義、北里大学の医療系学部・専門学校とチーム医療教育を

紹介する。 （ ）

松永 篤彦※
医療衛生学部教授

【オンライン】

専門職種の理解

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、視能訓練士 の教育体系、役割、機能、権限、医療チーム内位置付

けを説明する。 （ ）

別府 千恵※
大学病院 看護部長

【オンライン】

専門職種の理解
病院施設における看護職の役割および他職種がどのようなチームを構成し、医療の質や安全を

保証しているかを解説する。 （ ）

田ヶ谷浩邦※
医療衛生学部教授

【オンライン】

保健・医療・福祉システム概要 我が国の保健・医療・福祉システムについて、システム・成員の連携、外国との比較等を説明する。（ ）

五味 勉※
医療衛生学部教授

【オンライン】

専門職種の理解
保健衛生学科の概要と教育内容、取得可能資格、医療チーム内での位置付けおよび臨床検査技師、臨床工学

技士、診療放射線技師の教育体系、役割、機能、権限、医療チーム内での位置付けを説明する。 （ ）

渡邊 昌彦※
（北里研究所病院長）

【オンライン】

疾患と医療チーム 北里研究所病院の特徴と、特にチーム医療病院実習を説明する。 （ ）

佐藤 之俊※
（ 病院長）

【オンライン】

疾患と医療チーム
北里大学メディカルセンター（ ）の特徴と、地域医療支援病院におけるチーム医療を説明する。

（大学病院との相違等） （ ）

髙相 晶士※
（北里大学病院長）

【オンライン】

疾患と医療チーム 北里大学病院の特徴と、大学病院の特性から見たチーム医療を説明する。 （ ）

内山 勝文※
（医学部教授）

【オンライン】

組織移植医療における

チーム医療
臓器移植、骨移植におけるチーム医療の大切さとその構成職種を解説する。 （ ）

齋藤有紀子※
（医学部准教授）

【オンライン】

渡邉 達也※
医学部講師

【オンライン】

医療倫理
治験におけるチーム医療の特徴について解説し、患者の人権を尊重する説明文書のあり方と、患者のインフォ

ームドコンセントの大切さを説明する。 （ ）
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左右田 哲※
大学病院

【オンライン】

専門職種の理解
医療ソーシャルワーカーの役割、機能および病院内医療チームおよび地域の保健福祉・医療チームとの連

携の実際を説明する。 （ ）

尾鳥 勝也※
（大学病院薬剤部長）

【オンライン】

専門職種の理解
薬剤師と法、 年制薬学教育の概要、医療環境の変化と薬剤師、チーム医療における薬剤師の仕事、薬剤

師としての医療への貢献等を説明する。 （ ）

内山 勝文※
（医学部教授）

【オンライン】

医療安全 医療におけるリスクマネジメントを説明する。 （ ）

有田 悦子※
（薬学部教授）

【オンライン】

チーム医療における

コミュニケーション

専門職間のコミュニケーション、患者とのコミュニケーション、患者の心理、言語・非言語コミュニケー

ション等を説明する。 （ ）

守屋 達美※
（健康管理センター

センター長）

【オンライン】

チーム医療の科学的・客観的検証
糖尿病性腎症におけるチーム医療を例に挙げて、チーム医療の科学的・客観的検証の必要性を解説する。

（ ）

到到 達達 目目 標標

患者を指向した質の高い医療の提供を目標に、チーム医療の構成員として自身の専門性を活かし積極的に医療に参画する事ができるようにな

るために、医療の流れ、各医療職の職能、医療倫理、コミュニケーションなどのチーム医療に関する基礎知識を習得する。

・学生がチーム医療の構成員として自身の専門職の専門性を説明することができる。

・学生がチーム医療の構成員として自身の専門職の専門性を意識した論点を述べることができる。

・学生がチーム医療の構成員としてリーダーシップ、メンバーシップを意識してディスカッションに参画することができる。

・学生が他の学生の意見を真摯に聞くことができる。

・学生が自身の意見と異なる意見を尊重した態度で聞くことができる。

成成 績績 評評 価価 のの

方方 法法 とと 基基 準準

薬学部・医療衛生学部・看護学部・健康科学部：毎回の講義レポートを総合的に評価する（ ％）。なお、欠席は減点をする。

医学部：レポート提出状況 ％ 、レポート内容点 ％ 、総合テスト ％ を評価の配分とする。

・レポート内容点は講義の 回目と 回目を指す。

・総合テストは全講義終了後実施し、再試験は実施しない。

・全講義のレポート提出を必須とするが、諸事情により欠席した場合、全講義で 回以上のレポート提出、且つ医学部教員講義

（第 ～ 回講義及び第 回講義）で 回以上のレポート提出に満たない場合は総合テストの受験資格を喪失し、不合格とする。

学学 生生 へへ のの

メメ ッッ セセ ーー ジジ

チーム医療の必要性や意義を理解し、医療の場におけるチームワークが医療の質と安全性の向上、患者の の向上に大きく貢献することを

認識してほしい。本学のチーム医療教育プログラムは、 にも及ぶ医療専門職の教育を行っている大学ならではの特色ある教育プログラムで

あり、本講義で学んだ基礎知識とチーム医療に関する認識を、高学年で行う「オール北里チーム医療演習」、「チーム医療病院実習」「国際チ

ーム医療演習」等で存分に発揮して、社会に出てからの糧としていただきたい。

実実務務経経験験のの授授業業へへのの
活活用用方方法法

【渡邊 昌彦】病院での臨床経験を踏まえ、北里研究所病院の特徴と、チーム医療病院実習について説明する。

【佐藤 之俊】病院での臨床経験を踏まえ、地域医療支援病院である北里大学メディカルセンタ―の特徴とチーム医療について説明する。

【髙相 晶士】病院での臨床経験を踏まえ、北里大学病院の特徴と、大学病院の特性から見たチーム医療について説明する。

【尾鳥 勝也】病院での臨床経験を踏まえ、チーム医療における薬剤師の役割と業務の実状を説明する。

【内山 勝文】病院での臨床経験を踏まえ、移植医療におけるチーム医療の大切さを説明する。

【松永 篤彦】病院での経験を踏まえ、リハビリテーションを展開する際のチーム医療について説明する。

【齋藤 有紀子】病院・研究機関での倫理審査の経験を踏まえ、臨床・研究における の意義と重要性について説明する。

【渡邉 達也】病院での実務経験を踏まえ、治験におけるチーム医療の実際と の役割について説明する。

【有田 悦子】病院での臨床教育経験を踏まえ、チーム医療におけるコミュニケーションの意義と重要性について説明する。

教教科科書書 ･･ 参参考考書書 書書 名名 著著 者者 名名 出出 版版 社社 名名 定定 価価（（円円））

参参考考書書

『実践 チーム医療論』インタープロフェッショナル・ヘ

ルスケア― 実際と教育プログラム
水本清久、他 編著 医歯薬出版

ＩＰＷを学ぶ 埼玉県立大学 編 中央法規

（ 現在）
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２ ． ２ 群 科 目
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※は当該授業科目に関連する実務経験のある教員を表す



海洋生命科学概論（MB201-CS01）
英　文　名英　文　名 :: Outline of Marine Bioscience
科 目 概 要科 目 概 要 :: 海洋生命科学科１年前期 [(15コマ)]、２群科目、必修、講義、２単位(30時間)
必 要 授 業必 要 授 業
時間外学習時間外学習 :: 60時間

担　当　者担　当　者 ::

朝日田　卓 (※)(環境生物学 魚類生態学) asahida@kitasato-u.ac.jp
天野　勝文 (増殖生物学 水族生理学) amanoma@kitasato-u.ac.jp
●菅野　信弘 (応用生物化学 食品化学) kan-no@kitasato-u.ac.jp
小檜山　篤志 (環境生物学 環境微生物学) kobiyama@kitasato-u.ac.jp
神保　充 (※)(応用生物化学 資源化学) mjinbo@kitasato-u.ac.jp
高田　健太郎 (応用生物化学 生物化学) ktakada@kitasato-u.ac.jp
水澤　寛太 (増殖生物学 魚類分子内分泌学) mizusawa@kitasato-u.ac.jp
三宅　裕志 (※)(環境生物学 海洋無脊椎動物学) miyake@kitasato-u.ac.jp
森山　俊介 (応用生物化学 水族機能生物学) morisuke@kitasato-u.ac.jp
千葉　洋明 (※)(増殖生物学 水族増殖学) h.tiba@kitasato-u.ac.jp
中村　修 (増殖生物学 水族病理学) naosamu@kitasato-u.ac.jp
難波　信由 (※)( 環境生物学 水圏植物学) nanba@kitasato-u.ac.jp
天野　春菜 (応用生物化学 資源化学) a-haruna@kitasato-u.ac.jp
田中丸　真琴 (※)

講　義　室講　義　室 ::

実務経験のある教員実務経験のある教員

教員名教員名 内容

朝日田　卓朝日田　卓 漁場調査や種苗生産現場における経験を通じて得た魚類等の生態や多様性、戦略等の情報（映
像を含む）を、学生が実感できるように活用している。

神保　充神保　充 近年の保健機能食品は医薬品的な性格を持っており、その作用機構、評価などについて，民間企
業研究所で研究開発をした経験を踏まえて説明する。

三宅　裕志三宅　裕志 深海研究機関でおこなってきた研究や水族館で展示飼育や生涯学習の現場経験を活かした授業
を行う。

千葉　洋明千葉　洋明 企業研究所での養殖業および餌料開発を通して得た実務経験をもとに、知識のみならず現場の雰
囲気が理解できるよう、視覚的な資料を積極的に活用している。

難波　信由難波　信由 企業研究所でのさまざまな生物を対象とした生理・生態学的研究に関する実務経験を活かして、基
礎生産者が果たす役割を、学生が具体的に理解できるような授業を行っている。

田中丸　真琴田中丸　真琴 学生向けキャリア支援経験と企業向けコンサルティング経験を活かして、時代に求められる人材養
成を目指した実践型講義を実施する。　

資格取得コースとの関係資格取得コースとの関係

教職課程教職課程

学芸員養成課程学芸員養成課程

食品衛生管理者・ 監視員任用資格食品衛生管理者・ 監視員任用資格

自然再生士補資格自然再生士補資格 ◯ 必修科目

学習・ 教育目標との対応学習・ 教育目標との対応

◯ A: 多面的思考能力 ◯ B: 自然科学の基礎知識・理解 ◎ C: 専門分野の知識・技術     D: 問題解決能力

    E: 実務能力     F: コミュニケーション能力 ◯ G: 技術者倫理 ◯ H: 継続的学習能力

授業の目的授業の目的

本授業科目は海洋生命科学部における学修の「序論」と位置付けられ、海洋生命科学部における4年間の学修内容全
体を鳥瞰するとともに、卒業後の進路を視野に入れた学修目的意識の涵養を図ることを目標としている。すなわち、海洋
生命科学分野に関連する諸問題を概説することにより、海に生息する生物とその環境である海に対する理解を深め、将来
にわたって我々が多種多様な水圏生物をどのようにして保全し利用していけばよいかを考える。
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授業の内容授業の内容

Ⅰ. 海洋生命科学を学ぶ
1. 海洋生命科学概論ガイダンス
2. 学部の歩みと大学での学び

Ⅱ. 海洋生命科学概論
1. 生命のはじまり
・ 地球と生命の誕生、そして海洋生物の繁栄
2. 生物の環境としての海洋
・ 海洋環境と陸上環境の違い
3. 水の生命を支える基盤
・ 一次生産者としての植物プランクトン
4. 海洋生物の適応戦略
・ 適応戦略の分子機構
・ 生殖，摂餌などの生理的特性
・ 生体防御
・ 化学的コミュニケーション
5. 水圏生物の多様性とその利用
・ 有用水圏生物を増やす
・ 食料としての利用
・ 有用物質の利用と機能
6. 人間活動にともなう環境変化と水圏生物
・ 環境変化と水圏生物
・海域の利用
7. 海洋生命科学の最前線研究
・研究船、練習船、潜水船を用いた海洋生物研究やそのアウトリーチとしての水族館の役割
・海洋生物の毒

授業の方法授業の方法 本授業はオムニバス形式の講義科目である。講義はスライド・プリントなどを使用して行なう。

種別種別 書名書名 著者・編者著者・編者 発行所発行所 値段(円)値段(円)

教科書教科書 適宜補足資料を配付する

参考書参考書 講義内で紹介する

学生の到達目標学生の到達目標

内容内容 学習・教育目標との対応学習・教育目標との対応

1. 生物環境としての海洋について，その特性を生命現象と関連させながら概説することが
できる。

目標BH

2. 海洋生態系の基本構造について，その概略を説明できる。 目標CH

3. 海洋生物の適応戦略について，例を挙げて説明できる。 目標CH

4. 海洋生物利用の実際やその考え方について，例を挙げて説明できる。 目標CH

5. 人間の営みが海洋生物の生命現象に与える影響を説明できる。 目標AH

6. 水圏生物資源利用に関わる技術者が果たすべき社会的責任を概説できる。 目標GH

評価方法・評価基準・評価方法・評価基準・
フィードバックの方法フィードバックの方法

小レポート（第2回〜第14回の各授業で実施）と総合レポート（第14回の授業で課題を発表しま
す） [100%]
評価基準： 各回のテーマを正確に理解していること
フィードバックの方法： 総合レポートに教員のコメントを付し、達成度確認授業（第15回）で返却す
る

学習支援情報・その他注意等学習支援情報・その他注意等 質問は随時受け付ける

授業計画授業計画

回回 実施項目実施項目 学習内容と学習課題学習内容と学習課題 担当者担当者

1 Ⅰ．海洋生命科学を学ぶ
（天野勝文・水澤・田中丸
）
1. 海洋生命科学概論オ
リエンテーション
2. 学部の歩み・大学の歩
み

Ⅱ. 海洋生命科学概論
1. 生命のはじまり（天野
勝文）

・ 海洋生命科学部で学ぶ目的と概要を理解する
・ 能動的学習の重要性
・ 海洋生命科学概論の内容
・ 地球と生命の誕生、そして海の生物の繁栄

【予習】
海洋生命科学部の概要
地球の歴史と生命の誕生について［Key words: 地球の誕生、生命の誕生、
酸素、カンブリア大爆発］

【復習】
海洋生命科学部の歩み
講義内容のまとめ

天野　勝文
水澤　寛太
田中丸　真琴
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2 2. 生物の環境としての
海洋（小檜山）

・ 海洋環境と陸上環境の違い 

【予習】
海洋を動かす力について予習 ［Key words: 風、コリオリ力、風成（表層）循
環、熱塩（深層）循環、不均一分布］

【復習】
講義内容のまとめ

小檜山　篤志

3 3. 水の生命を支える基
盤（難波）

・ 一次生産者としての植物プランクトン

【予習】
海洋の一次生産について予習 [Key Words:海産植物、植物プランクトン、海
藻、沿岸の生産構造、沿岸漁業］

【復習】
講義内容のまとめ

難波　信由

4 4. 海洋生物の適応戦略
－（1）（水澤）

・適応戦略の分子機構

【予習】
光環境と生物の関わりについて予習 （「生物学」（石川統、東京化学同人）の
7.1.3節と7.2.1節）[Key Words: 光、色覚、体色、カモフラージュ]

【復習】
講義内容のまとめ

水澤　寛太

5 4. 海洋生物の適応戦略
－（2）（天野勝文）

・ 生殖、摂餌などの生理的特性

【予習】
生物の行動を制御する要因について予習 [Key Words: 脳、下垂体、生殖腺
、脳ホルモン，生物リズム]

【復習】
講義内容のまとめ

天野　勝文

6 4. 海洋生物の適応戦略
－（3）（中村）

・ 生体防御

【予習】
体の防御機構について予習 [Key Words: 生体防御]

【復習】
講義内容のまとめ

中村　修

7 4. 海洋生物の適応戦略
－（4）（森山）

・ 化学的コミュニケーション

【予習】
生物間の化学的コミュニケーションについて予習 [Key Words:フェロモン、
アレロメミクス、誘因物質、共生、レクチン]

【復習】
講義内容のまとめ

森山　俊介

8 5. 水圏生物の多様性と
その利用－（1）（千葉）

・有用水圏生物を増やす

【予習】
海洋からタンパク質獲得の方策について予習 [Key Words: 水産増養殖、世
界人口の増加、食糧自給率、栽培漁業、環境保全]

【復習】
講義内容のまとめ

千葉　洋明

9 5. 水圏生物の多様性と
その利用－（2）（菅野）

・ 食料としての利用

【予習】
食料確保と機能性の利用について予習[Key Words: 飢餓人口、食料自給
率、栄養素、非栄養素、食品の機能性］

【復習】
講義内容のまとめ

菅野　信弘

回回 実施項目実施項目 学習内容と学習課題学習内容と学習課題 担当者担当者
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10 5. 水圏生物の多様性と
その利用－（3）（神保）

・ 有用物質の利用と機能

【予習】
海洋からの有効な物質とその探索について予習 [Key Words: Drugs fro
m the Sea, 生理活性物質］

【復習】
講義内容のまとめ
総合レポートの作成

神保　充

11 6. 人間活動にともなう環
境変化と水圏生物－（1）
（朝日田）

・ 環境変化と水圏生物

【予習】
地球が抱える問題について予習 [Key Words:水質悪化、物理的環境改変（
ダム、埋め立て、護岸など）、地球温暖化、生物多様性、表層流と深層流]

【復習】
講義内容のまとめ
総合レポートの作成

朝日田　卓

12 6. 人間活動にともなう環
境変化と水圏生物－（2）
（天野春菜）

・化学物質が海洋生物に与える影響

【予習】
化学物質について予習 [Key Words: 生態リスク評価、防汚物質、毒性評価
］

【復習】
講義内容のまとめ
総合レポートの作成

天野　春菜

13 7.　海洋生命科学の最
前線研究－（1）（三宅）

・研究船、練習船、潜水船を用いた海洋生物研究やそのアウトリーチとしての
水族館の役割 

【予習】
海洋について研究している機関や水族館の活動について調べておくこと [Ke
y Words: 深海、潜水船、飼育展示　飼育研究］

【復習】
講義内容のまとめ
総合レポートの作成

三宅　裕志

14 7　海洋生命科学の最前
線研究－（2）（高田）

・海洋生物の毒

【予習】
海海洋生物が保有する毒について予習 [Key Words:テトロドトキシン、神経
毒、魚毒、生体防御物質 ］

【復習】
講義内容のまとめ
総合レポートの作成

高田　健太郎

15 達成度確認（天野勝文） 講義内容の理解度を確認し、総まとめを行う

レポートを返却する

【予習】
講義内容のまとめ

【復習】
講義内容の総まとめ

天野　勝文

回回 実施項目実施項目 学習内容と学習課題学習内容と学習課題 担当者担当者
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ラーニング・スキル（MB212-CS02）
英　文　名英　文　名 :: Learning Skills
科 目 概 要科 目 概 要 :: 海洋生命科学科１年前期 [(8コマ)]、２群科目、必修、講義、１単位(15時間)
必 要 授 業必 要 授 業
時間外学習時間外学習 :: 30時間

担　当　者担　当　者 ::

●天野　勝文 (増殖生物学 水族生理学) amanoma@kitasato-u.ac.jp
林﨑　健一 (環境生物学 魚類生態学) ken-ichi@kitasato-u.ac.jp
田中丸　真琴 (※)
クラス主任

講　義　室講　義　室 ::

実務経験のある教員実務経験のある教員

教員名教員名 内容

田中丸　真琴田中丸　真琴 学生向けキャリア支援経験と企業向けコンサルティング経験を活かして、時代に求められる人材養
成を目指した実践型講義を実施する。

学習・ 教育目標との対応学習・ 教育目標との対応

    A: 多面的思考能力     B: 自然科学の基礎知識・理解     C: 専門分野の知識・技術 ◯ D: 問題解決能力

    E: 実務能力 ◎ F: コミュニケーション能力 ◯ G: 技術者倫理 ◎ H: 継続的学習能力

授業の目的授業の目的

この授業では、最初にコミュニケーションの社会生活における重要性を認識させる。さらに大学生活の中で身につけてお
くべき能力を具体的に示すことで、コミュニケーションの重要性を再認識させる。次に、大学での学習に不可欠な基本的ス
キル、すなわち、効率的・計画的な学習技術、科学情報の収集・整理・活用法、科学的文章表現技術、科学レポートの作
成方法等のスキルを習得させる。授業は主に講義形式で進めるが、科学的文章表現技術および科学レポートの作成方
法に関しては、演習的内容を盛り込むことによって、実際のレポート作成に活用できるスキルを身につけさせることを目指
す。

授業の内容授業の内容

Ⅰ. コミュニケーション能力の重要性
Ⅱ. 海洋生命科学部で身につけるべき能力
1. 大学での学び
・能動的学習の薦め
・シラバスの使い方
・科学を学ぶ者の態度
2. 情報収集と整理の方法
・図書館の利用
・コンピュータによる情報収集
・情報の評価と整理
3. レポートの作成技法
・正しい日本語を身につける
・科学レポートに用いる日本語
・レポートの書き方・仕上げ方
・図表作成の基本
・レポート作成演習

授業の方法授業の方法 本授業科目は複数の教員が担当する講義・演習科目である。第7-8回の演習授業はクラスごとに実施する。

種別種別 書名書名 著者・ 編者著者・ 編者 発行所発行所 値段(円)値段(円)

教科書教科書 －

参考書参考書 授業内で紹介する

学生の到達目標学生の到達目標

内容内容 学習・ 教育目標との対応学習・ 教育目標との対応

1. 海洋生命科学の重要性を理解し、計画的に学習する習慣を身につける。 目標H

2. 具体的テーマについて情報を収集・整理し、論理的構成を考えることができる。 目標DG

3. 科学レポートにおける日本語表現法を修得する。 目標F

評価方法・ 評価基準・評価方法・ 評価基準・
フィードバックの方法フィードバックの方法

小レポート（第3回〜第6回） [40%]
提出された課題レポートと添削後のレポート [60%]
評価基準： 小レポートは、各回の授業の要点を的確に把握しているかを基準に評価する。
課題レポートおよび添削レポートは、指示に従った文章作成力を基準に評価する。
フィードバックの方法： 課題レポートをクラス主任が添削し、返却。修正したものをもう一度提出さ
せ、再度添削したものを返却。

学習支援情報・ その他注意等学習支援情報・ その他注意等

小レポートは授業内で実施する場合と授業時間外学習として実施する場合がある
レポートの添削は各クラス主任が担当し、クラスごとに授業を実施する
本授業科目の目的は大学基礎演習（一般教育科目）のそれと一部重複するので大学基礎演習を
履修する場合は実施内容をよく確認すること

授業計画授業計画
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回回 実施項目実施項目 学習内容と学習課題学習内容と学習課題 担当者担当者

1 Ⅰ. コミュニケーション能
力
・自分の考えを相手に伝
えるには

・コミュニケーションの重要性を理解する
・伝えたいことのどのくらいが相手に伝わるかを体験する

【予習】
ー

【復習】
講義内容の復習

田中丸　真琴

2 Ⅱ. 大学生活で身につけ
るべき力
1. 目標設定と能動的学
習の薦め

・高校までの学習と大学での学びの違いを理解する
・学習指針としてのシラバスの利用法を理解する
・科学技術を学ぶ者に必要な学習態度について考える

【予習】
シラバスの記載項目および内容について確認しておく

【復習】
講義内容の復習と整理

田中丸　真琴

3 2. 情報収集と整理の方
法
・学習と研究のための図
書館の利用法
・PCやスマートフォン、タ
ブレットによる情報収集
・情報の評価と整理

・大学での学習と研究に必要な情報と情報源を理解する
・科学技術情報を図書館を利用して集める方法を理解する
・科学技術情報をPCやスマートフォン、タブレットを利用して集める方法を理解
する
・集めた情報の評価と整理の仕方を理解する

【予習】
学部ホームページで「シラバス」にアクセスし、1年次の必修科目で苦手そうな
科目を検索し、教科書を調べる
北里大学OPACで、1年次科目の教科書１冊以上を下のURLから検索し、検
索結果のスクリーンショットを撮る
https://saosrv.kitasato-u.ac.jp/opac/opac_search/　または、「北里
大学　OPAC」で検索

【復習】
配布された復習課題を完成させて、教務課へ提出する

林﨑　健一

4 3. レポートの作成技法 －
（1）
・正しい日本語を身につ
ける

・正しい日本語の必要性を説明できるようになる
・文章中の非文や悪文を見つけ訂正することができるようになる

【予習】
非文とは何か、悪文とは何かについて調べ、例を示すことができるようにしてお
く

【復習】
復習用小レポートの完成

天野　勝文

5 3. レポートの作成技法 －
（2）
・科学レポートの日本語

・科学レポートを作成するために必要な日本語表現法を習得する

【予習】
－

【復習】
講義内容の復習と整理

天野　勝文

6 3. レポートの作成技法 －
（3）
・科学レポートの書き方・
仕上げ方
・図表作成の基本

・科学レポートの基本的フォーマットを理解する
・科学レポートの核となる図表の作成技法を身につける

【予習】
・他科目の教科書、新聞、Web等で使われている図表表現法について調べる

【復習】
・復習用レポートの完成
・添削用課題レポートの作成

天野　勝文

7 3. レポートの作成技法 －
（4）
・レポートの作成の実践 
－（1）

・添削された内容を理解し、正しく訂正することができるようにする

【予習】
第4回〜第6回までの講義内容を再確認しておく

【復習】
訂正レポートの作成

クラス主任

8 3. レポートの作成技法 －
（4）
・レポートの作成の実践 
－（2）

・添削された内容を理解し、より分かりやすい文章を構成することができる

【予習】
第4回〜第6回までの講義内容を再確認しておく

【復習】
講義全体のまとめと振り返り

クラス主任
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生物海洋学（MB201-EB01）
英　文　名英　文　名 :: Biological Oceanography
科 目 概 要科 目 概 要 :: 海洋生命科学科１年後期 [(15コマ)]、２群科目、必修、講義、２単位(30時間)
必 要 授 業必 要 授 業
時間外学習時間外学習 :: 60時間

担　当　者担　当　者 :: ●三宅　裕志 (※)(環境生物学 海洋無脊椎動物学) miyake@kitasato-u.ac.jp
講　義　室講　義　室 ::

実務経験のある教員実務経験のある教員

教員名教員名 内容

三宅　裕志三宅　裕志 海洋研究機関で研究船での調査航海や様々な無脊椎動物の分類や生態研究 をおこなってきた経
験を活かして実験授業を行う。

資格取得コースとの関係資格取得コースとの関係

教職課程教職課程 ◯ 教科及び教科の指導法に関する科目/大学が独自に設定する科目

学芸員養成課程学芸員養成課程

食品衛生管理者・ 監視員任用資格食品衛生管理者・ 監視員任用資格

自然再生士補資格自然再生士補資格 ◯ 必修科目

学習・ 教育目標との対応学習・ 教育目標との対応

◯ A: 多面的思考能力 ◎ B: 自然科学の基礎知識・理解 ◯ C: 専門分野の知識・技術     D: 問題解決能力

    E: 実務能力     F: コミュニケーション能力     G: 技術者倫理 ◯ H: 継続的学習能力

授業の目的授業の目的

地球上で起こっているいろいろな問題（温暖化、台風の大型化、漁獲量減少、海面上昇など）はいずれも「海洋」と密接
に関連し、「海洋」の理解無くしては解決は困難である。本講義では、その「海洋」を生物的・生態的な視点から学ぶこと
を通して、海洋の役割を理解し、今後私達は海とどのように向き合う必要があるのかを考える基本的な素養を身につける
ことを目的とする。具体的には、海洋の構造、海水の物理・化学的特性、海水の流動など海洋生物が暮らす環境につい
て最初に解説する。次いで、海洋に生息している多様な植物や動物を概観した上で、これら動植物の生態的特性、被食・
捕食関係、海洋での物質循環、水産資源の変動要因、海洋汚染の原因や現状、地球温暖化の理由などについて正しい
理解を深める。

授業の内容授業の内容

1　地球の歴史における海洋の誕生
2　海洋の非生物的環境、海洋大循環、潮の流れ
3　植物プランクトンの分類、生態
4　動物プランクトンの分類、生態　　
5　底生生物の分類、生態、底生生物群集　
6　ネクトンの分類、生態と水産海洋学　　　　　
7　海洋環境と人間活動の関わり

授業の方法授業の方法 教科書に沿って、補助テキスト、パワーポイント、動画などを使って解説･説明する。

種別種別 書名書名 著者・ 編者著者・ 編者 発行所発行所 値段(円)値段(円)

教科書教科書 生物海洋学第２版 C.M.Lalli&T.R.Persons 監
訳:関文威　訳:長沼毅

講談社サイエンティフィク 3,900+税

参考書参考書 海洋学　原著第4版 ポール・R・ピネ著
東京大学海洋研究所監訳

東海大学出版会 5600+税

参考書参考書 海の科学 柳　哲雄 恒星社厚生閣 1,900+税

参考書参考書 海洋科学入門-海の低次生物
生産過程-

多田邦尚・一見和彦・山口一
岩

恒星社厚生閣 2,700＋税

参考書参考書 海洋生態学 日本生態学会編　担当編集
委員　津田敦・海洋生態学

共立出版 3400+税

参考書参考書 謎解き・海洋と大気の物理 保坂直紀 講談社ブルーバックス 980（税別）

参考書参考書 海洋生物学ー地球を取りまく
豊かな海と生態系

P.V.Mladenov著、窪川かお
る訳

丸善出版 1,080

参考書参考書 海洋ブラスチック汚染　「プラ
なし」博士、ゴミを語る

中嶋亮太著 岩波書店　 1400（税別）

参考書参考書 地球を巡る不都合な物質-拡
散する化学物質がもたらすも
の-　　　　　　

日本環境化学会編著 講談社ブルーバックス 1000（税別）

参考書参考書 地球46億年気候大変動　炭
素循環で読み解く地球気候
の過去・現在・未来　　

横山祐典 講談社ブルーバックス 1200（税別）
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学生の到達目標学生の到達目標

内容内容 学習・教育目標との対応学習・教育目標との対応

1. 水、海水の特性、海水の流動要因などについて説明できる。 目標BC

2. 海洋生物を生態学的に分類し、それぞれの生態学的役割について説明できる。 目標BC

3. 海洋における物質循環、エネルギー効率、気象との関係について説明できる。 目標BC

4. 海洋の利用や海洋生物相への人間の影響について説明できる。 目標BC

評価方法・評価基準・評価方法・評価基準・
フィードバックの方法フィードバックの方法

定期試験 [100%]
評価基準： 試験では到達目標に関連した問題を出題することで、その到達度を評価する。
フィードバックの方法： 答案返却を行う。

学習支援情報・その他注意等学習支援情報・その他注意等

「生物海洋学」は環境や海洋生物に関わる2群、3群科目の基礎となる科目です。教科書のほか、
参考書のうちどれかひとつを是非購入して、理解に役立てて下さい。
講義テキストは必要に応じて渡しますので、教科書を含めて予習、復習して下さい。
映像や最近の話題などを紹介することにより、解りやすく解説します。

授業計画授業計画

回回 実施項目実施項目 学習内容と学習課題学習内容と学習課題 担当者担当者

第1回 ガイダンス
海洋の地史的変遷

講義の目標、授業の進め方、評価基準の説明、地球の歴史における海洋の誕
生

【予習】
シラバスの理解、講義全体像の概観、大学入試レベルの生命の起源と進化に
ついて復習しておくこと

【復習】
講義概要の整理、地球誕生から原始海洋形成の理解

三宅　裕志

第2回 生物海洋学の基礎知識
非生物的環境

海洋環境と海洋生物の分類、専門用語とその概念、生物海学の発展、海水に
含まれる元素，水の特性

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおくこと。

【復習】
海水の成分、特性海水の塩分組成、塩分の定義、水の特性（水温，塩分、密度
、水圧）

三宅　裕志

第3回 非生物的環境：海流、海
水の駆動

コリオリ力、大気の循環、吹送流、エクマン輸送、地衡流、西岸境界流、ラングミ
ュア渦、密度流、熱塩循環（深層大循環）、内部波、引力による潮汐流

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおくこと。

【復習】
コリオリ力の方向、吹送流、エクマン輸送、地衡流、熱塩循環、干満差の理由と
頻度

三宅　裕志

第4回 植物プランクトン1 植物プランクトンの分類、光合成と一次生産、光と光合成

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおき、大学入試レベルの光合成につ
いて復習しておくこと

【復習】
植物プランクトンの分類と代表的生物、光合成と環境

三宅　裕志

第5回 植物プランクトン2 増殖速度における栄養塩類の影響、一次生産の物理的制限、地球規模での
植物プランクトン生産

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおき、大学入試レベルの光合成の
制限要因について復習しておくこと

【復習】
植物プランクトンの時空間分布が異なる理由と要因、リービッヒの最小律、レッ
ドフィールド比、HNLC海域

三宅　裕志

第6回 動物プランクトン1 採集方法
終生プランクトン：分類と生物学的特性、一時プランクトン

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおくこと

【復習】
動物プランクトンの分類と代表的生物、動物プランクトンの役割

三宅　裕志
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第7回 動物プランクトン2 鉛直分布、鉛直移動、終生プランクトンの動物地理学、動物プランクトン群集
構造の長期変動

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおくこと

【復習】
プランクトン群集とその時空間的分布

三宅　裕志

第8回 エネルギー流と物質循環
1

食物連鎖とエネルギー転送、食物網

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおき、大学入試レベルの陸上および
水圏の食物連鎖・食物網について復習しておくこと

【復習】
環境の違いと食物連鎖・食物網の違い、生食連鎖と微生物ループの関係、エ
ネルギー効率

三宅　裕志

第9回 エネルギー流と物質循環
2

二次生産の測定、海洋と陸上における有機物生産の比較、物質循環

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおき、大学入試レベルの生態系とそ
の保全、同化効率、窒素循環、炭素循環について復習しておくこと

【復習】
同化効率、窒素循環、炭素循環、物質生産に関する陸と海の違い

三宅　裕志

第10
回

ネクトンと水産海洋学 ネクトンの種類、水産業と水産海洋学、栽培漁業　　

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおくこと

【復習】
ネクトンの分類と代表的生物、漁獲、漁業管理、現存量の変動、栽培漁業

三宅　裕志

第11
回

ベントス 底生植物、底生動物、ベントス群集構造を決める要因

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおき、大学入試レベルの生物群集と
生態系、保全の部分の復習をしておくこと

【復習】
底生区分、ベントスの分類と代表的生物、生物学的特性、採集法、ベントス群
集構造を決める要因、幼生分散

三宅　裕志

第12
回

底生生物群集1 潮間帯、岩礁域、海中林、砂浜

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおき、大学入試レベルの生物群集と
生態系、保全の部分の復習をしておくこと

【復習】
上記それぞれの生物群集の違いとその理由

三宅　裕志

第13
回

底生生物群集2 河口域、サンゴ礁、マングローブ、深海

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおき、大学入試レベルの生物群集と
生態系、保全の部分の復習をしておくこと

【復習】
上記それぞれの生物群集の違いとその理由

三宅　裕志

第14
回

海洋生物相への人間の
影響

漁業への影響、海洋汚染(重金属、原油、海洋ゴミ・マイクロプラスチック、富栄
養化)、海洋生物の移入と移動、個別の海洋環境への影響

【予習】
教科書の実施項目に関する部分を読んでおき、大学入試レベルの生物群集と
生態系、保全の部分の復習をしておくこと 

【復習】
大気汚染、海洋汚染、地球温暖化、海ゴミ、外来種問題、河口域、マングローブ
、サンゴ礁など個別の場所における環境問題

三宅　裕志

定期試験 三宅　裕志

回回 実施項目実施項目 学習内容と学習課題学習内容と学習課題 担当者担当者
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第15
回

理解度確認
試験結果講評
試験解説

理解度の確認

【予習】
試験問題のやり直し、疑問点の洗い出し

【復習】
理解不足の部分の復習

三宅　裕志

回回 実施項目実施項目 学習内容と学習課題学習内容と学習課題 担当者担当者

− 381 −





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ．教 職 課 程





〔教職課程〕

１．教職課程とは

教育職員（以下「教員」という。）を志望する学生が、教員になるために必要な授業科目を履修する課程

を教職課程といいます。この教職課程を履修する（所定の授業科目の単位を修得する）と教育職員免許状

（以下「教員免許状」という。）が授与されます。獣医学部（以下「本学部」）で

教職課程を履修すると表１のような種類の免許状が取得できます。

教職課程の履修には多くの努力が必要となりますので、安易な気持ちでの選択は中途での挫折に結びつき

やすいので避けてください。一方、教員を目指し、わが国の教育界に貢献しようという高い志をもつ学生

は、進んで教職課程を履修することを期待します。教員免許状はその努力に見合う価値ある資格です。

表１ 取得できる免許状と学部･学科

免許状の種類 学 部 学 科

理科 中学校教諭一種及び

高等学校教諭一種

 
海洋生命科学部

 
海洋生命科学科

教職課程のカリキュラムは、教育職員免許法及び同施行規則に定める以下の１）～３）のグループの科目を

履修します。教職課程ではこれらの学習を通して、人間性を磨き、専門職としての教員に求められている資質

や能力を身につけます。

１）「教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項／各教科の指導法（情報通信技術の活用

を含む）」

２）「教育の基礎的理解に関する科目等（教育の基礎的理解に関する科目／道徳、総合的な学習の時間等の

指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目／教育実践に関する科目）」

３）「免許法施行規則第６６条の６に定める科目（日本国憲法／体育／数理、データ活用及び人工知能に関す

る科目※又は情報機器の操作／外国語コミュニケーション）」

その他「大学が独自に定める科目」という区分がありますが、他の科目の履修で代替できますので上記３

つのグループになります。

２．教職課程の履修要項

本学部の教職課程で履修する１）「教科及び教科の指導法に関する科目」、２）「教育の基礎的理解に関する

科目等」、３）「免許法施行規則第 条の に定める科目」を以下に示します。

１）教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項／各教科の指導法）」

●「教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項）」は、取得する免許状の教科によっ

て異なります。本学部では、表２に示されている科目をすべて含めて合計 単位以上の修得が定められて

います。なお、この「教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項）」には、学科の専門

科目が割り当てられています。

※〔文部科学省からの通知より〕

「数理・データ活用及び人工知能に関する科目を設置する場合は、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認

定制度により認定されたプログラムにおける科目であること。」

この通知に基づいて、現在、本学のプログラムは、認定をまだ受けていないことから、 年度入学生については、

従来の「情報機器の操作」に該当する科目を履修してください。



また、「教科及び教科の指導法に関する科目（各教科の指導法）」については、取得する免許状の種類・

教科によって違っています。本学部では、表３に示されている科目の修得が定められています。

 
 

表２ 教科「理科」における、 表３ 中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）

教科に関する専門的事項 における、各教科の指導法と履修学年

物  理  学 

物理学実験 

化 学 

化学実験 

生  物  学 

生物学実験 

地 学 

地学実験 

 
 
 
 
 
 

それぞれ 1 単位以上 
 

計 20 単位 

 

理科教育法Ⅰ（ 年次） 単位

理科教育法Ⅱ（ 年次） 単位

理科教育法Ⅲ（ 年次） 単位

理科教育法Ⅳ（ 年次） 単位

 
 
 

計８単位

 
２）教育の基礎的理解に関する科目等

「教育の基礎的理解に関する科目等」として修得する科目とその単位数は、免許状の種類（中学・高校一種）

や科目によって相違があり、その最低修得単位数は中学校で 単位、高等学校で 単位ですが、本学の開講

単位数は中学校で 単位、高等学校で 単位です。本学での「理科」の免許状は中学校と高等学校の両方を

取得することを原則にしていますので、 単位を修得することになります。表４は、免許状取得のために本学

が定めた科目とその単位数です。

 
表４ 教育の基礎的理解に関する科目等と履修学年（ ）内は単位数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※科目によっては履修学年の変更もある。

３）文部科学省令によって定められた科目

これは、免許状の種類や教科に関係なく、免許状を取得するすべての学生が修得すべき科目です。

海洋生命科学部海洋生命科学科

科目名 配当年次

教職概論 （２） １

教育課程論 （２） １

教育原理Ⅰ （２） １

教育原理Ⅱ （２） ２

教育心理学 （２） ２

特別支援教育概論 （１） ２

教育方法論 （１） ２

ＩＣＴ活用の理論と方法 （１） ２

道徳教育論 （２） ２

生徒指導論 （２） ３

特別活動及び総合的な学習の時間指導論（２） ３

教育相談・進路指導論 （２） ３

教育実習講義 （１） ４

教育実習 （４） ４

教職実践演習（中・高） （２） ４



また、「教科及び教科の指導法に関する科目（各教科の指導法）」については、取得する免許状の種類・

教科によって違っています。本学部では、表３に示されている科目の修得が定められています。
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２）教育の基礎的理解に関する科目等

「教育の基礎的理解に関する科目等」として修得する科目とその単位数は、免許状の種類（中学・高校一種）
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取得することを原則にしていますので、 単位を修得することになります。表４は、免許状取得のために本学

が定めた科目とその単位数です。

 
表４ 教育の基礎的理解に関する科目等と履修学年（ ）内は単位数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※科目によっては履修学年の変更もある。

３）文部科学省令によって定められた科目

これは、免許状の種類や教科に関係なく、免許状を取得するすべての学生が修得すべき科目です。

海洋生命科学部海洋生命科学科

科目名 配当年次

教職概論 （２） １

教育課程論 （２） １

教育原理Ⅰ （２） １

教育原理Ⅱ （２） ２

教育心理学 （２） ２

特別支援教育概論 （１） ２

教育方法論 （１） ２

ＩＣＴ活用の理論と方法 （１） ２

道徳教育論 （２） ２

生徒指導論 （２） ３

特別活動及び総合的な学習の時間指導論（２） ３

教育相談・進路指導論 （２） ３

教育実習講義 （１） ４

教育実習 （４） ４

教職実践演習（中・高） （２） ４

表５ 免許法施行規則第 条の に定める科目 （ ）内は単位数

日本国憲法ＡまたはＢ ２

健康とスポーツ演習 ２

英語ＢⅠ １ 、ＢⅡ １

情報科学Ａ ２ またはＢ ２

４）その他、履修することが望ましいとされている科目（ゆとりがあれば履修してほしい科目）

表６ 履修することが望ましい科目

哲学の楽しみＡ 哲学の楽しみＢ 倫理学Ａ 倫理学Ｂ 心理学Ａ 心理学Ｂ
 
 
３．介護等体験の実施 以上の科目の単位修得の他に、小学校及び中学校の義務教育の教員免許状を申請するた

めには、介護等体験特例法に基づく介護等の体験に関する証明書の添付が義務付けられ、本学では「理科」

免許状取得をめざす学 生は７日間の介護等体験をします。介護等体験は特別支援学校と社会福祉施設などで

介護や介助、これらの者 との交流等の体験を通して行います。このような体験は教員になるためだけでな

く、一社会人として生きていく上でもとても貴重な体験となります。学生は、この意義深い体験をして、将

来の教員としての資質を磨きます。海洋生命科学部の学生は２年次で特別支援学校での介護等体験実習（２

日間）・３年次で社会福祉施設で の介護等体験実習（５日間）を行います。

 
 
４．教職課程履修者の１年次の履修科目選択上の注意 教職課程の履修登録は、１年次の初め（４月中旬ま

で）の履修科目登録期間中です。この時期を失すると再び申し込む機会はありませんので、ぜひ慎重に考

えて決めてください。 教職課程の履修登録後は、早速、１年次から免許状取得に必要な科目（表７）の履

修が始まりますので、履修科目の登録の際は十分に注意を払うことが必要です。また、この１年次の科目の

ほとんどは、卒業に必要な 科目の単位にもなっています。

表７ 教職課程履修者の１年次での履修登録を必要とする科目 （ ）内は単位数

〈すべての教職課程履修者が履修登録する科目〉

ａ．日本国憲法Ａ ２ または日本国憲法Ｂ ２

ｂ．健康とスポーツ演習 ２

ｃ．英語ＢⅠ １ 、ＢⅡ １

ｄ．情報科学Ａ ２ またはＢ ２

ｅ．教職概論 ２

ｆ．教育原理Ⅰ ２

ｇ．教育課程論 ２

〈海洋生命科学部の教職課程履修者が履修登録する科目〉

ａ．物理学 ４

ｂ．物理学実験 １

ｃ．化学 ４

ｄ．化学実験 １

ｅ．生物学 ４

ｆ．生物学実験 １

ｇ．地学 ４

ｈ．地学実験 １

 
５．教職課程の履修申し込みについて 教職課程の履修登録は、１年次の初め（４月中旬まで）に行います。

履修希望者は、「教職課程説明会（ガイダンス）」に出席し、説明を聞いた上で、手続きをしてください。履

修手続きは、「教職課程履修登録カード」 に必要事項を記入し教職課程履修料（１年次納入額 円）

の証紙を証紙販売機で購入し、指定された期限までに提出してください。登録の窓口は、教職課程センタ

ー（Ｓ号館１階）です。



教職概論（MB601-TC11）
英　文　名英　文　名 :: Introduction to Teaching Profession
科 目 概 要科 目 概 要 :: 海洋生命科学科１年前期 [(15コマ)]、教職課程科目、必修、講義、２単位(30時間)
必 要 授 業必 要 授 業
時間外学習時間外学習 :: 60時間

担　当　者担　当　者 :: ●田中　保樹
講　義　室講　義　室 ::

実務経験のある教員実務経験のある教員

教員名教員名 内容

田中　保樹田中　保樹 中学校の教員、教育委員会の指導主事、文部科学省の教科調査官、国立教育政策研究所の学力
調査官・教育課程調査官の経験をもつ教員が、最新の教育に関する情報を基にした教職について
指導を行う。

資格取得コースとの関係資格取得コースとの関係

教職課程教職課程 ◯ 教育の基礎的理解に関する科目等

学芸員養成課程学芸員養成課程

食品衛生管理者・ 監視員任用資格食品衛生管理者・ 監視員任用資格

自然再生士補資格自然再生士補資格

授業の目的授業の目的
現代社会における教職の重要性の高まりを背景に、教職の意義、教員の役割・資質能力・職務内容等について身に付
け、教職への意欲を高め、さらに適性を考え、進路選択に資する教職の在り方を理解する。また、教員として求められる資
質能力の育成を目指して、教員養成において身に付けたい資質能力を養う。

授業の内容授業の内容
「学校教育とは何か、教員の役割とは何か」を中心に、現在の学校教育が抱える諸課題に対し、何が求められており、何
をなすべきかについて、教員の立場で考える基礎をつくる。そのため、まとまりごとに討論や発表、レポート等の作成を行
い、聴く、読解する、考える、書く、説明することを通して、思考力、判断力、表現力等を育成する。

授業の方法授業の方法

【教育方法】
教科書、参考書、配付するレジュメや資料等に基づく授業を基本とし、討論や発表等を行い、まとまりごとにレポート等の
作成を行う。また、授業ごとに学んだことと振り返りを「学修の記録」に整理することで、自らの学びを調整して授業の目的
を実現できるようにする。

種別種別 書名書名 著者・ 編者著者・ 編者 発行所発行所 値段(円)値段(円)

教科書教科書 教育小六法2024 勝野正章ほか 学陽書房 2,900円＋税

参考書参考書 小学校学習指導要領（平成2
9年告示）
解説　総則編

文部科学省 東洋館出版社
文部科学省WEBサイトに公
開

295円＋税

参考書参考書 中学校学習指導要領（平成2
9年告示）
解説　総則編

文部科学省 東山書房
文部科学省WEBサイトに公
開

251円＋税

参考書参考書 高等学校学習指導要領（平
成30年告示）
解説　総則編

文部科学省 東洋館出版社
文部科学省WEBサイトに公
開

380円＋税

学生の到達目標学生の到達目標

内容内容

1. 公教育の目的とその担い手である教員の存在意義を理解している。

2. 進路選択に向け、他の職業との比較を通して、教職の職業的特徴を理解している。

3. 教職観の変遷を踏まえ、今日の教員に求められる役割を理解している。

4. 今日の教員に求められる基礎的な資質能力を理解している。

5. 生徒への指導及び指導以外の校務を含めた教員の職務の全体像を理解している。

6. 教員研修の意義及び制度上の位置付け並びに専門職として適切に職務を遂行するため生涯にわたって学び続ける ことの必要性を
理解している。

7. 教員に課せられる服務上・身分上の義務及び身分保障を理解している。

8. 校内の教職員や多様な専門性をもつ人材と効果的に連携・分担し、チームとして組織的に諸課題に対応することの重要性を理解し
ている。
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評価方法・評価基準・評価方法・評価基準・
フィードバックの方法フィードバックの方法

【評価方法と割合】
到達目標と次の評価規準に即して、パフォーマンス評価によって評価し評定する。なお、パフォーマ
ンス評価は、まとまりごとにおける討論や発表、レポートなど（70％）と、課題等に対して粘り強く取
組を行う中で自らの学びを調整するなど主体的に取り組む態度（30％）について行う。
【評価規準】
○教職の意義、教員の役割及び職務内容、チーム学校運営に関することについて理解し考察して
いる。
○学習指導要領や教育に関する法規等を踏まえた自分の考えや意見を論理的に構成し、それを
他者へ適切に説明している。
○教育課題を捉えその解決を図るための方策や取組を考えている。

【フィードバック方法】
授業における形成的な評価を基に、必要に応じて指導に生かし授業の目的を実現できるようにす
る。また、授業ごとの「学修の記録」の記述に対し、次の授業においてコメントしたり補ったりするこ
とで、各自の学びの調整を促す。

学習支援情報・その他注意等学習支援情報・その他注意等

まとまりごとにおける課題に対して、授業で配付された資料と、さらに必要と考えられる資料等を基
に、討論や発表における資料などやレポートを作成する。
日頃から新聞、雑誌、報道番組等における教育関係の記事や番組に関心をもち、教育に関する課
題について自ら学ぶことで、疑問点や考えを記録しておき授業に生かす。また、各授業の終わりの
自己評価において、学んだことを明確にすることで、教職に関する知識や技能の習得を図る。

教職に関心をもち、教員を目指す者としてふさわしい態度で授業に臨む。時間を守り、遅刻等に気
を付ける。

授業計画授業計画

回回 実施項目実施項目 学習内容と学習課題学習内容と学習課題 担当者担当者

1 "教職概説（１）
（教員の意義と求められ
る資質能力）

公教育の目的と教員の意義についての理解に基づき、教職を目指す自らの
現状と考えを捉え、教員に求められる資質能力の育成に対する見通しをもつ。

田中　保樹

2 "教職概説（２）
（教育における課題）

これまで受けてきた教育の振り返りと、報道等で取り上げられている教育に関
する問題等から、現在の教育における課題を明らかにする。

田中　保樹

3 "教職概説（３）
（教育における課題）

現在の教育における課題の追究を通して、その解決を図るための方策や取組
を考える。

田中　保樹

4 学習指導要領（１） 学習指導要領の変遷と、学習指導要領の理念や内容等について理解する。 田中　保樹

5 学習指導要領（２） 学習指導要領を踏まえた教育の在り方について考察する。 田中　保樹

6 生徒指導とインクルーシ
ブ教育の理解を踏まえた
実習に向けて

生徒指導やインクルーシブ教育と、学習における体験の意義を理解し、介護等
体験実習と教育実習を能動的に学べるようにする。

田中　保樹

7 教員の役割（１） 教職観の変遷を踏まえ、今日の教員に求められる役割について理解し考察す
る。

田中　保樹

8 教員の役割（２） 今日の教員に求められる基礎的な資質能力の理解を踏まえて、教員を目指し
ている現在の自分の姿を捉え、今後の自分の在り方について考えられるよう
にする。

田中　保樹

9 教員の職務内容（１） 生徒への指導及び指導以外の校務を含めた教員の職務の全体像について理
解し考察する。

田中　保樹

10 教員の職務内容（２） 教員に課せられる服務上・身分上の義務及び身分保障について理解し考察
する。

田中　保樹

11 教員の職務内容（３） 教員研修の意義及び制度上の位置付け並びに専門職として適切に職務を遂
行するため生涯にわたって学び続けることの必要性について理解し考察する。

田中　保樹

12 チーム学校運営への対応 校内の教職員や多様な専門性をもつ人材と効果的に連携・分担し、チームと
して組織的に諸課題に対応することの重要性について理解し考察する。

田中　保樹

13 "教職の意義（１）
（教職への理解と進路選
択）

進路選択に向け、他の職業との比較を通した教職の職業的特徴の理解に基
づき、自らを振り返り、教員として適性を熟考する。

田中　保樹

14 教職の意義（２） 公教育の目的とその担い手である教員の存在意義について理解し考察する。 田中　保樹

15 教職に関するまとめ 14回の授業を通して学んだことから、学校教育や教職の意義と本質について
の考えをまとめる。

田中　保樹
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教育課程論（MB601-TC12）
英　文　名英　文　名 :: Curriculum Theory
科 目 概 要科 目 概 要 :: 海洋生命科学科１年後期 [(15コマ)]、教職課程科目、必修、講義、２単位(30時間)
必 要 授 業必 要 授 業
時間外学習時間外学習 :: 60時間

担　当　者担　当　者 :: ●加藤　裕之
講　義　室講　義　室 ::

資格取得コースとの関係資格取得コースとの関係

教職課程教職課程 ◯ 教育の基礎的理解に関する科目等

学芸員養成課程学芸員養成課程

食品衛生管理者・ 監視員任用資格食品衛生管理者・ 監視員任用資格

自然再生士補資格自然再生士補資格

授業の目的授業の目的
学習指導要領を基準として各学校において編成される教育課程について、その意義や編成の方法を理解するとともに、
各学校の実情に合わせてカリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解する。また、現行の学習指導要領を踏ま
え、教育課程の編成や授業の組み立てを模擬体験しながら実践的に学ぶ。

授業の内容授業の内容

学習指導要領改訂の変遷を概観した上で、現行の学習指導要領に示されている教育の今日的課題や教師に求められ
てい
る役割について理解を深める。また、教育課程編成の基本原理やカリキュラムマネジメントの意義を学び、それらを踏
まえて、教科指導の目標を実現するための教材の選択や授業技術について、模擬授業を通じて考察することで、教師と
しての資質を高め、実践的指導力を身に付けるようにする。

授業の方法授業の方法

パワーポイントとプリントを用いて講義形式で進めるが、演習やグループワーク、発表活動（模擬授業）を適宜取り入
れる。可能な限り、実際的な資料を用い、具体的に理解できるように配慮する。
【フィードバック方法】提出物には可能な限り評価コメントを付けて返却する。演習やグループワークに関しては講義
内で個別にコメントすることで評価する。発表活動（模擬授業）については講義内でのコメントに加え、学生による相
互評価を行い、フィードバックする。

種別種別 書名書名 著者・ 編者著者・ 編者 発行所発行所 値段(円)値段(円)

教科書教科書 なし

参考書参考書 中学校学習指導要領（平成２
９年告示）解説・総則編
（平成29年7月）

文部科学省 文部科学省のWebサイトにP
DFファイルが公開されてい
る。

参考書参考書 高等学校学習指導要領（平
成３０年告示）解説・総則編
（平成30年7月）

文部科学省 文部科学省のWebサイトにP
DFファイルが公開されてい
る。

参考書参考書 中学校学習指導要領（平成２
９年告示）解説・理科編
（平成29年7月）

文部科学省 文部科学省のWebサイトにP
DFファイルが公開されてい
る。

参考書参考書 高等学校学習指導要領（平
成３０年告示）解説・理科編・
理数編
（平成30年7月）

文部科学省 文部科学省のWebサイトにP
DFファイルが公開されてい
る。

参考書参考書 「指導と評価の一体化」のた
めの学習評価に関する参考
資料・中
学校理科（令和２年３月）

国立教育政策研究所 国立教育政策研究所のW
ebサイトにPDF ファイル
が公開されている。

参考書参考書 「指導と評価の一体化」のた
めの学習評価に関する参考
資料・高
等学校理科（令和３年８月）

国立教育政策研究所 国立教育政策研究所のW
ebサイトにPDF ファイル
が公開されている。

学生の到達目標学生の到達目標

内容内容

1. 学習指導要領の性格及び位置付け並びに教育課程編成の目的を理解している。

2. 学習指導要領の改訂の変遷及び主な改訂内容並びにその社会的背景を理解している。

3. 教育課程編成の基本原理を理解している。

4. 生徒や学校、地域の実態を踏まえて教育課程や指導計画を検討することの重要性を理解している。

5. カリキュラム・マネジメントの意義や重要性を理解している。

6. 評価の基礎的な考え方を理解している。

7. 実際の授業をイメージして、学習指導案を作成し授業を展開することができる。

8. 教科の教育内容を選択・配列された単元指導計画を作成することができる。
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評価方法・評価基準・評価方法・評価基準・
フィードバックの方法フィードバックの方法

評価は毎回の提出物（20%）および、模擬授業の指導案や単元指導計画等の課題（50%）や模擬
授業等の発表活動
（30%）により判定する。学修に主体的に取り組む態度（行動観察にて判定）は加点対象とする。

学習支援情報・その他注意等学習支援情報・その他注意等

【授業時間外に必要な学習時間：】
予習（120分）講義で提示した課題の解決策について、討論したり自らの考えを記載したりできる
ように、次時の内
容に関して考えをまとめておく。教材研究をし、模擬授業の学習指導案や単元指導計画を作成す
る。
復習（120分）前時までの授業内容を振り返り、理解した上で授業に臨む。

【その他】
教師になった自分をイメージして授業に臨むこと。

授業計画授業計画

回回 実施項目実施項目 学習内容と学習課題学習内容と学習課題 担当者担当者

1 はじめに 講義計画、講義の進め方、学修のしかた等の解説 加藤　裕之

2 学校教育の目的・目標 法律として定められた各学校段階の目的と目標 加藤　裕之

3 日本の教育と学習指導
要領（１）

学習指導要領改訂の変遷と社会的背景 加藤　裕之

4 日本の教育と学習指導
要領（２）

現行の学習指導要領と改訂の経緯 加藤　裕之

5 現行の学習指導要領の
実践に向けて　
（１）

学習指導要領解説の読み方と教材の選択 加藤　裕之

6 現行の学習指導要領の
実践に向けて　
（２）

主体的・対話的で深い学びを実践するために 加藤　裕之

7 現行の学習指導要領の
実践に向けて　
（３）

評価の基本的な考え方と評価規準の作成
（カリキュラム・マネジメント）

加藤　裕之

8 教育課程編成と授業の
実際（１）

単元の目標・本時の目標の設定
学習指導案の作成

加藤　裕之

9 教育課程編成と授業の
実際（２）

教科指導の実際・模擬授業体験① 加藤　裕之

10 教育課程編成と授業の
実際（３）

教科指導の実際・模擬授業体験② 加藤　裕之

11 教育課程編成と授業の
実際（４）

教科指導の実際・模擬授業体験③ 加藤　裕之

12 教育課程編成と授業の
実際（５）

教科指導の実際・模擬授業体験④ 加藤　裕之

13 教育課程編成と授業の
実際（６）

単元指導計画の作成① 加藤　裕之

14 教育課程編成と授業の
実際（７）

単元指導計画の作成② 加藤　裕之

15 教育課程論の総括 次期学習指導要領の改訂を踏まえたこれからの教育 加藤　裕之
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教育原理Ⅰ（MB601-TC13）
英　文　名英　文　名 :: Principles of Education Ⅰ
科 目 概 要科 目 概 要 :: 海洋生命科学科１年後期 [(15コマ)]、教職課程科目、必修、講義、２単位(30時間)
必 要 授 業必 要 授 業
時間外学習時間外学習 :: 60時間

担　当　者担　当　者 :: ●市毛　正仁
講　義　室講　義　室 ::

資格取得コースとの関係資格取得コースとの関係

教職課程教職課程 ◯ 教育の基礎的理解に関する科目等

学芸員養成課程学芸員養成課程

食品衛生管理者・ 監視員任用資格食品衛生管理者・ 監視員任用資格

自然再生士補資格自然再生士補資格

学習・ 教育目標との対応学習・ 教育目標との対応

◎ A: 多面的思考能力     B: 自然科学の基礎知識・理解 ◯ C: 専門分野の知識・技術 ◎ D: 問題解決能力

◯ E: 実務能力 ◎ F: コミュニケーション能力     G: 技術者倫理 ◎ H: 継続的学習能力

授業の目的授業の目的
学習指導要領を基準として各学校において編成される教育課程について、その意義や編成の方法を理解するとともに、
各学校の実情に合わせてカリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解する。また教育の目的を見据え、教育課程の
編成や授業の組み立てを模擬体験しながら実践的に学ぶ。

授業の内容授業の内容

教育の目的や意義、教育の本質と教師のあり方を考察する。ギリシア以来の西欧を中心とした欧米の教育について、歴
史的な流れを中心に捉えながら、それぞれの時代における教育思想や制度の特色を理解する。さらにそれらの内容と今
日の教育との関連について考察する。また、教育の今日的課題を扱うとともに、教師の優れた教育実践に触れる中で教
師のあり方について考えを深める。

授業の方法授業の方法

レジュメを用いた講義形式を中心とし、グループワークや発表も取り入れながら授業を展開する。視点の異なる新聞記事
や、関連文献等をできるだけ紹介し、講義のテーマをより柔軟に深く考察する。
課題については、フィードバックとして、回収した次の講義で、特徴的な解答傾向を指摘し、参考となる解答を紹介し、課
題設定の趣旨や留意点等について説明する。

種別種別 書名書名 著者・ 編者著者・ 編者 発行所発行所 値段(円)値段(円)

教科書教科書 特になし。（レジュメを毎回配
布する。）

参考書参考書 「高等学校学習指導要領（平
成30年告示）」他、随時、紹
介する。

文部科学省 文部科学省WEBサイトに公
開

学生の到達目標学生の到達目標

内容内容

1. 教育学の諸概念並びに教育の本質及び目標を理解している。

2. 子供、教員、家庭、学校等教育を成り立たせる要素とそれらの相互関係を理解している。

3. 家族と社会による教育の歴史を理解している。

4. 近代教育制度の成立と展開を理解している。

5. 現代社会における教育課題を歴史的な視点から理解している。

6. 家庭や子供に関わる教育の思想を理解している。

7. 学校や学習に関わる教育の思想を理解している。

8. 代表的な教育家の思想を理解している。

評価方法・ 評価基準・評価方法・ 評価基準・
フィードバックの方法フィードバックの方法

・評価割合：定期試験（60％）、提出物および授業への取り組み状況を総合的に評価（40％）する。
・評価基準：講義内容を理解し、知識・技術を確実に身につけたか。課題を、単なる引用や皮相的な
記述で凌ぐのではなく、自らの頭で深く考え、問題の本質を指摘し、その解決に論理的に言及して
いるか。

学習支援情報・ その他注意等学習支援情報・ その他注意等

・予習：配布されたレジュメに目をとおし、講義で何を学ぶのかを明確にしておくこと。また、添付の
資料があれば、事前に一読しておくこと。（120分）
・復習：毎回、配布されるレジュメをファイリングし、講義内容を見直し、不明な点は各自で調べ、疑
問があれば次回に質問すること。講義で指示があった資料については、最後まで読み切ること。
（120分）

教育の時間的、空間的な諸相を探り、教育や教師の在り方について幅広く深く考え、それらを踏ま
えて教育の今後の方向性についても考える。授業への主体的参加を期待する。

授業計画授業計画
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回回 実施項目実施項目 学習内容と学習課題学習内容と学習課題 担当者担当者 日時日時

1 はじめに 講義のねらい、進め方について説明し、教育の可能性、さらに
教師の役割についても考える。

市毛　正仁 9/11⑤

2 教育の基本的概念（１） 教育学の諸概念並びに教育の本質及び目標（教育の意義、目
標等にについて概観する。）

市毛　正仁 9/18⑤

3 教育の基本的概念（２） 教育学の諸概念並びに教育の本質及び目標（教師の在り方に
ついて考える。）

市毛　正仁 9/25⑤

4 教育の今日的課題Ⅰ① 子供、教員、家庭、学校等教育を成り立たせる要素とそれらの
相互関係（「いじめ」問題を通して考える。）

市毛　正仁 10/2⑤

5 教育の今日的課題Ⅰ② 子供、教員、家庭、学校等教育を成り立たせる要素とそれらの
相互関係（「いじめ」問題を通して考える。）

市毛　正仁 10/9⑤

6 教育に関する歴史と思想
（１）

ギリシャの教育（代表的な教育家の思想、教育における言語の
重要性、修辞学について）

市毛　正仁 10/16⑤

7 教育に関する歴史と思想
（２）

ローマの教育、中世の教育（代表的な教育家の思想） 市毛　正仁 10/23⑤

8 教育に関する歴史と思想
（３）①

近代教育制度の成立と展開Ⅰ（ルネサンス期の教育、宗教改
革と教育、代表的な教育家の思想）

市毛　正仁 10/30⑤

9 教育に関する歴史と思想
（３）②

近代教育制度の成立と展開Ⅰ（ルネサンス期の教育、宗教改
革と教育、代表的な教育家の思想）

市毛　正仁 11/6⑤

10 教育に関する歴史と思想
（４）

近代教育制度の成立と展開Ⅱ（16・17世紀の教育、代表的な
教育家の思想）

市毛　正仁 11/13⑤

11 教育に関する歴史と思想
（５）

近代教育制度の成立と展開Ⅲ（17・18世紀の教育、代表的な
教育家の思想）

市毛　正仁 11/20⑤

12 教育に関する歴史と思想
（６）

近代教育制度の成立と展開Ⅳ（19・20世紀の教育、代表的な
教育家の思想）

市毛　正仁 11/27⑤

13 教育の今日的課題Ⅱ 現代社会における教育課題と歴史的な視点（「グローバル化」
の視点から考える。）

市毛　正仁 12/4⑤

14 教育と学校 家庭や子供に関わる教育の思想（「見える学力、見えない学力
」について考える。）

市毛　正仁 12/11⑤

15 まとめ これまでの学習の総まとめを行う。 市毛　正仁 12/18⑤
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Ⅳ．学芸員養成課程





〔学芸員養成課程〕 

［学芸員について］ 

学芸員とは、博物館等資料の収集、保管、及び調査研究、その他これと関連する事業についての専

門的事項をつかさどる職員である。（博物館法第４条第３項、第４項）

学芸員になるためには、学芸員となる資格を取得しなければならない。

学芸員に採用されると、総合博物館、動物園、植物園、科学館、水族館、民俗資料館、その他の

社会教育施設、展示企業などで専門的知識、技術を発揮することができる。ただし、学芸員とし

て活躍するには、博物館（登録博物館）で任用される必要がある。

［学芸員の資格について］ 

学芸員の資格を得るには、以下の一つに該当することが条件になっている。

１．学士の学位を有する者で、大学において文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位を修得

した者。（博物館法第５条第１項第１号）

２．大学に２年以上在学し、前号の博物館に関する科目の単位を含めて６２単位以上を修得した者で

３年以上学芸員補の職にあった者。（博物館法第５条第１項第２号）

３．文部科学大臣が文部科学省令で定めるところにより、前二号に掲げるものと同等以上の学力およ

び経験を有する者と認めた者。（文部科学省が毎年１回行う試験認定に合格する必要がある。）

（博物館法第５条第１項第５号）

［学芸員養成課程における必修科目単位］

博物館法第５条第１項第１号の規定により、大学において修得すべき博物館に関する科目（学芸

員養成課程の学生は必修）の単位は、次の通りである。（博物館法施行規則第１条第１項）

〇文部科学省令で定める博物館に関する授業科目・単位 

２０１６年度以降入学者に適用 表１

省令により定められた 

科目数・単位数 

海洋生命科学部での 

開講科目・単位数 

開講年次及び単位数 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

生涯学習概論 （２単位） 生涯学習概論 （２単位） ２ 

博物館概論 （２単位） 博物館概論 （２単位） ２ 
博物館経営論 （２単位） 博物館経営論 （２単位） ２ 

博物館資料論 （２単位） 博物館資料論 （２単位） ２ 

博物館資料保存論（２単位） 博物館資料保存論（２単位） ２ 

博物館展示論 （２単位） 博物館展示論 （２単位） ２ 
博物館教育論 （２単位） 博物館教育論 （２単位） ２ 
博物館情報・メディア論（２単位） 博物館情報・メディア論（２単位） ２ 

博物館実習 （３単位） 博物館実習Ⅰ （１単位） １ 
博物館実習Ⅱ （２単位） ２ 

計 （１９単位） 計 （１９単位） 
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― ― 

 

 
 
 
 
 

また、本学では以下に掲げる専門分野の授業科目・単位を５科目８単位以上修得する必要がある。
 
 

〇本学が指定する授業科目・単位 

２０２１年度以降入学者に適用 表２
 

科目名 単位 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 備考 

魚類学 2 単位  2    
 
 
 
 
 
 

左記 10 科目 15単
位 から 8 単位以上
修得 

無脊椎動物学 2 単位  2   
免疫学 1単位  1   
水族生理学 2 単位  2   
水圏植物学 2単位  2   
浮遊生物学 2単位  2   
海産哺乳動物学 1 単位  1   
水生動物行動学 1 単位  1   
魚病学 1 単位   1  
魚類栄養学 1 単位   1  

 
※学芸員養成課程の履修については、別途に説明会を設けるので必ず出席すること。

 
 

[登録・履修] 

１．学芸員養成課程への登録は２年次生に限る。
 

２．学芸員養成課程科目の履修は、前項の登録をした学生に限る。表１、表２に従って学芸員の資

格 取得に必要な科目を履修する。

３．表１の所定科目は、それぞれ配当された年次に履修しなければならない。未修得科目の再履修

は 認められないので注意すること。

４．博物館実習Ⅱは、表１、表２の所定単位を修得していなければ、履修することができない。
 

５．表１の文部科学省令で定める授業科目・単位は卒業要件単位に含まない。
 

６．表２の本学が指定する授業科目・単位は卒業要件単位に含む。
 
 

[博物館実習] 

博物館実習Ⅰは教員の指導のもとに学内および学外で行う。また博物館実習Ⅱは、学外の博物館等

において、学芸員等の指導のもとに行う。

博物館実習Ⅱは、表１、表２の所定単位を修得していなければ、履修することができない。
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また、本学では以下に掲げる専門分野の授業科目・単位を５科目８単位以上修得する必要がある。
 
 

〇本学が指定する授業科目・単位 

２０２１年度以降入学者に適用 表２
 

科目名 単位 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 備考 

魚類学 2 単位  2    
 
 
 
 
 
 

左記 10 科目 15単
位 から 8 単位以上
修得 

無脊椎動物学 2 単位  2   
免疫学 1単位  1   
水族生理学 2 単位  2   
水圏植物学 2単位  2   
浮遊生物学 2単位  2   
海産哺乳動物学 1 単位  1   
水生動物行動学 1 単位  1   
魚病学 1 単位   1  
魚類栄養学 1 単位   1  

 
※学芸員養成課程の履修については、別途に説明会を設けるので必ず出席すること。

 
 

[登録・履修] 

１．学芸員養成課程への登録は２年次生に限る。
 

２．学芸員養成課程科目の履修は、前項の登録をした学生に限る。表１、表２に従って学芸員の資

格 取得に必要な科目を履修する。

３．表１の所定科目は、それぞれ配当された年次に履修しなければならない。未修得科目の再履修

は 認められないので注意すること。

４．博物館実習Ⅱは、表１、表２の所定単位を修得していなければ、履修することができない。
 

５．表１の文部科学省令で定める授業科目・単位は卒業要件単位に含まない。
 

６．表２の本学が指定する授業科目・単位は卒業要件単位に含む。
 
 

[博物館実習] 

博物館実習Ⅰは教員の指導のもとに学内および学外で行う。また博物館実習Ⅱは、学外の博物館等

において、学芸員等の指導のもとに行う。

博物館実習Ⅱは、表１、表２の所定単位を修得していなければ、履修することができない。

― ― 

 
 

〇博物館実習Ⅱ 

１．実習を行うことができる施設

実習施設は以下の①～③のいずれかに該当する総合博物館、動物園、植物園、科学館、水族館、

歴史館などの施設とする。
 

① 登録博物館（博物館法第２条第１項に規定する博物館）
 

② 指定施設（博物館法第３１条の規定に基づき文部科学大臣，都道府県の教育委員会または指定

都市の教育委員会の指定する博物館に相当する施設）

③ 大学において②の施設に準ずると認めた施設

２．実習時間（期間）

原則として９０時間以上（１０～１２日以上）

３．実習時期

原則として４年次冬季休業期間まで

４．実習施設については、一部施設（大学が事前に受け入れ承諾を得た実習施設）を除き原則として

各自が探すこと。
 

① 大学が事前に受け入れ承諾を得た実習施設から探す。
 

② 「全国博物館総覧（日本博物館協会編集）」、「博物館・情報検索辞典（丹青社）」等を用いて

探す。

 
 

[履修手続] 

学芸員養成課程を履修しようとする者は定められた期間内に「学芸員養成課程履修登録票」を提出し

なければならない。なお、本課程の履修については、別途に説明会を設けるので、必ず出席するこ

と。

 
 

[履修登録料および実習費] 

学芸員養成課程履修登録料は、２年次に 円、３年次に 円の２段階に分けて 円

を 分割納入する。その他に、「博物館実習Ⅱ」を履修する際は、別途「博物館実習費」を各自博物

館に 支払う（実習費を徴収しない博物館もある）。

 
 

[科目等履修生] 

学芸員資格に必要な科目・単位数を学部在学中に修得できなかった場合、または卒業後新たに資格を

取得しようとする場合は、科目等履修生として必要単位を修得することができる。（科目等履修生の

詳細については北里大学ホームページを確認すること）

 
 

[学芸員養成課程修了証明書の交付] 

学芸員関係科目を履修し、所定の単位全てを本学で修得した者には、卒業と同時に本学の学芸員養成

課程修了証明書を交付する。
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Ⅴ．卒業必要単位および２年次以降の履修科目





１．履修年次配当単位数および卒業要件単位数（ 年度以降入学者対象）

１年次から２年次への進級については、本要項の「北里大学学則」、「海洋生命科学部１年次進級基準」が

適用されるので十分注意すること。卒業および２年次以降の履修に関しては２年次進級後に詳細なオリエン

テーションが行なわれるが、以下に掲げる「履修年次配当単位数および卒業要件単位数一覧」、「２年次以降に

おける授業科目一覧表」の二つの表を参照し、卒業までの学修課程全般の展望に基づいて１年次における履修

科目をよく把握すること。

履修年次配当単位数および卒業要件単位数一覧

年

次

年次 年

次

年次 合計 卒業要件単位

必修 選択 自由 必修 選択 自由 必修 選択 自由 必修 選択 自由 必修 選択 自由 必修 選択

群

科

目

文化の領域

社会の領域

健康の領域  8  8

教養演習系

自然科学

（物理学・物理学実験）

数理・情報系

（数学の基礎）

総合領域

数理・情報系

外国語系

自然科学系

群科目

群科目

小計 1 36

― 303 ―
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２．２年次以降における授業科目一覧（ 年度以降入学者対象）

― 304 ―

単位 単位 単位

２群科目 ２群科目 ３群科目
　微生物学 　プレゼンテーション 　海洋生命科学演習
　有機化学 　科学英語ⅡA 　卒業論文
　分子生物学 　科学英語ⅡB
　無脊椎動物学 　海洋生命科学実験Ⅲ
　魚類学
　分析化学 ３群科目
　解剖生理学 　海洋生物利用学
　生化学 　水圏生態学
　発生生物学 　栄養科学
　遺伝学 　食品衛生学
　免疫学 　水族増殖学
　生物統計学 　海洋生物化学
　科学英語ⅠA 　技術者倫理
　科学英語ⅠB 　環境科学
　海洋生命科学実験Ⅰ
　海洋生命科学実験Ⅱ

３群科目
　水族生理学
　水圏植物学
　浮遊生物学

２群科目 ２群科目
　ＰＣ演習 　インターンシップ
　インターンシップ 　海洋実習
　海洋実習

３群科目
３群科目 　病原微生物学
　漁業学 　魚類行動生理学
　水生動物行動学 　海洋分子内分泌学
　海産哺乳動物学 　水族育種学
　海洋化学生態学 　食品安全学
　深海生物学 　食品微生物学
　特別講義Ⅰ 　海洋生物資源化学
　体験実習 　食品機能成分論

　魚病学
　資源解析学
　海洋生命工学
　魚類栄養学
　有毒有害生物論
　持続的資源利用論
　水産物流通論
　水産経済学
　水産法規
　国際海洋政策
　環境修復論
　特別講義Ⅱ
　体験実習

３群科目
　水産学特論

選
択
科
目

選
択
科
目

選
択
科
目

自由科目

２年次

必
修
科
目

必
修
科
目

３年次 ４年次

必
修
科
目
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２．２年次以降における授業科目一覧（ 年度以降入学者対象）

― 304 ―

単位 単位 単位

２群科目 ２群科目 ３群科目
　微生物学 　プレゼンテーション 　海洋生命科学演習
　有機化学 　科学英語ⅡA 　卒業論文
　分子生物学 　科学英語ⅡB
　無脊椎動物学 　海洋生命科学実験Ⅲ
　魚類学
　分析化学 ３群科目
　解剖生理学 　海洋生物利用学
　生化学 　水圏生態学
　発生生物学 　栄養科学
　遺伝学 　食品衛生学
　免疫学 　水族増殖学
　生物統計学 　海洋生物化学
　科学英語ⅠA 　技術者倫理
　科学英語ⅠB 　環境科学
　海洋生命科学実験Ⅰ
　海洋生命科学実験Ⅱ

３群科目
　水族生理学
　水圏植物学
　浮遊生物学

２群科目 ２群科目
　ＰＣ演習 　インターンシップ
　インターンシップ 　海洋実習
　海洋実習

３群科目
３群科目 　病原微生物学
　漁業学 　魚類行動生理学
　水生動物行動学 　海洋分子内分泌学
　海産哺乳動物学 　水族育種学
　海洋化学生態学 　食品安全学
　深海生物学 　食品微生物学
　特別講義Ⅰ 　海洋生物資源化学
　体験実習 　食品機能成分論

　魚病学
　資源解析学
　海洋生命工学
　魚類栄養学
　有毒有害生物論
　持続的資源利用論
　水産物流通論
　水産経済学
　水産法規
　国際海洋政策
　環境修復論
　特別講義Ⅱ
　体験実習

３群科目
　水産学特論

選
択
科
目

選
択
科
目

選
択
科
目

自由科目

２年次

必
修
科
目

必
修
科
目

３年次 ４年次

必
修
科
目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅵ．進級基準





― ―

進級・卒業

本学部の教育プログラムは、各授業科目を必修・選択科目に区分し、その内容により ～

群科目に分類したうえで各学年に配当しています（単位制と学年制の併用）。各学年で進級（

年生は卒業）に必要な単位を修得できなかった者は留年となります。また、所属する学年よ

り高学年に配当された科目は原則として受講することができません。さらに、「選択科目」の

受講は各自の選択に委ねられますが、進級（ 年生は卒業）に必要な単位数を修得できなかっ

た者は進級できません。

なお、全ての学年において以下の原則が適用されます。

①必修の実験科目が不合格の者は進級できない。

②同一学年で 回留年した者は除籍となる。

2021 年度以降入学者 
実験科目（必修） 

年次 化学実験，生物学実験

年次 海洋生命科学実験Ⅰ・Ⅱ

年次 海洋生命科学実験Ⅲ
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学
年

群
必
・
選

科　　目
開講

科目数
開講科目
単位数

外国語系（英語AⅠ、AⅡ、BⅠ、BⅡ）

自然科学系（化学、同実験、生物学、同実験）

数理・情報系（数学、発展数学A・B）

数理・情報系（情報科学A・B・C）

総合領域科目（北里の世界、農医連携論、仕事と人生）

文化の領域（哲学の楽しみA・B、科学を考えるA・B等）

社会の領域（日本国憲法A・B、法律の役割A・B等）

健康の領域（健康の科学A・B・C、健康とスポーツ演習） 4  8

教養演習系科目（教養演習A・B・C、大学基礎演習）

自然科学系（物理学、同実験）

数理・情報系（数学の基礎）

必修 海洋生命科学概論、ラーニング・スキル、生物海洋学 37進級

必修
微生物学、有機化学、免疫学、遺伝学
科学英語ⅠA・ⅠB、海洋生命科学実験Ⅰ・Ⅱ等

選択 ＰＣ演習 ※2

必修 水族生理学、水圏植物学、浮遊生物学

選択 深海生物学、漁業学、水生動物行動学等 ※2 73進級

必修
プレゼンテーション、科学英語ⅡA・ⅡB
海洋生命科学実験Ⅲ

選択
インターンシップ（2～3年次 ※3）
海洋実習（2～3年次 ※3）

※2

必修 海洋生物利用学、環境科学、栄養科学等

選択
魚類行動生理学、病原微生物学、魚病学
体験実習（2～3年次 ※3）等

※2
111進級

必修 海洋生命科学演習、卒業論文 125卒業

□2024年度以降入学者カリキュラム

※1）様々な領域の科目から履修することを推奨します。
※2）2・3群選択科目の卒業要件単位数は18単位です。
※3）「海洋実習」「インターンシップ」「体験実習」の単位認定は3年次終了時です。

進級・卒業
要件単位数

必修

選択
※1
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学
年

群
必
・
選

科　　目
開講

科目数
開講科目
単位数

外国語系（英語AⅠ、AⅡ、BⅠ、BⅡ）

自然科学系（化学、同実験、生物学、同実験）

数理・情報系（数学、発展数学A・B）

数理・情報系（情報科学A・B・C）

総合領域科目（北里の世界、農医連携論、仕事と人生）

文化の領域（哲学の楽しみA・B、科学を考えるA・B等）

社会の領域（日本国憲法A・B、法律の役割A・B等）

健康の領域（健康の科学A・B・C、健康とスポーツ演習） 4  8

教養演習系科目（教養演習A・B・C、大学基礎演習）

自然科学系（物理学、同実験）

数理・情報系（数学の基礎）

必修 海洋生命科学概論、ラーニング・スキル、生物海洋学 37進級

必修
微生物学、有機化学、免疫学、遺伝学
科学英語ⅠA・ⅠB、海洋生命科学実験Ⅰ・Ⅱ等

選択 ＰＣ演習 ※2

必修 水族生理学、水圏植物学、浮遊生物学

選択 深海生物学、漁業学、水生動物行動学等 ※2 73進級

必修
プレゼンテーション、科学英語ⅡA・ⅡB
海洋生命科学実験Ⅲ

選択
インターンシップ（2～3年次 ※3）
海洋実習（2～3年次 ※3）

※2

必修 海洋生物利用学、環境科学、栄養科学等

選択
魚類行動生理学、病原微生物学、魚病学
体験実習（2～3年次 ※3）等

※2
111進級

必修 海洋生命科学演習、卒業論文 125卒業

□2024年度以降入学者カリキュラム

※1）様々な領域の科目から履修することを推奨します。
※2）2・3群選択科目の卒業要件単位数は18単位です。
※3）「海洋実習」「インターンシップ」「体験実習」の単位認定は3年次終了時です。

進級・卒業
要件単位数

必修

選択
※1

― ― 

 
 
 
 
 

年次から 年次への進級

左記の 年次開講必修科目及び選択科目、合計 単位を修得した者の進級を認めま
す。また、このうち 単位以上を修得した者については、進級を認めることがありま
す。

年次から 年次への進級

年次進級要件 単位と 年次開講の ・ 群必修科目 単位の合計 単位以上を修得した者の進級
を認めます。
また、 年次開講の ・ 群選択科目 単位を含めて 単位以上を修得した者の進級を認めることが
あります。

年次から 年次への進級

年次進級要件 単位、 年次必修科目 単位、 年次 群必修科目 単位、 群必修科目 単位、

・ 群選択科目 単位（ 年次修得分含む）の合計 単位を修得した者の進級を認めます。

また、このうち 単位以上を修得した者の進級を認めることがあります。

卒業

本学部に 年以上在学し、必修科目 単位、選択科目 単位の合計 単位以上修得した者に、
卒業資格と学士（水産学）の学位が授与されます。
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Ⅶ．学 則





 
 

第第１１章章 総総 則則

（目 的） 
第１条 本大学は、北里柴三郎博士の精神に則り、生命科学及び医療科学分野における学術研究と人材育成を

通して、広く社会の発展のために寄与することを目的とする。 
（教育研究上の目的） 

第２条 本大学は、学部、学科又は課程ごとに、人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的を定める

ものとする。 
２ 前項の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は別表１のとおりとする。 

（自己点検・評価） 
第３条 本大学は、教育研究水準の向上を図り、本大学の目的及び社会的使命を達成するため、教育研究等

の活動状況について自主的に自己点検・評価を行い、その結果を公表するものとする。 
２ 自己点検・評価の実施体制、実施方法、項目、結果の活用等については別に定める。 

（教育情報の公表）

第４条 本大学は、次に掲げる教育研究活動等の状況についての情報を公表するものとする。

大学の教育研究上の目的に関すること。

教育研究上の基本組織に関すること。

教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること。

入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並

びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること。

授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること。

学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること。

校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること。

授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること。

大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること。

２ 前項各号に掲げる事項のほか、教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報を積極的

に公表するよう努めるものとする。

３ 第１項の規定による情報の公表は、適切な体制を整えた上で、刊行物への掲載、インターネットの利用そ

の他広く周知を図ることができる方法によって行うものとする。

４ 前各項の公表情報の詳細については別に定める。

 
第第２２章章 学学部部、、学学科科、、専専攻攻及及びび大大学学院院

（学部、学科、専攻）

第５条 本大学に次の学部、学科、専攻を置く。

薬 学 部……………薬学科、生命創薬科学科

獣 医 学 部……………獣医学科、動物資源科学科、生物環境科学科

医 学 部……………医学科

海洋生命科学部……………海洋生命科学科

看 護 学 部……………看護学科

理 学 部……………物理学科、化学科、生物科学科

医 療 衛 生 学 部……………保健衛生学科

医療検査学科

医療工学科 臨床工学専攻、診療放射線技術科学専攻

リハビリテーション学科 理学療法学専攻、作業療法学専攻、

言語聴覚療法学専攻、視覚機能療法学専攻

未 来 工 学 部……………データサイエンス学科

健 康 科 学 部……………看護学科、医療検査学科

２ 本大学における一般教育を円滑に実施するため、本大学に一般教育部を置く。一般教育部は自然科学教育

北 里 大 学 学 則
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センター、人間科学教育センター、基礎教育センターをもって組織する。一般教育部に関する規程は別に定

める。

（大 学 院）

第６条 本大学に大学院を置く。

２ 大学院に関する規則は別に定める。

第第３３章章 修修業業年年限限・・在在学学年年限限及及びび入入学学定定員員・・編編入入学学定定員員・・収収容容定定員員

（修業年限及び在学年限）

第７条 本大学の修業年限は、薬学部生命創薬科学科、獣医学部動物資源科学科・生物環境科学科、海洋生命

科学部、看護学部、理学部、医療衛生学部、未来工学部、健康科学部においては４年、薬学部薬学科、獣医

学部獣医学科、医学部においては６年とする。

２ 卒業までの在学年限は、各学部とも前項の修業年限の２倍を超えることができない。

ただし、編入学、転入学、再入学の場合には、在学すべき年数の２倍を超えることができないものとする。

３ 薬学部、獣医学部、医学部、海洋生命科学部、医療衛生学部、未来工学部、健康科学部においては、原則

として同一学科同一学年における在学年数を２年以内とする。

（入学定員、編入学定員及び収容定員）

第８条 学生の入学定員、編入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。

医療検査学科

640名

320名

医療検査学科 80名 320名

健康科学部 看護学科 80名

学部計 160名

480名

学部計 120名 480名

未来工学部 データサイエンス学科 120名

収容定員
２年次編入 ３年次編入 ４年次編入 収容定員

1,560名

学部 学科・専攻 入学定員
（編入学定員） 編入学

140名

薬学部 薬学科 260名

学部計 295名

生命創薬科学科 35名

440名

1,700名

720名獣医学部 獣医学科 120名

学部計 320名

動物資源科学科 110名

1,520名

生物環境科学科 90名 360名

医学部 医学科 110名 660名

学部計 110名 660名

海洋生命科学部 海洋生命科学科 180名 720名

学部計 180名 720名

看護学部 看護学科 125名 500名

学部計 125名 500名

理学部 物理学科 53名

生物科学科 80名

212名

化学科 80名 320名

320名

学部計 213名 852名

医療衛生学部 保健衛生学科 40名

医療工学科 115名

160名

105名 420名

460名

　臨床工学専攻 45名 180名

580名

　診療放射線技術科学専攻 70名 280名

リハビリテーション学科 145名

180名

　作業療法学専攻 40名 160名

　理学療法学専攻 45名

　言語聴覚療法学専攻 30名

　視覚機能療法学専攻 30名

120名

120名

1,620名

8,692名

学部計

計 1,928名

405名
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センター、人間科学教育センター、基礎教育センターをもって組織する。一般教育部に関する規程は別に定

める。

（大 学 院）

第６条 本大学に大学院を置く。

２ 大学院に関する規則は別に定める。

第第３３章章 修修業業年年限限・・在在学学年年限限及及びび入入学学定定員員・・編編入入学学定定員員・・収収容容定定員員

（修業年限及び在学年限）

第７条 本大学の修業年限は、薬学部生命創薬科学科、獣医学部動物資源科学科・生物環境科学科、海洋生命

科学部、看護学部、理学部、医療衛生学部、未来工学部、健康科学部においては４年、薬学部薬学科、獣医

学部獣医学科、医学部においては６年とする。

２ 卒業までの在学年限は、各学部とも前項の修業年限の２倍を超えることができない。

ただし、編入学、転入学、再入学の場合には、在学すべき年数の２倍を超えることができないものとする。

３ 薬学部、獣医学部、医学部、海洋生命科学部、医療衛生学部、未来工学部、健康科学部においては、原則

として同一学科同一学年における在学年数を２年以内とする。

（入学定員、編入学定員及び収容定員）

第８条 学生の入学定員、編入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。

医療検査学科

640名

320名

医療検査学科 80名 320名

健康科学部 看護学科 80名

学部計 160名

480名

学部計 120名 480名

未来工学部 データサイエンス学科 120名

収容定員
２年次編入 ３年次編入 ４年次編入 収容定員

1,560名

学部 学科・専攻 入学定員
（編入学定員） 編入学

140名

薬学部 薬学科 260名

学部計 295名

生命創薬科学科 35名

440名

1,700名

720名獣医学部 獣医学科 120名

学部計 320名

動物資源科学科 110名

1,520名

生物環境科学科 90名 360名

医学部 医学科 110名 660名

学部計 110名 660名

海洋生命科学部 海洋生命科学科 180名 720名

学部計 180名 720名

看護学部 看護学科 125名 500名

学部計 125名 500名

理学部 物理学科 53名

生物科学科 80名

212名

化学科 80名 320名

320名

学部計 213名 852名

医療衛生学部 保健衛生学科 40名

医療工学科 115名

160名

105名 420名

460名

　臨床工学専攻 45名 180名

580名

　診療放射線技術科学専攻 70名 280名

リハビリテーション学科 145名

180名

　作業療法学専攻 40名 160名

　理学療法学専攻 45名

　言語聴覚療法学専攻 30名

　視覚機能療法学専攻 30名

120名

120名

1,620名

8,692名

学部計

計 1,928名

405名

 
 

第第４４章章 学学年年、、学学期期及及びび休休業業日日

（学 年）

第９条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月 日に終る。

（学 期）

第 条 学年は、これを次の２学期に区分する。

前 期 ４月１日から９月 日まで

後 期 月１日から３月 日まで

２ 学長は必要により、各学期の授業の開始日及び終了日を変更することができる。

（休 業 日）

第 条 休業日は次のとおりとする。

日曜日

国民の祝日に関する法律に規定する休日

開校記念日（４月 日）

北里研究所創立記念日（ 月５日）

春期休業日（３月 日から４月５日まで）

夏期休業日（７月 日から８月 日まで）

冬期休業日（ 月 日から１月５日まで）

２ 学長は、必要により休業日を変更し、若しくは臨時に休業し、又は休業日に実習見学などを行うことがで

きる。

第第５５章章 教教育育課課程程

（教育課程）

第 条 教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目、自由科目に区分し、その内容により１群科目、２群

科目、３群科目、４群科目に分類したうえ各年次に配当して構成する。

２ １群科目は幅広い視野と豊かな人間性を形成する科目、２群科目は専門の基礎的知識・技術を形成する科

目、３群科目は高度の専門的知識・技術を形成する科目、４群科目は総合的な能力を形成する科目（単位互

換科目を含む。）とする。

（授業科目及び単位数等）

第 条 授業科目及び単位数等は別表２、３のとおりとする。

２ 年間の履修登録単位数は 単位未満とする。

３ 前項に規定する履修登録単位数の上限を緩和する場合については、別に定める。

（単 位）

第 条 授業科目の単位数は、１単位の授業科目を 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを

標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、おおむね

時間から 時間までの範囲で、本大学が定める時間の授業をもって１単位とする。

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、特論等の授業科目については、これらの学修の成果を評

価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を定め

るものとする。

（１年間の授業期間）

第 条 １年間の授業を行う期間は、 週にわたることを原則とする。

２ 各授業科目の授業は、十分な教育効果を上げることができるよう、８週、 週、 週その他の本大学が定

める期間を単位として行うものとする。

（授業の方法）

第 条 授業は、講義、演習、実験、実習、実技のいずれかにより又はこれらの併用により行う。

２ 本大学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用して、

当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

３ 本大学は、第１項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多様なメディア

を高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても同様とする。

４ 本大学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、第１項の授業の一部を、校舎及び附属施設以外の場
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所で行うことができる。

（成績評価基準等の明示等）

第 条 本大学は、学生に対して、授業及び研究指導の方法及び内容並びに一年間の授業の計画をあらかじめ

明示する。

２ 本大学は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定にあたっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生

に対してその基準をあらかじめ明示する。

３ 成績評価基準については、学部において別に定める。

第 条 削除

（履修の方法）

第 条 学生は、第７条第１項に定める期間（編入学、転入学、再入学の場合は在学すべき年数。）以上在学

し、各学部所定の授業科目を履修しなければならない。

２ 各学部所定の授業科目の一部を本大学の他学部他学科他専攻の授業科目の履修をもって代えることができ

る。

３ 前 項の履修方法は各学部規則の定めるところによる。

（単位の授与及び評価）

第 条 本大学は、一の授業科目を履修した学生に対しては、試験その他の本大学が定める適切な方法により

学修の成果を評価して単位を与えるものとする。

２ 前項の評価は、優・良・可・不可の 種をもって表し、優・良・可を合格、不可を不合格とする。

３ 前項の成績の原成績 素点 に基づき、成績の数値平均 以下「 」という。 を算出

するものとする。 に関し必要な事項は別に定める。

（他の大学、専門職大学又は短期大学における授業科目の履修等）

第 条 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学、専門職大学又は短期大学において履修した

授業科目について修得した単位を、 単位を超えない範囲で本大学における授業科目の履修により修得した

ものとみなすことができる。

２ 前項の規定は、学生が外国の大学（専門職大学に相当する外国の大学を含む。以下同じ。）又は外国の短期

大学に留学する場合、外国の大学又は外国の短期大学が行う通信教育における授業科目を我が国において履

修する場合及び外国の大学又は外国の短期大学の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度に

おいて位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科

目を我が国において履修する場合に準用する。

（大学以外の教育施設等における学修）

第 条 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等学校等の専攻科、高等専門学校

の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本大学における授業科目の履修とみなし、

大学の定めるところにより単位を与えることができる。

２ 前項により与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項により本大学において修得したものとみ

なす単位数と合わせて 単位を超えないものとする。

（入学前の既修得単位等の認定）

第 条 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が本大学に入学する前に大学、専門職大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本大学

に入学した後の本大学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２ 前項の規定は、第 条第２項の場合に準用する。

３ 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が本大学に入学する前に行った前条第 項に規定する学修を、

本大学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。

４ 前３項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、転学等の場合を除き、

本大学において修得した単位以外のものについては、第 条第１項及び第２項並びに前条第１項により本

大学において修得したものとみなす単位数と合わせて 単位を超えないものとする。

（本大学以外での履修の許可）

第 条 本大学学生にして、第 条及び第 条に定める大学等で授業科目の履修を希望する者は、教授会の

許可を得なければならない。

（教員の免許状の所要資格の取得）
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所で行うことができる。

（成績評価基準等の明示等）

第 条 本大学は、学生に対して、授業及び研究指導の方法及び内容並びに一年間の授業の計画をあらかじめ

明示する。

２ 本大学は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定にあたっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生

に対してその基準をあらかじめ明示する。

３ 成績評価基準については、学部において別に定める。

第 条 削除

（履修の方法）

第 条 学生は、第７条第１項に定める期間（編入学、転入学、再入学の場合は在学すべき年数。）以上在学

し、各学部所定の授業科目を履修しなければならない。

２ 各学部所定の授業科目の一部を本大学の他学部他学科他専攻の授業科目の履修をもって代えることができ

る。

３ 前 項の履修方法は各学部規則の定めるところによる。

（単位の授与及び評価）

第 条 本大学は、一の授業科目を履修した学生に対しては、試験その他の本大学が定める適切な方法により

学修の成果を評価して単位を与えるものとする。

２ 前項の評価は、優・良・可・不可の 種をもって表し、優・良・可を合格、不可を不合格とする。

３ 前項の成績の原成績 素点 に基づき、成績の数値平均 以下「 」という。 を算出

するものとする。 に関し必要な事項は別に定める。

（他の大学、専門職大学又は短期大学における授業科目の履修等）

第 条 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学、専門職大学又は短期大学において履修した

授業科目について修得した単位を、 単位を超えない範囲で本大学における授業科目の履修により修得した

ものとみなすことができる。

２ 前項の規定は、学生が外国の大学（専門職大学に相当する外国の大学を含む。以下同じ。）又は外国の短期

大学に留学する場合、外国の大学又は外国の短期大学が行う通信教育における授業科目を我が国において履

修する場合及び外国の大学又は外国の短期大学の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度に

おいて位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科

目を我が国において履修する場合に準用する。

（大学以外の教育施設等における学修）

第 条 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等学校等の専攻科、高等専門学校

の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本大学における授業科目の履修とみなし、

大学の定めるところにより単位を与えることができる。

２ 前項により与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項により本大学において修得したものとみ

なす単位数と合わせて 単位を超えないものとする。

（入学前の既修得単位等の認定）

第 条 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が本大学に入学する前に大学、専門職大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本大学

に入学した後の本大学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２ 前項の規定は、第 条第２項の場合に準用する。

３ 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が本大学に入学する前に行った前条第 項に規定する学修を、

本大学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。

４ 前３項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、転学等の場合を除き、

本大学において修得した単位以外のものについては、第 条第１項及び第２項並びに前条第１項により本

大学において修得したものとみなす単位数と合わせて 単位を超えないものとする。

（本大学以外での履修の許可）

第 条 本大学学生にして、第 条及び第 条に定める大学等で授業科目の履修を希望する者は、教授会の

許可を得なければならない。

（教員の免許状の所要資格の取得）

第 条 教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、別表４－①及び別表４－②に従い、教育職員

免許法及び教育職員免許法施行規則に定める所定の単位を修得しなければならない。

２ 本大学の学部の学科において、当該所要資格を取得できる教員の免許状の種類は、次のとおりとする。

獣医学部 動物資源科学科 中 学 校教諭一種免許状（理科）

〃 高等学校教諭一種免許状（理科）

生物環境科学科 高等学校教諭一種免許状（農業）

海洋生命科学部 海洋生命科学科 中 学 校教諭一種免許状（理科）

〃 高等学校教諭一種免許状（理科）

看護学部 看 護 学 科 養護教諭一種免許状

理学部 物 理 学 科 中 学 校教諭一種免許状（理科）

〃 高等学校教諭一種免許状（理科）

化 学 科 中 学 校教諭一種免許状（理科）

〃 高等学校教諭一種免許状（理科）

生 物 科 学 科 中 学 校教諭一種免許状（理科）

〃 高等学校教諭一種免許状（理科）

未来工学部 データサイエンス学科 高等学校教諭一種免許状（情報）

（学芸員資格の取得）

第 条 学芸員の資格を取得しようとする者は、別表５に従い、博物館法及び博物館法施行規則に定める所定

の単位を修得しなければならない。

２ 前項の学芸員の所要資格を得させるための課程を置く学部の学科は海洋生命科学部海洋生命科学科とする。

第第６６章章 卒卒業業のの要要件件及及びび学学士士のの学学位位

（卒業の要件及び学士の学位）

第 条 本大学の薬学部生命創薬科学科、獣医学部動物資源科学科・生物環境科学科、海洋生命科学部、看護

学部、理学部、医療衛生学部、未来工学部、健康科学部に原則４年（編入学、転入学、再入学の場合は在学

すべき年数。以下同じ。）以上在学し、若しくは薬学部薬学科、獣医学部獣医学科に原則６年以上在学し、

別表２に定める単位を修得した者、又は医学部に原則６年以上在学し、別表２に定める単位を修得し、総合

試験、共用試験医学系臨床実習後 に合格した者は卒業とし、次の学士の学位を授与する。

薬学部 薬学科 学士（薬学）

生命創薬科学科 学士（薬科学）

獣医学部 獣医学科 学士（獣医学）

動物資源科学科 学士（農学）

生物環境科学科 学士（農学）

医学部 医学科 学士（医学）

海洋生命科学部 海洋生命科学科 学士（水産学）

看護学部 看護学科 学士（看護学）

理学部 物理学科 学士（理学）

化学科 学士（理学）

生物科学科 学士（理学）

医療衛生学部 保健衛生学科 学士（保健衛生学）

医療検査学科 学士（医療検査学）

医療工学科

臨床工学専攻 学士（臨床工学）

診療放射線技術科学専攻 学士（診療放射線技術科学）

リハビリテーション学科

理学療法学専攻 学士（理学療法学）

作業療法学専攻 学士（作業療法学）

言語聴覚療法学専攻 学士（言語聴覚療法学）

視覚機能療法学専攻 学士（視覚機能療法学）
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未来工学部 データサイエンス学科 学士（工学）

健康科学部 看護学科 学士（看護学）

医療検査学科 学士（医療検査学）

２ 第１項の規定により卒業の要件として修得すべき単位数のうち、第 条第２項の授業の方法により、修得

する単位数は 単位を超えないものとする。

ただし、各学部において 単位を超える単位数を卒業の要件としている場合は、同条第１項の授業方法

によって 単位以上の修得がなされていれば、同条第 項の授業の方法によって修得する単位数について

は、 単位を超えることができるものとする。

第第７７章章 入入学学、、編編入入学学、、転転入入学学、、再再入入学学、、転転学学部部、、転転学学科科、、転転専専攻攻、、転転学学、、休休学学、、復復学学、、留留学学、、退退学学及及

びび除除籍籍

（入学の時期）

第 条 入学の時期は、学年の初めとする。

ただし、学長は、必要により学年の途中においても、学生を入学させ及び卒業させることができる。

（入学の資格）

第 条 本大学の学部の第１学年に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。

高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

通常の課程による 年の学校教育を修了した者

外国において、学校教育における 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定し

た者

文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修

了した者

専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの

に限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

文部科学大臣の指定した者

高等学校卒業程度認定試験規則により文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（大

学入学資格検定規定による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

本大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者

（入学の出願、選考、手続き及び許可）

第 条 本大学に入学を志願する者は、入学願書に入学検定料及び別に定める書類を添えて願い出て、本大学

が行う選考を受けなければならない。

２ 前項の選考に合格した者は、指定された期日までに、第 条に定める入学金、授業料、施設設備費等（以

下「学費」という。）に保証人連署の誓約書及び所定の書類を添えて、入学手続きを完了しなければならな

い。

３ 学長は、前項の入学手続きを完了した者について、入学を許可する。

４ 前３項の規定は編入学、転入学、再入学の場合にも適用する。

（編 入 学）

第 条 次の各号の一に該当する者が、本大学に編入学を願い出たときは、第８条の編入学定員の規定により、

選考のうえ相当年次に入学を許可する。

ただし、編入学定員を定めていない学部の学科においては、定員に余裕のある場合に限り、選考のうえ相当

年次に入学を許可することがある。

大学を卒業した者及び学士の学位を有する者

大学に２年以上在学し 単位以上を修得した者

外国において、学校教育における 年以上の課程を修了した者

短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業した者

学校教育法施行規則附則第７条に定める従前の規定による高等学校、専門学校又は教員養成諸学校等の

課程を修了した者又は卒業した者

高等学校等の専攻科又は専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了し
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未来工学部 データサイエンス学科 学士（工学）

健康科学部 看護学科 学士（看護学）

医療検査学科 学士（医療検査学）

２ 第１項の規定により卒業の要件として修得すべき単位数のうち、第 条第２項の授業の方法により、修得

する単位数は 単位を超えないものとする。

ただし、各学部において 単位を超える単位数を卒業の要件としている場合は、同条第１項の授業方法

によって 単位以上の修得がなされていれば、同条第 項の授業の方法によって修得する単位数について

は、 単位を超えることができるものとする。

第第７７章章 入入学学、、編編入入学学、、転転入入学学、、再再入入学学、、転転学学部部、、転転学学科科、、転転専専攻攻、、転転学学、、休休学学、、復復学学、、留留学学、、退退学学及及

びび除除籍籍

（入学の時期）

第 条 入学の時期は、学年の初めとする。

ただし、学長は、必要により学年の途中においても、学生を入学させ及び卒業させることができる。

（入学の資格）

第 条 本大学の学部の第１学年に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。

高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

通常の課程による 年の学校教育を修了した者

外国において、学校教育における 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定し

た者

文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修

了した者

専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの

に限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

文部科学大臣の指定した者

高等学校卒業程度認定試験規則により文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（大

学入学資格検定規定による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

本大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者

（入学の出願、選考、手続き及び許可）

第 条 本大学に入学を志願する者は、入学願書に入学検定料及び別に定める書類を添えて願い出て、本大学

が行う選考を受けなければならない。

２ 前項の選考に合格した者は、指定された期日までに、第 条に定める入学金、授業料、施設設備費等（以

下「学費」という。）に保証人連署の誓約書及び所定の書類を添えて、入学手続きを完了しなければならな

い。

３ 学長は、前項の入学手続きを完了した者について、入学を許可する。

４ 前３項の規定は編入学、転入学、再入学の場合にも適用する。

（編 入 学）

第 条 次の各号の一に該当する者が、本大学に編入学を願い出たときは、第８条の編入学定員の規定により、

選考のうえ相当年次に入学を許可する。

ただし、編入学定員を定めていない学部の学科においては、定員に余裕のある場合に限り、選考のうえ相当

年次に入学を許可することがある。

大学を卒業した者及び学士の学位を有する者

大学に２年以上在学し 単位以上を修得した者

外国において、学校教育における 年以上の課程を修了した者

短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業した者

学校教育法施行規則附則第７条に定める従前の規定による高等学校、専門学校又は教員養成諸学校等の

課程を修了した者又は卒業した者

高等学校等の専攻科又は専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了し

た者で、学校教育法第 条に規定する大学入学資格を有する者

２ 前項により入学を許可された者の、既に修得した授業科目及び単位数並びに在学すべき年数の認定は、教

授会の議を経て行う。

３ 前項の規定は転入学、再入学の場合にも適用する。

４ 編入学に関する規程は別に定める。

（転 入 学）

第 条 他の大学の学生が、当該大学長の許可を得て本大学に転入学を願い出たときは、定員に余裕のある場

合に限り、選考のうえ相当年次に入学を許可することがある。

２ 転入学に関する規程は別に定める。

（再 入 学）

第 条 本大学を退学した者又は除籍された者（第 条第４号乃至第８号の除籍者及び第 条の懲戒退学者

を除く。）が、同一学部の同一学科、同一専攻に 年以内に再入学を願い出たときは、選考のうえ相当年次

に入学を許可することがある。

２ 再入学に関する規程は別に定める。

（転学部、転学科、転専攻）

第 条 本大学の学生で、本大学の他の学部へ転学部を希望する者、又は同一学部内の他の学科及び他の専攻

へ転学科、転専攻を希望する者があるときは、定員に余裕のある場合に限り、選考のうえ相当年次にこれを

許可することがある。

２ 前項により転学部等を許可された者の、既に修得した授業科目及び単位数並びに在学すべき年数の認定は、

教授会の議を経て行う。

３ 転学部、転学科、転専攻に関する規程は別に定める。

（転 学）

第 条 本大学から他の大学へ転学を希望する者は、その事由を具して学長に願い出て、許可を受けなければ

ならない。

（休 学）

第 条 薬学部、獣医学部、海洋生命科学部、看護学部、理学部、医療衛生学部、未来工学部、健康科学部に

おいては、病気その他やむを得ない事由により、次の各号の一に該当する者は、休学願に保証人連署のうえ

学長に願い出て、許可を受けなければならない。ただし、疾病の場合は、医師の診断書を添付するものとす

る。

医学部においては、病気その他やむを得ない事由により、第１号、第２号及び第４号に該当する者は、休

学願に保証人連署のうえ学長に願い出て、許可を受けなければならない。ただし、疾病の場合は、医師の診

断書を添付するものとする。

（ ） 学年初めから学年末まで 年間就学することができない者

（ ） 学年初めから引き続き後期授業開始日の前日まで就学することができない者

（ ） 学年末まで引き続き ヵ月以上就学することができない者

（ ） 外国人留学生で出身国における兵役等に就く必要がある者

２ 第 項第 号により休学をした者は、願い出により許可を得て第 号による休学に変更することができる。

３ 第１項第 号により休学した者が復学後に改めて休学を願い出た場合は、許可を得て後期授業開始日から

第 号により休学するものとする。

４ 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が休学期間中に第 条及び第 条に定める大学等において

修得した単位を、 単位を超えない範囲で卒業に必要な単位として認定することができる。

５ 第１項第４号による休学を希望する場合は、兵役等に就く事実及び期間を確認できる書類を休学願に添付

するものとする。

（休学期間）

第 条 休学の期間は、当該年度限りとして、１年を超えることができない。

ただし、特別の事由があるときは、許可を得て、更に１年以内に限り休学することができる。

２ 休学の通算年数は、第７条第１項に定める修業年限の範囲内とする。

３ 休学の期間は、在学の期間に算入しない。

４ 前条第１項第２号による休学期間は 年として扱う。
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５ 前条第１項第４号による休学の場合は、第１項に定める休学の期間を適用しない。 また、その期間は、第

項に定める休学の通算年数に算入しない。

（復 学）

第 条 休学者が復学しようとするときは、復学願に保証人連署のうえ学長に願い出て、許可を受けなければ

ならない。

ただし、休学の事由が疾病の場合は、校医又は医師の診断書を添付するものとする。

２ 復学は、学年の初め又は後期授業開始日でなければこれを行うことができない。

３ 前項により後期授業開始日に復学をする場合、当該年度における学年末までの在学期間は 年として扱

う。

（留 学）

第 条 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が休学することなく外国の大学又は短期大学に留学する

ことを認めることができる。

２ 留学の期間は、１年間に限り在学年数に算入する。

３ 留学中に修得した授業科目の単位は、 単位を超えない範囲で卒業に必要な単位として認定することがで

きる。

４ 留学に関する規程は別に定める。

（退 学）

第 条 退学しようとする者は、退学願にその事由を具して、保証人連署のうえ学長に願い出て、許可を受け

なければならない。

（除 籍）

第 条 次の各号の一に該当する者は、学長がこれを除籍する。

正当な事由がなく所定の期日までに学費を納めない者

休学期間満了後、 日以内に何等の手続きをしない者

留年したとき、学年開始 日以内に何等の手続きをしない者

２ヵ月以上も何等の手続きをしないで引き続き欠席した者

第７条第２項乃至第３項に規定する期間を超えた者

第 条第１項乃至第２項に規定する期間を超えた者

死亡が確認された者

２ヵ年以上も快復が困難で、学業の継続ができない疾病と校医が診断した者

第第８８章章 学学 費費

（入学検定料等）

第 条 入学検定料等は、別表６－①及び６－②に示すとおりとする。

（学 費）

第 条 学費は別表６－①に示す入学金、授業料、施設設備費、教育充実費及び別表６－②に示す登録料、科

目等履修料、別表６－③に示す教職課程及び学芸員養成課程履修料のとおりとする。

２ いったん納入した学費は、別に定める場合を除き、一切返還しない。

３ 学費は、社会情勢により、次の年度に進むとき変更することがある。

（納入期日）

第 条 学費は、毎年前期は４月 日までに、後期は 月 日までに所定の額を納入するものとする。

２ 学費納入に関する規程は別に定める。

（休学期間中の在籍料）

第 条 休学期間中は、休学期間に応じ、授業料、施設設備費、教育充実費を免除し、在籍料を徴収する。こ

の取り扱いは別に定める。

第第９９章章 単単位位互互換換履履修修生生、、科科目目等等履履修修生生、、研研究究生生及及びび外外国国人人学学生生

（単位互換履修生）

第 条 本大学と単位互換協定のある大学及び短期大学の学生で、本大学の授業科目の履修を希望する者は、

正規の学生の学修に支障のない限り、教授会の議を経て、単位互換履修生としてこれを許可することができ
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５ 前条第１項第４号による休学の場合は、第１項に定める休学の期間を適用しない。 また、その期間は、第

項に定める休学の通算年数に算入しない。

（復 学）

第 条 休学者が復学しようとするときは、復学願に保証人連署のうえ学長に願い出て、許可を受けなければ

ならない。

ただし、休学の事由が疾病の場合は、校医又は医師の診断書を添付するものとする。

２ 復学は、学年の初め又は後期授業開始日でなければこれを行うことができない。

３ 前項により後期授業開始日に復学をする場合、当該年度における学年末までの在学期間は 年として扱

う。

（留 学）

第 条 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が休学することなく外国の大学又は短期大学に留学する

ことを認めることができる。

２ 留学の期間は、１年間に限り在学年数に算入する。

３ 留学中に修得した授業科目の単位は、 単位を超えない範囲で卒業に必要な単位として認定することがで

きる。

４ 留学に関する規程は別に定める。

（退 学）

第 条 退学しようとする者は、退学願にその事由を具して、保証人連署のうえ学長に願い出て、許可を受け

なければならない。

（除 籍）

第 条 次の各号の一に該当する者は、学長がこれを除籍する。

正当な事由がなく所定の期日までに学費を納めない者

休学期間満了後、 日以内に何等の手続きをしない者

留年したとき、学年開始 日以内に何等の手続きをしない者

２ヵ月以上も何等の手続きをしないで引き続き欠席した者

第７条第２項乃至第３項に規定する期間を超えた者

第 条第１項乃至第２項に規定する期間を超えた者

死亡が確認された者

２ヵ年以上も快復が困難で、学業の継続ができない疾病と校医が診断した者

第第８８章章 学学 費費

（入学検定料等）

第 条 入学検定料等は、別表６－①及び６－②に示すとおりとする。

（学 費）

第 条 学費は別表６－①に示す入学金、授業料、施設設備費、教育充実費及び別表６－②に示す登録料、科

目等履修料、別表６－③に示す教職課程及び学芸員養成課程履修料のとおりとする。

２ いったん納入した学費は、別に定める場合を除き、一切返還しない。

３ 学費は、社会情勢により、次の年度に進むとき変更することがある。

（納入期日）

第 条 学費は、毎年前期は４月 日までに、後期は 月 日までに所定の額を納入するものとする。

２ 学費納入に関する規程は別に定める。

（休学期間中の在籍料）

第 条 休学期間中は、休学期間に応じ、授業料、施設設備費、教育充実費を免除し、在籍料を徴収する。こ

の取り扱いは別に定める。

第第９９章章 単単位位互互換換履履修修生生、、科科目目等等履履修修生生、、研研究究生生及及びび外外国国人人学学生生

（単位互換履修生）

第 条 本大学と単位互換協定のある大学及び短期大学の学生で、本大学の授業科目の履修を希望する者は、

正規の学生の学修に支障のない限り、教授会の議を経て、単位互換履修生としてこれを許可することができ

る。

（科目等履修生）

第 条 本大学は、本大学の学生以外の者で第 条第 項に該当する者が本大学の授業科目の一又は複数の

科目の履修を願い出たときは、正規の学生の学修に支障のない限り、教授会の議を経て、科目等履修生とし

てこれを許可することができる。

２ 科目等履修生は、別表６－②に示す審査料及び学費を所定の期日までに納入しなければならない。

３ 科目等履修生に対する単位の授与については、第 条の規定を準用する。又、願い出があったときは単位

修得証明書又は履修証明書を交付する。

（研 究 生）

第 条 学士号又は学士の学位を有する者が、学部において研究、実験、実習を行うことを願い出たときは、

正規の学生の学修に支障のない限り、教授会の議を経て、研究生としてこれを許可することができる。

２ 研究生の在学期間は１年とする。

ただし、研究生が引き続き在学を願い出たときは、在学期間の延長を許可することがある。

３ 研究生は、授業料等の学費を次の各号の定めるところにより、所定の期日までに納入しなければならない。

研究を主たる目的とする研究生にあっては、正規の学生の学費に関する規定を準用する。

実験、実習を主たる目的とする研究生にあっては、科目等履修生の学費に関する規定を準用する。

（外国人学生）

第 条 第 条第１項に定める入学資格を有する外国人で、本大学に入学を志願する者があるときは、外務

省在外公館又は本邦所在の外国公館の証明のある者に対し、選考のうえ入学を許可することができる。

（規定の準用等）

第 条 単位互換履修生、科目等履修生、研究生については、第９章の規定のほか、正規の学生に関する規定

を準用する。

２ 外国人科目等履修生、外国人研究生については、第 条又は第 条の規定を準用する。

第第 章章 公公開開講講座座

（公開講座）

第 条 公開講座は、教授会の議を経て随時開設する。

第第 章章 賞賞 罰罰

（表 彰）

第 条 学業が特に優秀な者、又は学生の模範となる行為をした者は、教授会の議を経て学長がこれを表彰す

ることがある。

表彰規程は別に定める。

（懲 戒）

第 条 本大学の教育の趣旨に背き、又は学生の本分に反する行為をした者は、教授会の議を経て学長がこれ

を懲戒する。

懲戒は、けん責、謹慎、受験停止、停学及び退学の処分とし、次の各号の一に該当する場合は、懲戒退学

の処分とする。

性行不良で改善の見込みがないと認められる者

学業劣等で成業の見込みがないと認められる者

正当の理由なくして出席常でない者

本大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者

第第 章章 教教職職員員組組織織

（学長、学部長等）

第 条 本大学に学長及び学部長を置く。

２ 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。

３ 本大学に副学長、学長補佐並びに学部の学科長又は運営委員、一般教育部に一般教育部長を置くことがで

きる。
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４ 副学長に関する規程は別に定める。

５ 学長補佐に関する規程は別に定める。

（教員、事務職員等）

第 条 本大学に教授、准教授、講師、助教、助手を置く。

２ 本大学に事務職員、技術職員、技能職員等を置く。

３ 教員及び事務職員等に関する規程は別に定める。

（学部長会）

第 条 本大学に学部長会を置き、大学全般にわたる学事に関する事項を協議する。

２ 学部長会は、学長、副学長、学部長、一般教育部長、学長補佐、病院長、大学図書館長、大村智記念研究

所長、学生指導委員会委員長、健康管理センター長をもって構成する。

３ 学部長会は学長が招集し、議長となる。

４ 学部長会は次の事項を協議する。

教育研究の基本方針及び学事計画に関する事項

学部、学科、専攻、一般教育部、課程、附属施設等の設置、改廃に関する事項

大学学則及び学事規程に関する事項

教育研究組織に関する事項

教育職員の人事に関する事項

教育課程に関する事項

学生の課外活動、厚生補導、就職指導に関する事項

その他大学全般にわたる学事に関する重要事項

５ 学部長会に関する規程は別に定める。

（学長・副学長会議）

第 条の２ 本大学に学長・副学長会議を置き、全学的な教学事項を協議する。

２ 学長・副学長会議に関する規程は別に定める。

（教 授 会）

第 条 本大学の学部に学部教授会を置く。

２ 学部教授会は、当該学部の専任教授をもって構成する。

ただし、当該学部の准教授、専任講師、助教を加えることができる。

３ 学部教授会は、構成員の３分の２以上の出席がなければ議事を開くことができない。

４ 学部教授会は、当該学部における教育研究に関する次の各号に掲げる事項を審議し、学長に意見を述べる

ものとする。

学生の入学、卒業及び課程の修了

学位の授与

前 号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要なものと

して学長が定めるもの（学長裁定）

５ 各学部と一般教育部との連係協調を図るため、一般教育部に一般教育連合教授会を置く。

６ 学部教授会、一般教育連合教授会に関する規程は別に定める。

（教授会に設置される委員会等）

第 条 学部教授会及び一般教育連合教授会は、その定めるところにより、教授会構成員の一部の者をもって

構成される運営委員会、専門委員会等を置くことができる。

２ 教授会は、その定めるところにより、運営委員会、専門委員会等の議決をもって教授会の議決とすること

ができる。

（名誉学長）

第 条 本大学は、本大学の教育・研究その他について助言を受ける必要があると認めたときは、学長として

勤務した者をもって北里大学名誉学長（以下「名誉学長」という。）を委嘱することができる。名誉学長の

委嘱期間は当該学長の在任期間とする。

（名誉教授）

第 条 本大学は、本大学に学長、副学長、学部長、教授、准教授又は講師として勤務した者であって、教育

上又は学術上特に功績のあった者に対し、本大学の定めるところにより、北里大学名誉教授の称号を授与す
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４ 副学長に関する規程は別に定める。

５ 学長補佐に関する規程は別に定める。

（教員、事務職員等）

第 条 本大学に教授、准教授、講師、助教、助手を置く。

２ 本大学に事務職員、技術職員、技能職員等を置く。

３ 教員及び事務職員等に関する規程は別に定める。

（学部長会）

第 条 本大学に学部長会を置き、大学全般にわたる学事に関する事項を協議する。

２ 学部長会は、学長、副学長、学部長、一般教育部長、学長補佐、病院長、大学図書館長、大村智記念研究

所長、学生指導委員会委員長、健康管理センター長をもって構成する。

３ 学部長会は学長が招集し、議長となる。

４ 学部長会は次の事項を協議する。

教育研究の基本方針及び学事計画に関する事項

学部、学科、専攻、一般教育部、課程、附属施設等の設置、改廃に関する事項

大学学則及び学事規程に関する事項

教育研究組織に関する事項

教育職員の人事に関する事項

教育課程に関する事項

学生の課外活動、厚生補導、就職指導に関する事項

その他大学全般にわたる学事に関する重要事項

５ 学部長会に関する規程は別に定める。

（学長・副学長会議）

第 条の２ 本大学に学長・副学長会議を置き、全学的な教学事項を協議する。

２ 学長・副学長会議に関する規程は別に定める。

（教 授 会）

第 条 本大学の学部に学部教授会を置く。

２ 学部教授会は、当該学部の専任教授をもって構成する。

ただし、当該学部の准教授、専任講師、助教を加えることができる。

３ 学部教授会は、構成員の３分の２以上の出席がなければ議事を開くことができない。

４ 学部教授会は、当該学部における教育研究に関する次の各号に掲げる事項を審議し、学長に意見を述べる

ものとする。

学生の入学、卒業及び課程の修了

学位の授与

前 号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要なものと

して学長が定めるもの（学長裁定）

５ 各学部と一般教育部との連係協調を図るため、一般教育部に一般教育連合教授会を置く。

６ 学部教授会、一般教育連合教授会に関する規程は別に定める。

（教授会に設置される委員会等）

第 条 学部教授会及び一般教育連合教授会は、その定めるところにより、教授会構成員の一部の者をもって

構成される運営委員会、専門委員会等を置くことができる。

２ 教授会は、その定めるところにより、運営委員会、専門委員会等の議決をもって教授会の議決とすること

ができる。

（名誉学長）

第 条 本大学は、本大学の教育・研究その他について助言を受ける必要があると認めたときは、学長として

勤務した者をもって北里大学名誉学長（以下「名誉学長」という。）を委嘱することができる。名誉学長の

委嘱期間は当該学長の在任期間とする。

（名誉教授）

第 条 本大学は、本大学に学長、副学長、学部長、教授、准教授又は講師として勤務した者であって、教育

上又は学術上特に功績のあった者に対し、本大学の定めるところにより、北里大学名誉教授の称号を授与す

ることができる。

２ 名誉教授に関する規程は別に定める。

第第 章章 厚厚生生補補導導

（学生指導委員会）

第 条 本大学における学生の厚生補導の充実を図るため、学部に学生の指導機関を置き、かつ全学的組織と

して、学生指導委員会を置く。

２ 学生指導委員会規程は別に定める。

（課外活動組織）

第 条 本大学における課外教育を推進するため、教職員及び学生よりなる課外活動組織を置く。

２ 課外活動組織に関する規程は別に定める。

（校医及び健康管理センター、保健室）

第 条 本大学に校医及び北里大学健康管理センター、北里大学保健室を置き、学生及び教職員の保健教育及

び保健管理を行う。

２ 校医及び北里大学健康管理センター、北里大学保健室に関する規程は別に定める。

第第 章章 附附属属施施設設

（附属施設）

第 条 本大学に次の附属施設を置く。

北里大学附属施設 各学部等附属施設

北里大学病院 薬学部附属薬用植物園

北里大学北里研究所病院 薬学部附属医薬研究施設

北里大学メディカルセンター 薬学部附属臨床薬学研究・教育センター

北里大学図書館 薬学部附属環境管理センター

　北里大学図書館（白金分館） 薬学部附属東洋医学総合研究所

　北里大学図書館（十和田分館） 獣医学部附属動物病院

　北里大学図書館（医療系図書分館） 獣医学部附属フィールドサイエンスセンター

　北里大学図書館（理学部分館） 　十和田農場

　北里大学図書館（教養図書分館） 　八雲牧場

　北里大学図書館（新潟分館） 獣医学部附属獣医臨床試験センター

北里大学大村智記念研究所 医学部附属遺伝子高次機能解析センター

北里大学感染制御教育研究センター 医学部附属バイオイメージング研究センター

北里大学入学センター 医学部附属医学教育研究開発センター

北里大学健康管理センター 医学部附属臨床研究センター

北里大学高等教育開発センター 医学部附属新世紀医療開発センター

北里大学農医連携教育研究センター 海洋生命科学部附属三陸臨海教育研究センター

北里大学教職課程センター 理学部附属疾患プロテオミクス・センター

北里大学看護キャリア開発･研究センター 医療衛生学部附属再生医療・細胞デザイン研究施設

北里大学附属臨床心理相談センター

北里大学八雲総合実習所

２ 附属施設に関する規程は別に定める。

第第 章章 補補 則則

（細 則）

第 条 この学則の実施に関し必要な細則は別に定める。

第第 章章 雑雑 則則

（組織的な研修等）

第 条 本大学は、教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、所属職員に必要な知識及び技能を習

得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修（次項に規定する研修に該当するものを除く。）
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の機会を設けることその他必要な取組を行うものとする。

２ 本大学は、学生に対する教育の充実を図るため、当該大学の授業の内容及び方法を改善するために組織的

な研修及び教育を行うものとする。

３ 本大学は、指導補助者（教員を除く。）に対し、必要な研修を行うものとする。

４ 前３項の研修等に関し、必要な事項は別に定める。

（教員と事務職員等の連携及び協働）

第 条 本大学は、教育研究活動等の組織的かつ効果的な運営を図るため、教員と事務職員等との適切な役割

分担の下で、これらの者の間の連携体制を確保し、これらの者の協働によりその職務が行われるよう留意す

るものとする。

〔中略〕

附則

１ この学則は、 年４月１日から施行する。

２ 第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）の規定にかかわらず、 年度の医学部の入学定員を

名とする。

３ 第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる獣医学部動物資源科学科、医学部、未来工学部、

健康科学部の収容定員の学年進行については、次のとおりとする。

未来工学部 データサイエンス学科 220名 340名 460名 480名

80名 160名 240名 320名

動物資源科学科 500名 480名 460名 440名
医学部 医学科 726名 717名 709名 701名 691名

医療検査学科

676名 660名

2028年度 2029年度 2030年度2026年度 2027年度

看護学科 80名 160名
健康科学部

240名 320名

学科 2024年度 2025年度

獣医学部
学部

４ 第 条（授業科目及び単位数等）に定める別表２、３については、医学部にあっては 年度入学者及

び在学者から、薬学部、獣医学部獣医学科、動物資源科学科、海洋生命科学部、看護学部、理学部、医療衛

生学部にあっては、 年度入学者から適用する。ただし、薬学２群、３群、４群科目については、薬学

部薬学科の 年度入学者及び一部在学者から適用する。

５ 第 条（教員の免許状の所要資格の取得）に定める別表 －①については、 年度入学者及び在学者

から適用する。
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